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　お前と同じ世界に生まれ、同じ時間ときを生きたかった。

　魂たましいが還かえったら、俺はまた、黄河を旅して必ずお前に会いに行く。

　心配するな。何百年経たとうと、俺の魂はお前を忘れない。

　だから待っていろ──。



　　　　



　壁かべに寄りかかって眠っていた汪李は、ふと目覚め、指先で自分の頬ほおに触ふれた。濡ぬれた感かん触しよくに少し驚おどろく。

（我は、泣いていたのか……？）

　化か蛇だである自分に、涙なみだが流せるとは思っていなかった。

　胸の奥に、熱い痛みが微かすかに残っている。何か、悲しい夢を見ていたらしい。

　手の平で頬を拭ぬぐい、汪李は部屋の中を見回す。明かりはなくとも、彼の目は昼と同じように見ることができた。

　晄こうが寝ねているはずの夜具が空だった。用足しにでも行ったのだろうか。

　向かいの壁かべ際ぎわには、壁に背を預けて煒い白はくが目を閉じていた。夜具の枕まくら元もとには鸞らんが端たん座ざし、夜の湖のような眼めを、開いたままの戸口へ向けている。土の妖あやかし、息そく壌じようのチャウは子犬のような身体からだを丸めて、寝息を立てていた。

　汪李は再び目を閉じ、夢の欠片かけらを拾い集める。

（あれは、誰だれの声だったか……）

　何かを語り聞かされていたようだった。夢の内容も、語られていた言葉も目覚めとともに忘れてしまったが、温かく、そして切ないその声こわ音ねだけは耳の奥に残っていた。

　遠い昔に、自分と関かかわった誰かなのだろう。

　昨年の秋、章しよう玄げんによって封ふう印いんを解かれるまで、汪李は異界の奥底で深い眠りについていた。眠っている間に、汪李は以前の記き憶おくを失った。

　膨ふくらみ続ける息壌を縮める方法を探すため、晄とともに汪李が崑崙へ赴おもむいたのはつい先日のことだ。そこで汪李はおのれの過去を祝融から聞かされた。

　──お前は、鳴蛇族の王と対ついの妖だった。だが、水神共工を滅ほろぼすために、夏かの禹王に従った。二代目の炎招戈の使い手、殷いんの湯とう王にも仕えていたんだ。

　崑崙に住む火神祝融はそう言っていた。

　水すい剋こく火か──。

　火は水に勝てない。しかし、黄帝が作った炎招戈は、森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりを無視し、水神共工を滅ぼすほど凄すさまじい炎を生む。炎は燃え広がり、すべてを焼き尽つくす。神も妖も、炎招戈の使い手さえも──。

　だから黄帝は、汪李に、炎えん招しよう戈かの使い手とともにある定めを負わせた。炎招戈の炎を消すことができるのは、水妖化蛇族の王だけだったからだ。

　祝融の話を聞いて、おのれの過去をすべて思い出したわけではないが、断だん片ぺん的な光景が思い浮うかぶようになった。

　常に傍かたわらにいた青緑色の大だい蛇じや、炎と洪こう水ずいに侵おかされた大地、色づいた楓かえでの林、独りで泣いていた武将、黄河に降る雪──。

（かなわぬな……）

　脳のう裏りをよぎる映像に夢の残ざん滓しが重なり、汪李の胸がチリ、と痛む。

　汪李は苛いら立だたしげに、額にかかる銀の髪かみを掻かき上げた。眠気はとうに失うせていた。

（遅おそいな）

　晄はなかなか戻もどって来ない。小用にしては時間がかかりすぎていた。

　耳を澄すませ、汪李は晄の気配を探さぐった。

　煒白ほどの聴ちよう力りよくはないにしても、陝せん邑ゆう城内の様子はおおよそわかる。

　この北堂、内ない苑えん、東堂と、探たん索さくの輪を広げていくうちに、汪李の鼓こ動どうは少しずつ高くなっていった。

　晄の気配が見つからないのだ。

　空を確かめずとも、汪李には欠け始めた月が中天にあることがわかる。こんな時刻にいったいどこへ行ったのだろうか。

（まさか、拐かどわかされたのでは──？）

　しかし、煒白は、平へい圃ほを護まもる神しん妖よう、駮はくであり、鸞は崑崙の夜を見守る鸞らん鳥ちようだ。晄に異変があれば、この二人が気づかぬはずはない。

　心配することはないと、自分に言い聞かせるが、胸を締しめつけられるような不安は募つのるばかりだった。

　遠い昔、これと同じようなことがあった。どうしようもない不安と焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれ、棲すみ処かである黄河から出ずにはいられなかったことが──。

　たまらず、汪李は晄の匂においを追って外へ出た。

　月の明るい夜だった。晩秋の空は澄み渡わたり、星々の色までも鮮あざやかに映し出す。

　内苑に面した階きざはしまでは、晄の匂いが残っていたが、そこで突とつ如じよとして匂いが消えていた。

（空を飛んで行ったのか）

　晄を乗せて行ったものの匂いは残っていない。そよ吹ふく風に紛まぎれてしまったのだ。そのことが汪李を一層不安にさせた。

　いったい、誰がどこへ晄を連れて行ったのか。

『どうした、心配か？』

　いつの間にか煒白が背後に立っていた。

『いや、別に……』

　晄の行ゆく方えを素す直なおに訊きけず、汪李は口ごもる。

『あの進路だと、祁き連れん山ざんの南を通って行くつもりらしい』

　煒白が西の空を仰あおいだ。五感の優すぐれた彼には晄が見えているらしい。

『祁連山の南？』

『そうだな、万が一ということもある。追いかけよう。乗せてくれ』

　煒白がそう言うので、汪李は内苑に降り、本ほん性しようを現した。蝙こう蝠もりのような翼つばさとたてがみを持つ白銀の大蛇が、汪李の本性、化蛇の姿である。額にはねじれた二本の角が生え、顔は蛇へびというよりも龍りゆうに近い。

　煒白が汪李の背にまたがり、たてがみをつかんだ。

　大人の男一人分の重みが、妙みように懐なつかしかった。

　汪李は大きく一つ翼を羽ばたかせ、内苑を飛び立った。急きゆう上じよう昇しようする汪李の視界に黄河が入る。黄おう褐かつ色しよくの大河は、月光を映して煌きらめきながら、蕩とう々とうと流れていた。

　ふと、今、目に映る黄河に、遥はるかな過去に見た黄河の光景が重なった。

（そうか、成せい湯とう──）

　不安な記憶が突如として鮮せん明めいになる。

（我はいなくなった成湯を捜さがすために黄河を出たのだ）

　汪李は、最さい期ごまで自分の行く末を案じ、夢を果たせぬまま死んでいった、二代目の炎招戈の使い手のことを思い出した。



　　　　



　──地に雨降らし給たまい、雲に稲いな妻ずま給い、天に風給い、水妖の王、化蛇よ、我が前に姿を現し給え。

　最初、その声は黄河上流から聞こえてきた。

　凄まじい呪じゆ力りよくだった。これほどの力で喚よばれるのは、泗水の禹の出城に召しよう喚かんされて以来だ。

（どうせろくな用事ではない）

　化蛇は、黄河の底で寝たふりを決め込んだ。幸いにも、小化蛇までは喚んでいない。しらばっくれていればそのうちに諦あきらめるだろう。

　しかし召喚の呪術は止やまず、その声は何日も何十日も続いた。しかも、呪術者がこの場所に感づいて近づいて来るらしく、声は日を追って大きくなっていく。

　しまいには耳元で叫さけばれているような騒そう音おんとなって、化蛇を悩なやませた。

　水みな底そこの泥どろの中には眷けん族ぞくが身を埋うずめていたが、それらの小化蛇たちも次々と起き上がり、何事かと汪李の周囲を泳ぎ回った。

（煩わずらわしい──）

　耐たえきれず、翼で水を一掻きすると、化蛇は上昇した。

　珍めずらしく、その日は雪が降っていた。

　水面に顔を出すと、夕ゆう闇やみに覆おおわれた河原には雪が薄うすく積もり、旅装の若い武人が二人、鎧よろい冑かぶとに雪をまとわりつかせてこちらを見ていた。

　一人は長なが柄えをつけた戈ほこを持っていた。

　戈は、汪李の存在を感知して、淡あわく明めい滅めつしている。

『炎招戈──』

　苦い思いで、化か蛇だはかつての主あるじの得物の名を呟つぶやいた。

　召喚呪を聞いた時から、このことは予想はしていた。

　禹の死から四百年あまりの年月が流れ、再び炎招戈の使い手が必要になったのだ。

　新しい炎招戈の使い手は、禹と同じく、長身で、並外れて屈くつ強きような体たい躯くをしていた。禹も美び丈じよう夫ふだったが、この男も鼻び梁りようの細い、目元の涼すずやかな秀しゆう麗れいと言っていい顔立ちだった。

　呪を唱えているのは、彼の傍らに立つもう一人の方だった。肌はだの浅黒い、まなじりの切れ上がった怜れい悧りな相そう貌ぼうの男だった。

『うるさいな』

　水面に半身を出し、化蛇はゆったりと男たちに近づいた。

　ようやく呪が止んだ。

　驚おどろきと安あん堵どとが入り交じった表情で、二人はじっと白銀の大蛇に目を凝こらす。

　人間の聴力に合わせて、会話に不自由しない程度の距きよ離りまで近づいたが、二人とも呆ぼう然ぜんとこちらを見上げたまま、一言も発しなかった。召喚に成功したものの、角のある大蛇の姿に恐おそれをなして声も出ないのだろう。

　大たい抵ていの人間が、化蛇を見た途と端たんに腰こしを抜ぬかすか、悲鳴とともに逃にげ出すことを考えれば、ましな方かもしれないが──。

『用がないのならば帰る』

　二人に背を向けようとすると、呪術師が慌あわててまた例の呪を唱え始めた。

『いい加減に──』

「天河かと思った……」

　炎招戈の使い手が呟いた。

　懐かしい言葉に、化蛇は軽く瞠どう目もくした。晩年の禹が、夜空を翔かける化蛇の姿を、しばしばそう喩たとえていたからだ。

「この雪空の中を、煌めく天河が舞まい降りて来たのかと思った……」

　目を見開いたままそう言う彼の頬ほおは、微かすかに染まっていた。





　男の姓せいは子し、名は履り、乙いつの日に生まれたので臣からは天てん乙いつとも呼ばれているとのことだった。

『何と呼べばよいのだ？』

「成湯でいい」

『…………関連性が皆かい無むだな』

　成湯は、商しようという小国を治める夏の諸しよ侯こうの一人だった。漳しよう水すい南の殷に居城があるという。

『ずいぶんと遠くから来たものだ』

　この地は、禹が青せい州しゆうと呼んだ黄河の下流である。

「半年かかった」

　成湯は苦く笑しようした。

　化蛇を召喚した呪術師、伊い尹いんは占せん術じゆつも得意で、化蛇の居場所を知ることはさほど難しくはなかったが、黄河を自在に行き来する化蛇に追いつけなかったという。

「長い旅だったが、会えてよかった」

　苦笑が笑えみに変わる。見ているこちらがほっとするような温かい笑みだった。穏おだやかな陽の気がこぼれ、化蛇はふと、禹の笑顔からも、穏やかな陽の気がこぼれたことを思い出す。

　禹は、滅めつ多たに心から笑うことはなかったが──。

『はるばるご苦労なことだが、我はもう人に仕える気はない』

「きっとお前はそう言うだろうと、黄帝に言われた」

　意外にも、成湯は動じなかった。断られることを覚かく悟ごの上で、半年も黄河の岸辺を彷ほう徨こうしていたというのだろうか。

「とにかく、話だけでも聞いてくれないか？」

『いいだろう』

　断って、またあの騒そう々ぞうしい呪を唱えられてはかなわない。

「もう何十年も前から、この国が衰すい退たいしていることも、桀けつ王の暴政も知っているだろう？」

　現在の王、桀は、禹から数えて十七代目にあたる。彼が末ばつ喜きという寵ちよう姫きに溺おぼれて政まつりごとを顧かえりみず、夜ごと盛大な宴えん会かいを催もよおしていることは、化蛇も耳にしていた。

　国力は衰おとろえる一方で、どこへ行っても、王への怨えん嗟さが聞こえてくる。桀王は、離り反はんした諸侯を武力で抑おさえつけているらしく、王の軍隊が討とう伐ばつに向かう様子も何度か見ていた。

「夏の王室は、共工に乗っ取られていたのだ」

　しんしんと雪の降り積もる夕暮れの河原で、成湯は語り始めた。

「そのことに最初に気づいたのは伊尹だ。俺は共工を祓はらうための手立てを探さぐった。桀王の暴政を止めたかった」

　成湯が奔ほん走そうしていると、ある日、火神祝融が顕けん現げんし、成湯を崑崙の黄帝のもとへ連れて行ったという。

　黄帝が言うには、今から遡さかのぼることおよそ百年前、鬼き神しんの術を好んだという十四代孔こう甲こう王が、共工を召喚したとのことだった。

　孔甲は、水神を政や戦いくさに利用するつもりだったのだろうが、逆に共工に取り憑つかれた。共工はそのまま王宮に棲すみつき、代々の王を操あやつってきたのだそうだ。桀王の寵姫、末喜は人ではなく、共工配下の妖あやかしだという。

「黄帝は、俺に炎えん招しよう戈かの使い手になれと言った。水神共工を倒たおすには、炎招戈の炎で撃うつより他ほかに方法がないのだと──」

　成湯は炎招戈の長柄を握にぎり、淡く輝かがやく刃やいばを見上げた。

「俺は炎招戈を受け取り、お前を捜さがすために旅に出た。それが半年前だ」

　彼は化蛇に視線を戻もどした。

「桀王は屍しかばねだ。とうに命数の尽つきた桀王の骸むくろを共工が動かしている。共工を討うたなければならない」

　真に民たみを救いたいと願う王の目だった。禹の顔が彼と重なった。けれど──、

『我は、もう人に仕えるつもりはない』

　化蛇は再び言った。

「化蛇の王よ、どうか──」

　言いかける伊尹をさえぎり、

「一度でいい返事をもらえるなどと、最初から思っていない」

　成湯は吐と息いき混じりに笑った。

「召喚の呪術でくたびれ果てた伊尹が風か邪ぜを引きかねない。話を聞いてくれたことだけでも礼を言う。明日、また来る」

　伊尹を促うながし、成湯はあっさりと踵きびすを返し、雪の河原を歩き始めた。

『我が、召喚呪の届かぬ所まで逃げるとは思わぬのか？』

　拍ひよう子し抜ぬけして化蛇が尋たずねると、成湯は肩かた越ごしに振ふり返り、

「逃げたら、また追いかけるさ」

　と、呆あきれるほど明るい笑みを浮うかべた。

　化蛇はしばらく成湯の後ろ姿を見送っていたが、やがて河岸に背を向ける。

（さっさと逃げよう）

　と、上流に行こうとして、おもむろに泥でい土どに身を埋うずめた。

　半年かけて追って来たという成湯の言葉が、禹を思い出させた。

　──家には寄らぬ。

　自宅の前を通りかかった時、赤子の声が聞こえたにもかかわらず、禹はそう言って家を通り過ぎた。

　禹は、共工と戦っていた十三年間、一度も家に帰らなかった。

　共工との最後の戦で、禹は炎招戈の炎を喚よんだが、共工に止とどめを刺さすことはできなかった。その後、共工は姿を消し、行ゆく方えがわからなくなった。炎招戈で撃たれた傷を癒いやすために、異界にでも逃げ込んだのだろう。

　禹は、舜帝から王の座を譲ゆずられてからも、共工を捜し続けた。戦いで負った傷のために、晩年は手足の自由も失った。そして、共工との決着をつけられないまま、旅先で短い人の生を終えた。

（もうあのような思いはしたくない）

　孔甲王の頃ころから人間界に共工の影かげが見え隠かくれしていたことも、その頃から夏が衰退を始めたことも、化蛇は気づいていた。

　共工は生きものの精気を糧かてにしている。孔甲王は、共工が人間から地上の支配権を奪うばおうとしていることも知らずに、共工を養ってやったわけだ。

　禹が死しにもの狂ぐるいで築いた国が、荒あれていくのを見るのは辛つらかった。

　しかし、もう人とは関かかわらないと、化か蛇だはそう決めていた。

　鳴めい蛇だを裏切ってまで禹に従ったのは、戦を終わらせたいという彼の望みを叶かなえてやるためだった。

　けれど、禹はもういない。

　黄河の底に身を横たえた化蛇の周りを、無数の小化蛇が、いたわるようにゆっくりと泳ぎ回る。

（化蛇族は怠たい惰だな妖なのだ。こうやって黄河の底で眠ねむっているのが性しよう分ぶんなのだ）

　だからこの場に留とどまっているのであって、決して半年かけてやって来た成湯を憐あわれんでいるのではない──。

　おのれにそう言い聞かせ、化蛇は目を閉じた。





　翌朝、日の出とともに、化蛇は伊尹の召しよう喚かん呪じゆによって起こされた。

『うるさい』

　水面へ顔を出すと、

「やっぱり、来てくれたか」

　成湯は、陽の気を大放出させて、嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

『誤解するな。この先もつきまとわれるのは煩わずらわしいゆえ、お前が諦あきらめて去るのを待とうと思っただけだ。いずれ領主の身では長くは国を留守にはできまい』

「痛いところを突つく」

　成湯は苦笑した。

　ふと化蛇は、河岸に雪を固めて築かれた壇だんに目を留める。壇の上には、簋きという青銅の器うつわに盛った肉や、茜あかね色いろの紗うすぎぬの反たん物ものが供そなえられていた。

『供く物もつのつもりか？　我は肉など喰くわぬし、水すい妖ように布は必要ない』

「水から上がった時に身体からだを拭ふいたり、休んだりする時に使うだろう？」

『我は黄河から出るつもりはない』

　と、言いながら、化蛇は禹に仕えていた時のことを思い起こす。

　河から出て、小さな蛇へびの姿に変へん化げすると、禹は手しゆ巾きんで水すい滴てきを拭ぬぐい、柔やわらかな毛皮の上で休ませてくれた。

「帯のように首に巻いて飾かざってもよい。お前の銀の鱗うろこによく映はえるだろう。人の姿になった時には、肩かた掛かけにも使える」

　成湯は紗の反物を手に取り、広げて見せた。茜あかねの地に銀糸が織り込まれたそれは、夕日に染まる黄河の水面のような色合いだった。

『人ひと形がた……？』

　化蛇は変化が苦手だ。身体の大きさを変えたり、翼つばさや角を隠して本物の蛇を装うことぐらいはできるが、それ以外の姿にはなれない。

　変化の不得手な種族の妖でも、人と心を交かわし、人がその妖に対して抱いだいた心象と、おのれがその者のためになりたいと思った姿が一いつ致ちした場合、妖は人形を得るという。

　化蛇が心を交わした唯ゆい一いつの人間は禹だったが、化蛇は禹のために人になろうと思わなかったし、彼も化蛇に対して人の姿を想像しなかったのだろう。だから、化蛇は人形になったこともない。

　成湯は、化蛇を見て人の姿を思い浮かべたのだろうが──。

（なぜ、茜色なのだ？）

　化蛇には、茜色の紗を羽織る自分の姿が想像できない。

「肉は食べないということだが、やはり水妖は魚を食べるのか？　では昼ひる餉げは魚料理にしよう。伊尹はもともと料理人だったのだ。伊尹の作る煮に魚ざかなは絶品だぞ」

『いや、肉とか魚とかという問題ではなく……』

　人間と同じ物が食べられないことはないが、化蛇は水の気を吸って生きる妖だから──と、そんな説明をする間もなく、成湯は伊尹とともに、食材を求めにいそいそと街へ行った。

『何なんだ……？』

　昼前に、二人は鼎かなえという煮に炊たき用の器具と、魚や香こう辛しん料りようの入った箱を抱かかえて戻って来た。河岸で火を焚たき、伊尹は化蛇の目の前で調理する。

「食べてみろ」

　成湯は簋に盛った煮魚を差し出した。

　興きよう味み津しん々しんの小化蛇たちが、期待に溢あふれた様子で周囲を飛び跳はねるので、化蛇は仕方なくその魚を口にする。

「旨うまいだろう？」

　言葉通り、伊尹の腕うで前まえは見事で、普ふ段だんは物を食べない化蛇も美味だと思った。残りの魚は、成湯に言って小化蛇たちに投げ入れさせた。喜ぶ小化蛇たちを、化蛇は複雑な心境で眺ながめる。

　その日、成湯と伊尹は四よ方も山やま話をしたり、成湯は領地に送る竹簡を綴つづったりしながら河岸で過ごし、「また明日」と言って、夕刻には宿にしているという近くの地主の家へ戻った。

　忠誠を誓ちかい、ともに戦えとは一言も言わなかった。

『変わった男だ』

　フンと鼻を鳴らし、化蛇はその夜も、昨夜と同じ場所で眠った。





　翌日も、成湯は伊尹とともに河岸へやって来た。

「昨日の茜色の紗と合わせたら、美しいだろうと思って」

　彼は濃こい紅くれないの帯と、黄金の珮はいを携たずさえていた。

（こやつ、もしや我の人形を女だと思っているのか？）

　化蛇族には雌し雄ゆうの別がない。従って、男女どちらの人形を想像してもらっても構わないのだが、この姿を見て女を思い浮かべられるものだろうか。

『そんな物で我を釣つろうなどとしても無む駄だだ』

　化蛇は憮ぶ然ぜんと言った。

「気にしないでくれ。お前の物を選ぶのが楽しいんだ」

　成湯はそう言って少年のような笑えみを浮かべた。また、あの穏おだやかな陽の気が迸ほとばしる。

「成湯殿どのがこのようにはしゃいでいるのを見るのは初めてです。普段はもっと凜りん然ぜんとして、必要な時以外はあまり喋しやべらない方なのですよ」

　魚の蒸むし物を調理しながら、伊尹は笑っていた。

　その次の日も、またその次の日も、成湯は艶つややかな衣ころもや装身具を購あがなっては、壇に供えた。風雨にさらされて傷いたまないように、彼はそれらを入れる長なが櫃びつまで用意した。長期戦を覚かく悟ごしているのか。

『このようなことに財を使っていいのか？』

　呆れ果てて化蛇が尋ねると、

「俺と伊尹との二人旅だから、路銀を切り詰つめればどうとでもなる」

　成湯は平然と答えた。

　供え物攻こう撃げきはその後も続き、伊尹もまた、毎回趣しゆ向こうを凝こらした料理を作って小化蛇たちを喜ばせた。

　化蛇は、仕えるつもりはないと言い続けたが、成湯が諦める様子はなかった。

『大した根気だ。信じられぬ』

　貝柱の煮に物ものを小化蛇たちに投げ入れる楽しそうな成湯を見ながら、化蛇が呟つぶやくと、

「私もこうやって口説かれたのですよ。私は金品に釣られる質たちではありませんが、そのお心が嬉しくてね」

　成湯に仕える前は、とある貴族の料理人だったという伊尹は笑った。

　このように、贈おくり物を持って再三訪おとずれる成湯にほだされ、伊尹は彼の軍師になったのだそうだ。けれど、成湯自身は質素倹けん約やくを心がけ、自分のために散財することはほとんどないとのことだった。

（禹も、倹約家だった）

　化蛇はかつての主あるじを思い出す。禹は祖その徴ちよう収しゆうをできるだけ抑おさえ、政まつりごとにかかる費用の方を節約し、自分自身はもちろん臣にも倹約させた。

（似ているかもしれない）

　心の奥に、小さな泡あわが生じたが、化蛇はそれを無む理り矢や理り封ふうじ込めた。





　ある日、いつも喚よばれる時刻に呪が聞こえなかったので、化蛇は自ら水面近くまで上がってみた。

　壇の周囲に、成湯と伊尹以外に大勢の人間がいる気配がした。黄土で濁にごった河に身を隠かくし、化か蛇だは濁だく流りゆうを透すかして様子をうかがう。

　堤つつみの上には何台もの馬車が連なり、壇の近くには四方八方に網あみが張られていた。この地を支配する領主が、臣を引き連れて狩かりに来ているようだ。

「天地四方の鳥たちよ、すべて我が網にかかれ」

　領主お抱えの呪じゆ術じゆつ師しらしき男が呪を唱えた。空を舞まっていた鳥たちが、ふらふらと集まって、次々と網にかかっていく。

（すべて──か。強ごう欲よくなことだ）

　鳥も獣けものも、食べる目的以外には狩りをしない。盤古神の創世以来、そうやってある種は生き延び、ある種は淘とう汰たされ、長い年月の間に、地上の生きものの種類も数も、均きん衡こうが保たれるようになった。

　ところが、女媧が人間をつくり、必要以上に庇ひ護ごするようになってから、その均衡が崩くずれ始めた。人間がすべてを欲ほつするからだ。人間は自然の理ことわりから外れている。共工が厭いとうのも無理はない。

「惨むごいことを──」

　そこへ、呪術をとめる者がいた。成湯だ。

「子を養う親や、つがいのものもいるだろうに。すべてを獲とり尽つくしては、その種も、それを食べる他ほかの種も滅ほろんでしまうではないか」

（禹と同じことを……）

　すべての命が愛いとしいと言う禹は、狩りを好まなかった。また、彼は人間も自然の理の中で生きるべきだと考えていた。だから、空腹を満たすために、仕方なく狩りをすることがあっても、決して必要以上に獲らなかった。そして、狩った命に感謝して食べていた。

　さらに様子を見ていると、成湯は領主に断って、網の三面を取り除いた。

「家族が待っているもの、行きたい所があるものは行くがいい。行く場所がないものだけが網にかかればよい」

　成湯は鳥に語りかけた。すると鳥は彼の言葉に従い、あるものは去り、あるものは留とどまった。

「成湯殿は鳥ちよう獣じゆうまで従えるのか」

　領主は驚おどろいていたが、化蛇はもっと驚いていた。

（禹も鳥獣や妖あやかしと言葉を交わした……）

　成湯もまた同じ特技を持っていたのだ。

「よかったな」

　飛び立つ鳥たちを、成湯は嬉うれしそうな笑みを浮うかべて見送る。少年の頃ころの禹と、成湯の笑顔が重なった。

　大人になった禹は、威い圧あつ的な気配をまとい、周囲のものの心の内に神経を尖とがらせていた。

　罪人の息むす子こと後ろ指をさされなければ、また、命を狙ねらわれたり、戦いくさに駆かり出されたりしなければ、禹も他のものの心などあえて読まずに、成湯のような笑みを浮かべることができたのだろうか。

　行く場所がないもの──。

　化蛇の心が揺ゆれた。

　禹を失って四百年。彼のそば以外に、行きたい所はどこにもなかった。また、鳴めい蛇だを裏切った自分には、行ける所もなかった。

　しかし、禹の面おも影かげを成湯に求めたところで、待っているのは──。

（我は従わぬ。お前の網になどかかってたまるか）

　自分でも理解できない苛いら立だちを感じ、化蛇は黄河の水みな底そこに戻もどって行った。





「化蛇、どうして出てこない。そこにいるのだろう？」

　成湯の呼びかけが、黄河の底に届いた。

　網の一件以来、化蛇は水面に上がることを止やめていた。

　召しよう喚かん呪は騒そう々ぞうしく、小化蛇たちは伊尹の料理を食べたがって、そこらをせわしなく泳ぎ回ったが、化蛇は水底から動かなかった。

　化蛇は、心の中で膨ふくらむ熱い塊かたまりに苛さいなまれ、悶もん々もんとしていた。

　この熱い塊の正体がわからない。

　人間の行く末など知ったことではない。もう黄帝が何を言おうと、炎えん招しよう戈かの使い手になぞ従ってやるものか。戦は嫌きらいなのだ。そう思っているのに──。

「頼たのむ。顔を見せてくれ」

　切なげな成湯の声が、心に突つき刺ささる。

（いい加減に、諦あきらめろ）

　数日はじっと耐たえていたが、とうとう我が慢まんできず、声の届かない所まで逃にげようと決心した。

　ところが突とつ然ぜん、召喚呪が止んだ。

「今し方、殷から報せが届いた。俺の友人が誅ちゆう殺さつされたというのだ。弔とむらってやらなければならない」

　殺された友人というのは桀王の臣で、暴政を敷しく桀王に諫かん言げんしたところ、怒おこった王が彼を処しよ刑けいしてしまったのだという。

「すぐに戻って来る。待っていてくれ」

　そう言うと、成湯は伊尹を連れて夏の王都、斟しん尋じんへ向かった。

（やっと静かになる）

　あのうるさい召喚呪が聞こえなくなり、さぞ快適だろうと思った。

　しかし、なぜか安らげない。小化蛇たちは伊尹の料理が食べられなくなってがっかりしていたし、化蛇自身も、何だか妙みように虚うつろな感じがしていた。

　半月も過ぎると、不安になってきた。

（なぜ戻って来ない。待っていろと言ったではないか）

　王都は、ここから人の足でも三日あれば行き来できる。人間が葬そう儀ぎにどれくらいの時間をかけるのか知らないが、あまりにも遅おそすぎる。

（まさか──）

　王に諫言して誅殺された者を弔えば、謀む叛ほんの疑いがかかる。成湯は捕とらえられたのかもしれない。そして、桀王に取り憑ついている共工は、成湯が炎招戈の使い手であることに気づいたのではないだろうか。

　化蛇がいなければ、炎招戈の炎は喚べない。共工は、化蛇がいないこの隙すきを突いて炎招戈の使い手を殺そうとするのではないか。

（いや、成湯を殺しても、黄帝がまた別の誰だれかに炎招戈を授さずける。それよりは、成湯を生かしておいて、我には近づけぬ所へ閉じこめておく方が、共工には都合がよいはず）

　そう思うものの、不安は日に日に募つのるばかりだった。





　──成湯ハ桀王ニ捕ラエラレ、牢ろうニ閉ジコメラレタ。イズレ処刑サレル。

　王都の様子を探さぐりに行っていた小化蛇が、慌あわてふためいて戻って来たのは、成湯が去ってからひと月後のことだった。

『処刑だと？』

　──表向キハ、謀叛ヲ企ンダカラ。

　その小化蛇は、民たみの噂うわさを耳にしただけで、どこへ囚とらわれたのか、いつ処刑されるのかなど、詳くわしいことは何もわからないとのことだった。

（成湯が死ぬ──）

　自分でも信じられないほど動どう揺ようした。それまで抱いだいていた不安が、一気に恐きよう怖ふに塗ぬり変わった。震ふるえが止まらず、じっとしていられなくなった。

　堪たまらず、化蛇は水面へ上がり、ふと、河岸の壇だんに置かれたままの長なが櫃びつに目を留める。

　中に入っているのは、毎日成湯が楽しげに携たずさえてきた反たん物ものや装身具だ。

　──私は金品に釣つられる質たちではありませんが、そのお心が嬉しくてね。

　そう言っていた伊尹の気持ちが、ようやくわかった。

『成湯──』

　その名を呟つぶやいた時、全身に妙な感覚が奔はしった。刹せつ那な、淡あわい光に視界を奪うばわれる。

　気づくと、化蛇は人に変へん化げしていた。

（何……？）

　初めて得た手指というものをしみじみと眺ながめ、その指先で頬ほおに触ふれた。柔やわらかい肌はだだった。化蛇は視線を巡めぐらせ、自分の四し肢しを確かめる。

　手足は細く、胸は膨らみ、銀の髪かみがくびれた腰こしまで垂れていた。

　女の身体からだだ。しかし、なぜか鎧よろいと冑かぶとを身につけている。

　背後で、小こ化か蛇だが仰ぎよう天てんして固まっている気配がした。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた化蛇だったが、

（成湯を助け、彼の望みを叶かなえてやりたい──）

　やがて、心の底でそう思っていた自分に気づく。

『我が行くまで生きていろ』

　化蛇は、櫃ひつの中から茜あかね色いろの紗うすぎぬの反物を出すと、それを手に、人ひと形がたのまま背に翼つばさを生やして、黄河の河岸を飛び立った。



　　　　



『汪李、水の匂においがする。空を飛ぶ水の妖だ。近づいて来る』

　煒白の声に、汪李は現実に立ち返った。

　眼下は地平の彼方かなたまで、数え切れないほどの泉や沼ぬまが点在する沼しよう沢たく地帯だった。大小様々の湖は冷たく凍こおりつき、密ひそやかに星を映している。いつの間にか祁連山を越こえ、黄河の遥はるか上流、星せい宿しゆく海かいまで来ていたらしい。

『殺気が──。私たちを襲おそうつもりだ』

　煒白は左方の山々を凝ぎよう視ししていた。

　星宿海は黄河の一部にあたるが、あの山の向こうは、長江の上流、通つう天てん河がである。近づいて来る妖あやかしは、その通天河に棲すむものだろう。

『水すい妖よう同士の諍いさかいは、まだ終わっていなかったのだな』

『そうらしい』

　煒白の呟きに、汪李は苦い思いでうなずいた。

　女め神がみ英えい招しようから、この世の知識をすべて授かった煒白は、汪李の過去をいくらか知っているのだろう。

　間もなく、左前方から飛来する妖の影かげが、月明かりに浮うかび上がる。

　その数、およそ二千──。

　大きさも形も汪李によく似ていた。異なるのは、鱗うろこの色が青緑色であることと、汪李が一対ついの翼であるのに対し、彼らは二対の翼を持っていることだった。

　汪李の脳のう裏りに、どっと過去の記き憶おくが流れ込む。

　巫山の紅こう葉よう、黄河河岸の花々、そして、常に傍かたわらにいた、熱い陽の気を放つ妖──。

（鳴蛇……）

　汪李は、無意識に鳴蛇族の王を──おのれの半身を目で探した。

　鳴蛇族が一いつ斉せいに咆ほう哮こうした。磬けいを打ち鳴らすような金属質な声だ。灼しやく熱ねつの風が叩たたきつけてきたのはその直後だった。汪李は、彼らが化蛇族とは逆に、熱い呼気で旱かん魃ばつを起こす妖だったことを思い出す。

　鳴蛇たちは、化蛇はもちろんのこと、背の上にいる人形の妖にも自分たちの熱風が効かないことを知り、一気に距きよ離りを詰つめてきた。

『汪李、逃げよう。長江水系から離はなれてしまえば、鳴めい蛇だたちは追って来ない』

　煒白が本ほん性しようを現した。額には反り返った一本の角が生え、虎とらの牙きばと爪つめを持つ真しん珠じゆ色の馬──それが煒白の本性、駮はくの姿である。

　煒白は戦せん鼓このような声で咆哮すると、汪李の背を蹴けり、前方から迫せまってきた一いつ匹ぴきの鳴蛇に向かって跳ちよう躍やくした。鋭するどい爪でその喉のどを引き裂さく。その間に、汪李は脇わきから襲ってきた別の鳴蛇を翼で叩き落とした。

（お前たちと戦いたくない）

　墜おちていく鳴蛇を視界の隅すみで捕らえながら、汪李は苦い思いを噛かみしめる。

　けれど、同どう胞ほうの敵になることを決めたのは、他ほかならぬ自分だ。

　汪李は記憶をたぐり寄せる。

　共工は有力な水神だった。だから共工が最初に反乱を起こした時、鳴蛇族を始め、ほとんどの水妖水神が彼の傘さん下かに入ったが、化蛇族は参戦しなかった。汪李は戦いくさが嫌いだった。

　七百年前、汪李が禹に従った時、禹は三さん苗びよう族と戦っていた。鳴蛇族はその三苗族と共同戦線を張っていた。鳴蛇の驚おどろきと怒いかりがどれほどのものだったか、思い出すのは辛つらい。

　化蛇族が禹についたことで、戦せん況きようは一変した。

　禹が炎招戈の炎で共工を撃うち、深手を負った共工は行ゆく方えをくらました。

　取りあえず戦は終わったが、禹が崩ほう御ぎよし、気づけば汪李は行き場を失っていた。化蛇族は、鳴蛇族だけでなく、他の水妖水神からも憎にくまれていた。彼らがいる河か川せんには棲めない。

　人の世で暮らし続けることもできなかった。人間は化蛇族を洪こう水ずいを起こす妖として恐おそれていたし、汪李ももう人と関かかわりたくなかった。

　孤こ立りつした化蛇族を受け入れたのは黄河の神、河伯だった。河伯は水神の中では、女媧の側についたまれな存在だった。だから汪李は、眷けん族ぞくとともに黄河を棲み処かとしたのだ。

　太古、黄河には何百種何千匹ひきもの水妖が棲んでいたように思うが、今は化蛇族以外には、水すい馬ば、白はく蛇だなどが僅わずかに残っているだけだ。

　七百年前の戦で、黄河は攻こう撃げきの対象となった。その時にみな滅ほろんでしまったのか。それとも、鳴蛇の怒りに触れることを恐れ、黄河を出ていったのか──。

　突とつ然ぜん、ガクリと身体が傾かたむいた。右の翼と尾おに、数匹の鳴蛇が食いついていた。汪李はもがいたが、鳴蛇は離れない。化蛇の鱗は鳴蛇よりも遥かに丈じよう夫ぶだが、膂りよ力りよくは彼らの方が上だった。

『堕おちたな、化蛇の王。此こ度たびの炎えん招しよう戈かの使い手が、年とし端はもいかぬ小童こわつぱだったせいか？』

　一匹の鳴蛇が酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。汪李の背筋が凍りつく。

（まさか、晄は──）

　その時、煒白が飛び回る鳴蛇を蹴り渡わたって、汪李の翼に噛みついている鳴蛇を強きよう靭じんな前足で叩き落とした。

『煒白、晄は、晄は無事なのか？　まさか鳴蛇たちに──』

『大だい丈じよう夫ぶだと思う。この辺りに晄の血の臭においはしない』

　煒白は汪李の背に飛び移り、西の空を一いち瞥べつする。しかし、彼の表情は険しく、汪李の不安は消えなかった。

（無事でいてくれ）

　その不安は、人形を得たばかりの汪李が、成湯を捜さがして当時の王都斟尋を彷徨さまよっていた時の思いと重なっていた。



　　　　



（成湯、どこにいる）

　禹に仕えていた時の王都は陽よう城じようだったため、この都の地理には疎うとく、成湯がどこに囚われているのか見当もつかない。

　化蛇は茜色の紗を頭から被かぶり、成湯を捜して街を尋たずね歩いた。荒こう廃はいした王都では、襤ぼ褸ろをまとった人間たちが寒さに震えながら身を寄せ合っていたが、彼らは成湯の居場所どころか、名前すら知らなかった。

　化蛇は王城へ向かった。城を囲う塀へいの外から成湯の気配を探さぐったが、王城内にはいないようだった。官かん吏りの話から手がかりぐらいはつかめるかもしれないと、しばらく聞き耳を立てていたが、何もわからなかった。

（伊尹め。このような時こそ、あの召しよう喚かん呪じゆを唱えるべきだ）

　焦あせりがじりじりと化蛇を苛さいなみ、いっそのこと本性に戻もどり、嵐あらしを喚よんで王城をぶち壊こわし、刑けい吏りに成湯の居場所を吐はかせようかとさえ思った。

　しかし、桀王には共工が取り憑ついている。化蛇の到とう来らいを知れば、かえって成湯の命が危ない。

　と、考えて、伊尹が召喚呪を唱えないのは、化蛇を喚べば共工に気づかれるからだと思い当たる。

　その間にも、貴族らしき人間が、化蛇の前を通り過ぎ、城門の中へ消えていく。

　何気なく門に目をやり、番兵の気配が人間のものではないことに気づいた。

（妖の変へん化げか……）

　成湯が、桀王の寵ちよう姫きは妖だと言っていた。城勤めの者の何割かは妖なのかもしれない。

　自分もまた、水妖の気配が消し切れていない。正体がばれる前にと、化蛇はその場を立ち去った。

　化蛇は貴族の館やかたを一いつ軒けん一いつ軒けん訪ねて回った。紗の布で髪と顔を隠かくす姿を不ふ審しんに思ったのか、あるいは、処しよ刑けいされる諸しよ侯こうを捜す女を警けい戒かいしたのか、成湯の行方を教えてくれる者はなかなかいなかった。それでも化蛇は歩き続けた。

「商の領主、殷の成湯殿どのならば、夏か台だいに囚とらわれている」

　ようやく、何十軒目かに訪おとずれた貴族の館でそう教えられた。その貴族は、成湯をよく知っているらしく、暴政を敷しく桀王を憎み、処刑の決まった成湯に同情していた。

「成湯殿が王であれば、国はよくなるであろうに」

　彼はそう言っていた。



　夏台は、黄こう砂さが降り積もった丘おかだった。丘の中腹を掘ほって造られた窰よう洞どうがあり、その前には、祭さい壇だんが築かれていた。成湯を処刑し、共工に捧ささげるために設けられたのだろうか。炎招戈はその祭壇の上に置かれていた。化か蛇だの接近を感知して、淡あわく明めい滅めつしている。成湯を捕とらえたものの、成湯以外の者には炎招戈は持てないため、そこへ置かせたのだろう。

　祭壇の周囲にも窰洞の出入り口の前にも大勢の兵が見張りを務めていた。物もの陰かげから気配をうかがう。その兵たちはみな人間だ。

　成湯の気配は、窰洞の奥にあった。

　化蛇は被っていた紗うすぎぬの布を取ると、タッと地を蹴った。振ふり向いた兵たちが唖あ然ぜんと目を丸くする。化蛇は兵の中に、一気に飛び込んだ。

　人ひと形がたで戦うのは初めてだったが、敏びん捷しようさと膂力において、所しよ詮せん人間は化蛇の敵ではなかった。

　兵を殴なぐり倒たおし、あるいは腕うでをつかんで投げ飛ばし、化蛇は窰洞の中へと進む。

（成湯──！）

　追いすがる兵に肘ひじ鉄てつをくらわし、化蛇は夢中で彼の気配に向かって走った。成湯がいると思われる部屋の前にも見張りがいたが、化蛇はその兵ごと戸を蹴り倒した。

　成湯はいた。粗そ末まつな麻あさの衣ころもをまとい、手て枷かせをはめられ、目をまん丸に見開いてこちらを見ている。

『生きていたか──』

　荒あらい息をつき、化蛇は掠かすれた声で言った。

「化蛇……。お前、その姿は……？」

『我に訊きくな。自分でも気づかぬうちにこうなっていたのだ』

「想像していた通りだ……」

　化蛇が成湯の手枷を叩たたき割る間も、成湯の目は丸いままだった。

『兵たちもみなそのように目を丸くした。女が戦装しよう束ぞくだからなのか、髪かみが銀色だからなのか知らぬが、そのように驚かれると困る』

「……お前が美しいからだ」

『今度それを言ったら、黄河の底に引きずり込んでやる』

　化蛇はフンと鼻を鳴らし、

『炎招戈が表の祭壇にあったぞ。得物を持っているにもかかわらず、おめおめ捕らえられたのか？』

　近づいてくる甲かつ冑ちゆう兵の足音を聞き、化蛇は昏こん倒とうしている兵の腰こしから剣けんを抜ぬくと、成湯に投げ渡した。

「あれで人を斬きってはいけないような気がして……。伊尹を人ひと質じちに取られたし」

　剣の柄つかを受け取ったはいいが、成湯はまだ呆ぼう然ぜんとしている。

『信じられぬ阿あ呆ほうだな。まあいい、行くぞ』

　やって来た兵の顔面に蹴けりを入れると、化蛇は成湯の手を取った。その手を握にぎり返し、成湯はようやく真顔に戻った。

「ああ、行こう。そして禹の望みを叶かなえよう」

　凜り々りしく精せい悍かんな王の顔だった。





「今、桀を討うつのは反乱ではない。天が私に命じたのだ」

　殷に戻った成湯のもとに、多くの諸侯が集まった。彼らの前で、成湯は桀の討とう伐ばつを宣言した。

　戦いくさが始まった。

　成湯と諸侯の連合軍が王都に攻せめ入ると、夏軍兵に変化していた共工配下の妖あやかしが本ほん性しようを現した。崑崙から九天玄女や鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちよう、駮はくなどの神や妖が使わされ、神と妖と人とが入り交じった凄すさまじい戦いとなった。

「桀を捜さがせ!!　共工を王都で顕けん現げんさせてはならん！」

　成湯の号令が燃える王城に響ひびき渡わたる。彼は剣を振るいながら、城の奥へ向かい、化蛇は女武将として成湯の背後を護まもった。

　城内も城下も火の海だった。火神祝融が、共工配下の水すい妖ようを牽けん制せいするために炎ほのおを降らせたのである。

『待て、成湯。この先に桀や末喜の気配はない』

　炎をかいくぐるようにして進む成湯の背に、化蛇は声をかけた。

「わかっている」

　成湯が向かったのは宗そう廟びようだった。焼け落ちてくる柱を避よけながら戸を開けると、そこには、九つの古い鼎かなえが捨て置かれていた。

『九鼎……』

　四百年前、禹が夏王朝を開いた時、九州から集めた青銅で鋳ちゆう造ぞうしたものだ。

　懐なつかしい品の前にひざまずく化蛇の肩かたに、背後に立った成湯がそっと手を置いた。

「禹王が建てた夏は、俺が滅ほろぼしてしまったが、彼の遺志は俺が継ついでやる」

『馬ば鹿か者……。そんなことを我に告げるために時を費ついやして、共工を逃のがしたら何とする』

　化蛇は肩に置かれた成湯の手を握った。

　燃え盛る王城を出ると、化蛇は本性を現し、成湯を背に乗せて祝融の後を飛んだ。

　火神の炎が水妖たちの力を弱め、化蛇の雨が民たみを護った。

　桀が王都を逃れて南なん巣そうへ落ちたと知ると、成湯は追つい撃げきを命じた。

　南巣は長江水系の川や湖が数多く存在する平原だった。桀はそこで陣じんを立て直し、共工の本性を現すと猛もう反はん撃げきに出た。

　激しい攻こう防ぼう戦せんは数ヶ月に及および、長江は血で染まり、平原は骸むくろで埋うめ尽つくされた。

　しかし結局、成湯は共工を討てなかった。

　彼は炎えん招しよう戈かの炎を喚んで共工に浴びせたが、配下の妖が共工をかばい、化蛇が炎を消してみれば、残っていたのは桀の白い骨だけで、共工の気配は失うせていた。末喜の行ゆく方えもわからなかった。

「済まない……」

　くすぶる桀の骨を見下ろし、成湯は疲つかれ果てた様子で呟つぶやいた。

『我に何を謝る必要がある。共工は深手を負った。しばらくは出て来られまい。国を立て直すには十分ではないか』

　成湯の傍かたわらに立ち、化蛇は言った。

「俺は、天の神々と共工とが和解して、天界も地上も平和になればいいと思っていた。なのに、逃にがしてしまった。これでは、お前の戦いは終わらない」

　化蛇族の孤こ立りつを知っていたのかと、化蛇は瞠どう目もくした。化蛇が鳴めい蛇だを裏切って禹に従ったことも──。

『気にするな。我が選んだ道だ。何千年も続いている神々の覇は権けん争いが、そう簡単に終わるとは思っておらぬ』

　化蛇は薄うすく笑った。

『だが、お前が自身の手で望みを叶えたいというのなら、手を貸してやる』

　化蛇は成湯の手を取り、炎招戈を掲かかげさせる。

　お前のそばにいられるのなら、それで十分だ──と、そう思った。

「炎招戈に誓ちかってくれると──？」

　成湯は目を見開いた。

『不服か？』

「いや、不服だなんてとんでもない」

　丸い目のまま、成湯はブンブンと頭かぶりを振った。

　化蛇は成湯の前にひざまずく。

『炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝、そしてかつての使い手であった禹に誓う。時と間きによって別たれるまで、我は成湯とともに在り、変わらぬ忠誠を尽くすと』

　永遠の──、とは言わなかった。いつかは、別れなければならない日が来ることがわかっていたからだ。

　それでも成湯は、嬉うれしそうな、と言うより、この上なく幸せそうな笑えみを浮うかべた。

　穏おだやかな優やさしい陽の気が溢あふれ出た。

　彼は化蛇を立たせて炎招戈を持たせると、その上から大きな手で包み込む。

「俺も誓おう。今度こそ、天界の戦を終わらせ、禹王の望んだ世界を化蛇と二人で築き上げると──」





　しかし、成湯は命ある間に、誓いを果たすことができなかった。

　それは、温暖な当時の王都亳はくに、珍めずらしく雪が舞まった日のことだった。

「とうとう、共工は現れなかったな」

　久しく床とこについていた成湯は、力ない声で言った。

　南巣での戦の後、諸しよ侯こうの推挙により王に即そく位いした成湯は、すでに禹と並ならび称しようされる名君として名を馳はせていた。成湯は居城を殷から黄河南岸の亳に移していたが、遷せん都との後も、彼が諸侯に殷の湯王と呼ばれたために、殷が国の名として使われるようになった頃ころのことである。

『人の分際で、神々の世界に手を出そうなどというのがそもそも間ま違ちがっておるのだ。気にするな。黄帝もそこまでは期待してはおらぬ』

　すっかり細くなった彼の指を握り、化か蛇だは笑った。

「禹王が、お前に人の姿を求めなかった理由が今はわかる。人の命は短く、永遠に等しい寿じゆ命みようを持つお前を残していずれは逝ゆかなくてはならない。だから禹王はあえてお前との距きよ離りを置いたのだろう」

『さてな──』

　禹と自分とは、主あるじと臣だったと化蛇は思い起こす。頼たよりにしていたし、好いてもいたが、成湯ほど近しくはならなかった。それが、禹の思いやりだったのかもしれない。

「あの日も雪だったな……」

　成湯は虚こ空くうを見つめる。

　彼が見ているのは、青州、河口近くの河岸だろう。化蛇と成湯が初めて会った雪の河原だ。

「済まない。あの雪の夕暮れ、白銀の化蛇を見て、俺は一ひと目め惚ぼれしたんだ。妖がどうやって人の姿を得るのか知りもせず、お前の人ひと形がたは女だと、勝手に思い込んでしまった」

『笑わせてくれる。角のある大だい蛇じやを見て、何が一目惚れだ』

「本当は、お前の名も考えていたのだ。化蛇という種族の名ではなく、お前だけの名を……。だが、先に逝く身では、お前を縛しばれぬと……」

　成湯の視線が化蛇に戻もどった。

「お前と同じ世界に生まれ、同じ時と間きを生きたかった……」

　潤うるんだその目が、もう何も見えていないことが化蛇にはわかった。

「魂たましいが還かえったら、俺はまた、黄河を旅して必ずお前に会いに行く」

『全然別の顔に生まれ変わったら、我にはわからぬぞ』

　せり上がってくる熱い塊かたまりを呑のみ込み、あえて化蛇は軽く笑う。

「心配するな……。何百年経たとうと、俺の魂はお前を忘れない。だから待っていろ……」

『教えてくれ、我の名はなんというのだ？』

　本当は死ぬなと言いたかった。けれどそれを言えば成湯を責めることになる。だから、せめて自分が成湯に仕えていたという証あかしだけでも、胸に刻んでおきたかった。

「……お前を、俺がつけた名で呼んでもいいのか……？」

『当たり前だ』

　掠かすれた声で化蛇が言うと、成湯は微笑ほほえんだ。炎招戈に誓った時と同じ、幸せそうな笑みだった。

「……お前の名は……」

　深い吐と息いきとともに唇くちびるが微かすかに動いた。

『成湯、聞こえぬ。もう一度言ってくれ──』

　化蛇は彼の手をさらに強く握にぎる。

　しかし成湯の息はそこで止まり、やがて彼はゆっくりと目を閉じた。

『我の名は……何というのだ……？』

　呼びかけてみたが、もう、成湯は応じてくれなかった。

　冷えていく彼の指を、化蛇はいつまでも握っていた。

　いつかこの日が来ることは覚かく悟ごしていた。覚悟の上で、ともに在ることを炎招戈に誓った。

　けれど──。

「化蛇……」

　背後で、伊尹が声をかけた。

『来るな──!!』

　顔を見られたくなかった。

（勝手に押しかけてきて、天界と共工との和解などと、だいそれた夢を持って、それも果たせずに──）

『だから、人間などに仕えたくなかったのだ──！』

　化蛇は城を飛び出した。



　　　　



『汪李、どうしたのだ？　鳴蛇は振ふり切ったぞ』

　よほど無む茶ちやな飛び方をしていたのだろう、煒白は心配げだった。

『大だい丈じよう夫ぶだ。晄は無事に着いている』

　煒白の視線の先には、雄ゆう大だいな台状の山がそびえていた。

（晄は、崑崙に行ったのか……）

　それでもまだ、汪李の不安は消えなかった。神々の住む天てん墉よう城じよう東門の前に降りると、門を護まもる開かい明めい獣じゆうへの挨あい拶さつもそこそこに、汪李は人形に変へん化げして玉石が敷しき詰つめられた城内を走る。

　晄は、西王母が住まう瓊けい華か堂どうの内ない苑えんで炎えん招しよう戈かを囲み、黄帝と祝融と何か話していた。

『晄！』

「汪李？　煒白も、どうして──」

　晄は怪け訝げんそうに目を瞬またたかせる。

　汪李は晄に駆かけ寄った。周囲の目を気にする余よ裕ゆうもなく、晄の背に腕うでを回し、きつく抱だきしめる。

　生きて、そこにいることを確かめずにはいられなかった。

『よかった……』

　晄の体温を腕に感じた途と端たん、あまりの安あん堵どに、へたりこみそうになった。

「黙だまって出かけてごめん、俺がいなくてびっくりした？」

　禹や成湯と同じく、妖あやかしや獣と心を交かわせる晄は、汪李の憔しよう悴すいぶりを見て、追ってきた理由を何となく感じ取ったようだ。

「ごめんね、大丈夫、俺はここにいるよ。汪李を置いてどこにもいかないよ」

　晄は汪李の背を撫なでて、何度もそう言った。





「軒轅が炎招戈の柄つかを作ったからって、祝融が迎むかえに来たんだ」

　晄は、炎招戈に装着された真新しい柄を見せた。

　軒轅とは黄帝の名である。炎招戈は、晄以外には作り主である黄帝にしか持てない。しかし黄帝は、天墉城から勝手に出ると西王母に叱しかられるので、晄が取りに行くしかなかったのだという。

「汪李も煒白もよく眠ねむってたし、急げば朝までには戻れるっていうから、声もかけないで出てきちゃったんだ」

　そんなことだったのかと、汪李は脱だつ力りよくした。

「この柄、優すぐれものなんだよー。今まで、力の弱い妖は炎招戈の刃やいばに触ふれただけで塵ちりになっちゃったけど、今度はちゃんと手加減できるし、伸のびたり縮んだりするんだ。ほら」

　晄が柄を握り直すと、それまで短かった柄が、にゅ～んと晄の身長と同じぐらいまで長くなった。本来、炎招戈は長なが柄えをつけて使う武器である。禹も成湯もそうやって炎招戈を振るっていた。

「刃の形も変わるんだ」

　片かた刃ばの戈ほこがぐっと伸びて、両もろ刃はの剣つるぎに変わる。

『この間、晄が崑崙へ来たとき、炎招戈を使いこなせないと悩なやんでいたからね』

　黄帝が言うには、操あやつられた人や妖の身体からだを傷つけずに、呪じゆ術じゆつだけ解くこともできるようにしたそうだ。

「共工の気だけ祓はらうとかも、できる？」

『どうだろうね。湯王は炎招戈を完かん璧ぺきに使いこなしていたけど、桀王から共工を祓えなかったから、難しいかも』

　炎招戈の使い方について話し込み始めた晄と黄帝を見やりながら、

『あの子は禹王や湯王によく似ているな』

　祝融は紅くれないの眼めを細めた。

『同じ魂が還って、炎招戈の使い手になるのだろうか』

　禹や成湯に力を貸して、共工と戦った祝融は感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやく。

（そうなのだろうか……）

　だから待っていろ──。

　成湯の声が耳の奥に蘇よみがえり、汪李の心臓がギュッと縮む。

『どうした？　まるでこの世の終わりを見たような顔をしているぞ』

　晄を連れ出した張本人は、怪訝そうだった。

『──ったく、誰だれのせいだと思っているのだ。通天河の近くなど通りおって』

　汪李は祝融を睨にらみつけたが、

『この私が鳴めい蛇だごときにやられるわけがないだろう』

　性格も性質も水すい妖ようの対極にいる火神は、からからと笑った。





『私たちを起こさないようにという、晄の気き遣づかいを無む駄だにしてはいけないと、寝ねたふりをしていたが、汪李は本当に眠っていたのか。それであんなにうろたえていたのだな』

　煒白に言われ、汪李は『悪かったな』とそっぽを向いた。

　東の空が白み始めていた。汪李は煒白とともに、天墉城を囲む黄金の城じよう壁へきの上で明けゆく空を眺ながめていた。

　晄は瓊華堂で眠っている。崑崙を発たつ間ま際ぎわになってうつらうつらし始めたので、仮か眠みんさせることにしたのだ。

『成湯を失った時のことと重なったのだ……』

　汪李はやるせない溜ため息をついた。

『禹も成湯も、地上に生きる民たみのために、そして我のために、共工を鎮しずめ天界の戦いくさを終わらせたいと望んでいた。だが、我は二人の望みを叶かなえてやれなかった』

『祝融様の言う通り、晄は禹王、湯王の生まれ変わりなのだろう。晄の望みを叶えてやればいい』

　煒白は穏おだやかな笑えみを浮うかべて、そう言った。

『生まれ変わりか……。そうなのかもしれぬ』

　成湯が死んだ日、心臓をわしづかみにされたような痛みに耐たえきれず、汪李は城を飛び出すと黄河の上空をのたうち回った。雷かみなりの音が聞こえたが、それが自分の叫さけび声だと気づかなかった。

　伊尹の召しよう喚かん呪じゆが聞こえ、気づいてみると、王都は猛もう吹ふ雪ぶきに見み舞まわれ、黄河が溢あふれかかっていた。成湯の死から三日が過ぎ、その間、召喚呪を唱え続けていた伊尹は、憔悴しきっていた。

　封ふう印いんを言い出したのは汪李の方だった。伊尹は、当時の王都亳の東にそびえる岩山へ汪李を導いた。それが蛇だ哭こく山さんだ。蛇へびの哭なく山と名づけたのは、伊尹なのかもしれない。

　三百年が過ぎ、蛇哭山へやって来たのが晄だった。封印を解いたのは晄ではないが、晄はそこに化か蛇だがいると確信していたという。

　そして、晄は、「世界で一番好きだから」と、化蛇に汪李という名をつけた。「汪李」は、成湯が一番好んでいた酒の名だ。

（約束通り、見つけてくれたと──）

　汪李はせり上がって来る熱い塊かたまりを呑のみ込んだ。

『だが、その後は……』

　人の命はあまりにも儚はかない。晄もまた、いつかは自分を置いて逝いってしまう。

　その時のことを思うと、ひどく苦しくて、汪李は顔を伏ふせた。

『私がいる』

　汪李の心の内を察したのだろうか、唐とう突とつに煒白は言った。汪李は驚おどろいて顔を上げる。星を散らした夜空のような煒白の眼が、真しん摯しに汪李を見つめていた。

『私は罪を償つぐなうために生しよう涯がいの時間ときを費ついやすと晄に誓ちかった。だから私はずっと地上にいる。晄のそば以外にいる所がない』

　操られ、何千人という民人を惨ざん殺さつしてしまった煒白は、哀かなしげな視線を東の空に移した。彼もまた、晄の死を恐おそれているのだろう。

『汪李、私がいる──』

　煒白は繰くり返した。

（独りではないか……）

　胸の内の熱い塊が、ほんの少しだけ溶とけて緩ゆるんだような気がした。

　雲海から太陽が顔を出した。茜あかね色いろの空が、一気に白く輝かがやく。

『晄の望みを叶えてやろう。そして、晄が天てん寿じゆを全まつとうした後は、二人で晄の墓はか守もりを務めよう』

　雲を透すかして遥はるかな人間界を眺めながら、煒白は言った。



『お前の慰なぐさめなど要いらぬが、……お前が寂さびしいのなら一いつ緒しよにいてやる』

　汪李はフンと鼻を鳴らして、小さくうなずいた。



    

  
    
      





　化か蛇だは多くを望まない。

　眠ねむる場所と、おのれを温める陽の気があれば、それで十分だった。

　化蛇族は、何ものにも傷つけられない強きよう靭じんな鱗うろこと、空を翔かける妖あやかしの中では最速の翼つばさを持つ。その王が喚よぶ風雨と雷らい霆ていは、神々をも凌しのぐ威い力りよくがあった。

　化蛇族の王は水すい妖よう最強と言われ、畏い怖ふあるいは羨せん望ぼうの的となり、その力を欲ほつするものは多かったが、化蛇自身はおのれの力にまったく価値を感じていなかった。

　対ついの存在である鳴めい蛇だとともに、穏おだやかに時と間きを過ごす──、それだけで、化蛇のささやかな望みはすべて満たされた。



　その年の夏、化蛇が雨を喚んだことに深い意味はなかった。

　乾かわいた──。

　そう思ったから彼は雨を降らせた。

　化蛇が雨を降らせなくても、他ほかの水妖か水神が雨を降らせただろうし、誰だれも雨を降らさずとも、自然の理ことわりが陰いん陽ようの均きん衡こうを取り戻もどそうとして、いずれ雨が降っただろう。

　ただ、たまたまその時は化蛇が雨を降らせた。それだけのことだったのだ。

『なまけもののお前が、自ら雨を降らすとは珍めずらしいな』

　増水した川の中、傍かたわらで寝ねそべっていた鳴蛇は、そう言って笑った。

　化蛇は、叩たたきつけるような雨を三日三晩降らせ続けた。彼にとっては大した労ではなかったし、乾いた大気と土地を潤うるおすにはそのくらいの量の雨が必要だった。

　下流の河か川せんは溢あふれたかもしれない。けれど、山が崩くずれて森が泥でい土どに埋うまったとしても、百年も経たたぬうちに新たな森ができ、棲すみ処かを離はなれた獣けものや妖も戻って来る。

　永えい劫ごうに近い時を生きる化蛇族や鳴蛇族にとって、百年は刹せつ那なに等しく、地上世界の一点が泥どろに埋まったところで森しん羅ら万ばん象しようの理に影えい響きようを及およぼすはずもない。

　化蛇にとっても他の多くの生きものにとっても、黄こう河がの氾はん濫らんは些さ細さいなことだったのだ。

　その時には、この雨が、化蛇に炎えん招しよう戈かの使い手に従う定めを負わせることになるとは、化蛇も、炎招戈の作り主である黄こう帝てい自身も思わなかった。



　化蛇族の王、汪おう李りが単に化蛇と呼ばれ、鳴蛇族の王である士し烈れつもまた鳴蛇と呼ばれていた、大昔の物語である。

　　　　一




『化蛇、紅こう葉ようを見に行かないか？』

　黄河の河か床しようでまどろんでいた化蛇は、鳴蛇に揺ゆり動かされ、渋しぶ々しぶ目を開けた。このまま寝たふりをしようかと思ったのだが、どのみち叩き起こされる。

　化蛇と鳴蛇の祖先は、同じひと滴しずくの水から生じたという。大地に落ちた水から、白銀の鱗と一対の翼を持つ化蛇が、そして、大気に溶とけた水蒸気から、青緑色の鱗と二対の翼を持つ鳴蛇が成った。そのためか、同じひと粒つぶをもととしながら、化蛇は陰に、鳴蛇は陽に属した。

　陰陽の気が、調和しながら巡めぐるこの世にあって、両者は互たがいに必要な存在だった。

　従って、常に行動をともにする。そして大たい抵ていの場合、何事にも消極的な化蛇は、何事にも積極的な相棒に、無む理り矢や理り引っ張り回されるのだった。

『巫ふ山ざんの楓かえでが色づいたそうだ。さあ起きろ。あまり寝てばかりいると、鱗にコケが生えるぞ』

　鳴蛇の声は嬉き々きとしていた。

『…………面めん倒どうくさい』

　と、ぼやきながら、それでも化蛇は河床の泥の中からゆるゆると身を起こす。逆らうのも面倒だったからだ。化蛇の周囲で眠っていた十数匹ひきの小さな眷けん族ぞく──小化蛇が、王の起こした水流にあおられて、泥と一いつ緒しよに舞まい上がる。

　鳴蛇族は、王も他のものも同じ大きさだが、化蛇族は王以外はみな小さい。成長するのも面倒なのだろうと、化蛇は勝手に思っている。自分がそうだったからだ。

　鳴蛇族がみな同じ大きさなのは、誰もが次代の王になる意い欲よくがあるからなのだろう。それに引き替かえ、化蛇族は、王などというかったるい役目は誰も引き受けたがらない。それで神が意思を働かせたのか、それとも種の保存の本能がもたらしたものか、一番力の強いものが鳴蛇族とつり合うように巨きよ大だい化して、否いや応おうなしに王の座に据すえられる。

（なぜ、我がこのような目に遭あわねばならぬのか……）

　と、化蛇は常におのれの不運を嘆なげいていた。

『ついでに黄河の河口も見て来よう。先日、お前が降らせた雨で、もしかしたら河道が変わっているかもしれない』

『ついで？』

　ここは嵩すう山ざんのふもと──黄河中流域だ。巫山は長ちよう江こう上流だというのに、なぜついでに河口なのだ。方角がまったく違ちがうであろう、という反論を、化蛇は呑のみ込んだ。言ったところで、鳴蛇は行くと決めたら絶対に行くし、言い争いをするのも面倒だった。

『先に河口へ行こう。黄河が睢すい水すいを呑み込んで、長江とつながっているかもしれない』

　ザッと、青緑色の二対の翼を羽ばたかせ、鳴蛇は水を掻かいた。

（やれやれ）

　彼の後ろについて化蛇も水を掻く。さらにその後ろを、十数匹の両者の眷族が従った。

　小化蛇たちは、鳴蛇族の背や首に留まり、うつらうつら居い眠ねむりを始めた。鳴蛇族は追い払はらいもせず、黙だまって運んでやっていた。明朗闊かつ達たつな鳴蛇族にとって、怠たい惰だで小さな小化蛇は庇ひ護ごの対象なのだ。

『河口付近も紅葉が始まっているだろうか』

　何がそんなに楽しいのかわからないが、鳴蛇はいつも楽しそうだ。

　濁だく流りゆうに乗って、化蛇は鳴蛇とともに黄河を下る。

　ふと、化蛇は鋭するどい視線を感じて、黄こ金がね色いろの眼めをそちらに向けた。

　視線の主は、人間の子どもだった。その子どもは、南岸の堤つつみの上に一人で立っていた。髪かみや衣ころもには、乾いた泥がこびりついている。陰陽両方の気をまとっているが、若じやつ干かん、陽の気が勝っているところをみると男であるらしい。

　妖である化蛇は、水中にあっても岸の様子が見えるが、五感の鈍にぶい人間に、黄土で濁にごった水の中を泳ぐ自分たちの姿をとらえることはできないはずだ。

　しかし、その子どもは明らかにこちらを目で追っている。怒いかりと憎にくしみに満ちた目だった。

『威い勢せいのいいやつだな』

　鳴蛇も彼の視線に気づいたのか、笑いを含ふくんだ声でそう言って、南に顔を向けた。

　風雨と雷を操あやつる化蛇族や、灼しやく熱ねつの呼気を持つ鳴蛇族は、人間から忌いみ嫌きらわれている。しかし、大抵の場合、化蛇や鳴蛇の姿を目にしただけで、おののいて逃にげ出し、あの子どものように怒りや憎しみを直接ぶつけてくる者は今までいなかった。

　因ちなみに獣や妖は、化蛇族や鳴蛇族に大した興味を持たない。鱗が硬かたいために捕ほ食しよくの対象にはならず、化蛇族も鳴蛇族も水の気を糧かてとしているため、他の生きものを襲おそうことがないからだ。

（妙みような人間だ）

　初めて向けられた激しい感情に戸と惑まどいを覚え、化蛇は、小さくなっていく少年の姿をしばらく見つめていた。





『美しいな』

　化蛇は、長江の清流から巫山を眺ながめる。

　灰色の、切り立った壁かべのような峰みねが青い空を突つき、広々としたふもとには、白い霧きりが漂ただよっていた。緩ゆるやかに流れる霧の間に、鮮あざやかに色づいた楓の林が見え隠かくれしている。

　巫山を訪おとずれるのは久しぶりだった。以前は、毎年のように鳴蛇と二人で紅葉を見に来ていたのだが、戦いくさで巫山の楓も枯かれ、久しく紅葉を愛めでる機会がなかったのである。

　戦というのは、女じよ媧かと共きよう工こうの戦だ。女媧がおのれのつくった人間を庇護したため、森羅万象の理を重んじる共工が、女媧から天地の支配権を奪うばおうとして反乱を起こしたのである。

　ひどい戦だった。共工と崑こん崙ろんの火神祝しゆく融ゆうが戦い、地上は炎と洪こう水ずいとで侵おかされた。天を支える不ふ周しゆう山ざんが折れ、天が割れて大地が傾かたむいた。

　鳴蛇は共工の招集に応じて戦に赴おもむいたが、争いごとが嫌いだった化蛇は、眷族とともに、黄河上流の名もない支流でその有り様を傍ぼう観かんしていた。

　女媧が人間の存続にこだわる理由もわからないし、共工がそこまでして盤ばん古こ神以来の地上を取り戻そうとする気持ちも化蛇には理解できなかった。

（このまま平へい穏おんであればいい）

　時が大地を癒いやし、巫山の楓が以前の姿を取り戻したことを知り、化蛇は安らいだ。

『来てよかっただろう？』

　水の中から、その白と深しん紅くの色模様を眺めながら、鳴めい蛇だは満足そうに言った。

『遠かったがな』

　鳴蛇の横に並び、化か蛇だは軽く首をすくめた。

　嵩山近くの棲み処を出てから四日が経っていた。あれから鳴蛇は黄河を下り、支流をつぶさに見て回った。化蛇が降らせた雨のために、あちこちに川や湖が新しくできていたからである。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなのは、陽の属性なのだろう。うろうろと回り道をしながら河口まで行き、湖伝いに睢水、淮わい水すいを経由して長江に入り、長江を遡さかのぼってようやく巫山へ辿たどり着いたのである。

『空を行けば、地形の変化も一いち目もく瞭りよう然ぜんであったろうに。巫山までも一日で来られたはずだ』

　憮ぶ然ぜんと呟つぶやくと、

『お前と一緒に飛びたくない』

　鳴蛇は横目で化蛇を睨にらんだ。

『我の方が速いからか？　競きそうつもりはないと、いつも言っているだろうに』

『それでも嫌いやだ』

　負けず嫌ぎらいなのも陽の属性なのだろう。

『お前は私の後ろをついて来ればいい』

　鳴蛇は半ば命令口調でそう言い、化蛇の上に寝ねそべった。

『重い、どけ』

　化蛇は身をよじったが、鳴蛇は動かない。

『疲つかれた、眠ねむい』

『回り道などするからだ。暑いなら小化蛇を貸してやるから向こうで寝ろ』

　四日もかけて巫山まで来たのに、早々に寝るのはもったいない。

『小化蛇では足りない。私を冷やせるのはお前だけだ』

　鳴蛇は、化蛇の首に頭を載のせて丸くなった。間もなく寝息を立て始める。

『しょうのない』

　化蛇は諦あきらめて目を閉じた。鳴蛇の陽の気は、温かく心ここ地ちよかった。





　その年の冬はそのまま長江で過ごし、黄河の古巣へ戻もどったのは梨なしの花の季節だった。長江流域の花が散ったのを惜おしみ、鳴蛇が『黄河にはまだ花が残っているかもしれない』と、言い出したのである。

　再び下流へ向かい、湖や川がどうなったのか確かめながら黄河へ渡わたる。昨年の秋は、化蛇が降らせた雨が湖をつないでいたが、その水もすっかり引いてしまったので、鳴蛇は湖から湖まで、仕方なく空を飛んだ。

　泰たい山ざんの西を回って黄河に降り、両岸の春の景色を眺めながら遡る。春はる霞がすみにけぶる岸辺には、松林の濃こい緑を背景に、柳やなぎの淡あわい緑や、梨や李すももの白い花が彩いろどりを添そえていた。

『あの子どもがいるぞ』

　鳴蛇がそう言って南岸に視線を巡めぐらせたのは、前方に嵩山の山やま影かげが見えてきた時だった。

　少年はじっと黄河に目を注いでいた。昨年の秋に見た時には、泥どろをこびりつかせた見すぼらしい格好だったが、今は髪を結ゆい上げ、整った身なりをしている。人間の身分には詳くわしくないが、身に着けている衣を見る限り、支配階級に属しているらしい。

　手には、長い棒の先に金属製の刃やいばをくくりつけた武器を持っている。

『戈ほこを持っている。魚を獲とるのではなさそうだな』

　好奇心旺盛な鳴蛇は、化蛇よりも人間について詳しい。

　やがて、少年が鋭い視線をこちらに寄こした。

「化蛇！」

　少年が叫さけんだ。

『……もしや、我のことか？』

　化蛇は目を瞬またたいた。人間に呼ばれたのは初めてだ。相当な距きよ離りがある上、こちらは濁った黄河の水中を泳いでいるので、少年からは見えないはずだが、彼は紛まごうことなく化蛇を見み据すえている。

　少年は、戈を振ふり上げて何か喚わめき散らした。ひどく怒おこっているらしいが、何を言っているのかわからない。

『こちらへ来て勝負しろ、と言っている』

　鳴蛇がクスクスと笑った。

『お前は人間の言葉がわかるのか？』

『少しな。先の戦で、あの子どもと同じ言葉を喋しやべる部族と関かかわった』

　先の戦とは、水神共工と女媧の戦だ。

『それで、あの子どもはなぜ我と戦いたがるのだ？』

　人間は空も飛べず、水中で呼吸もできないという。はなから勝負にならないとわからないのは、幼いゆえか。

『お前が降らせた雨で、洪水が起きたと、そのようなことを言っている』

『畑が流されたか、人間が死んだか……』

　意い趣しゆ返がえしのつもりなのだろうか。

『雨が降れば川が溢あふれるのは当たり前だ。逃げ遅おくれて溺おぼれ死ぬなど、人間は鈍すぎる。そもそも大地を耕して食しよく糧りようを得ようなどと考える方が愚おろかなのだ』

　鳴蛇は軽い口調で言った。

　鳥も獣けものも妖あやかしも、洪水の危険を察知すれば、すぐに安全な場所へ移動する。雛ひなや幼いもの、手負いのものなど、逃げ切れないものもいるが、それも自然の摂せつ理りだ。弱いものは淘とう汰たされ、生き延びた種が繁はん栄えいする。

　そういうものだと思っているが、怒いかりや憎にくしみなどのささくれだった感情をぶつけられるのは何となく辛つらい。

　遡るにつれ、少年の姿が近くなる。彼は化蛇に目を据すえたまま、喚き続けている。

『どうする？　少しかまってやるか？』

　鳴蛇は興きよう味み津しん々しんといった様子だった。

『いや、面めん倒どうくさい』

　化蛇たちはそのまま泳ぎ続け、少年を通り過ぎた。すると、彼は化蛇を追って堤つつみを走り出した。こちらは奔ほん流りゆうに逆らっているとはいえ、人間の足で追いつく速度ではない。それでも少年は走り続けた。彼は、足をもつれさせて何度か転んだが、諦める様子はなかった。手足にすり傷を作り、それでも必死の形相で追ってくる彼の姿を見て、化蛇は雨を降らせたことをほんの少し後こう悔かいした。





　その少年が、化蛇の前に再び姿を現したのは、それから数日後のことだった。

　嵩山のふもと、黄河支流の棲すみ処かでまどろんでいた時のことである。

　藪やぶをかき分けて、近づいてくる子どもの気配には少し前から気づいていたが、場所を移動するのも面倒だったし、鳴蛇がわくわくした様子で少年の接近を待っているので、つき合ってやることにしたのだ。

「化蛇！」

　少年が岸辺に立った。付近には無数の鳴蛇と化蛇の眷けん族ぞくがたむろしていたが、彼はあの目で化蛇だけを睨みつけた。嵩山の中腹が源であるこの川は、黄河とは異なり水が濁にごっていない。こちらの姿は丸見えだ。

　それにしても、よくこの場所がわかったと思う。人間は五感が鈍にぶいと聞くが、この少年には特別な能力が備わっているのだろうか。

　見れば、雅みやびな衣い裳しようは破れてぼろぼろになり、手足は傷だらけだった。

（あのままずっと追ってきたのか）

　少しばかり憐あわれに思った。

『化蛇、お前に一いつ騎き打うちを申し込んでいるぞ』

　喚く少年の言葉を、鳴蛇が訳した。

「お前のせいで母が死んだ！　母だけではない！　大勢の民たみが命を落とした。許さない！」

　おおよそ、そのようなことを言っているらしい。

（殺すつもりではなかったのだがな）

　化蛇は川底から身を起こし、水面に顔を出すと少年を見据えた。大たい抵ていの人間は、化蛇や鳴蛇を見ただけで逃にげ出すのだが、彼は怯ひるむどころか戈を握にぎり直して、川に足を踏ふみ出した。川岸にいた眷族が、少年のために場所を空ける。

　化蛇は少年の足が立つ場所まで近づいてやった。彼は水底を蹴けり、裂れつ帛ぱくの気合いとともに斜しやに構えた戈を化蛇の首に打ち込んだ。

　キンと、金属を打ち鳴らすような音を発して刃がはね返る。

　少年は目を剥むいた。化か蛇だの鱗うろこがどれほど頑がん丈じようか知らなかったのだろう。これまで化蛇に刃を向けた人間はいないので、無理もないが。

　しかし、彼はめげずに何度も打ち込んできた。化蛇にとっては軽く触ふれられた程度の感かん触しよくしかない。非力な子どものことだから、戈は刃こぼれもしなかった。

　少年はとうとう力ちから尽つき、バシャンと川底に尻しり餅もちをついた。

『気が済んだか？』

　化蛇の問いを、鳴めい蛇だが訳して少年に伝える。ついでに、化蛇の鱗は金属の刃では断たてないし、どのような妖や獣の牙きばでも噛かみ砕くだくことはできないことを話してもらう。

「畜ちく生しよう──！」

　少年は激しい口調で言った。意味はよくわからないが、罵ののしっているらしい。

『行け。それとも我が雷いかずちに打たれて死ぬか？』

　脅おどして追い返すつもりだった。これ以上少年を見ているのが嫌いやだった。

　鳴蛇がそれを訳し、『私の吐と息いき一つで焼き殺すこともできるのだぞ』とでもつけ加えたらしく、少年に向かって軽く息を吹ふきかける。

　少年は、顔の前に腕うでをかざして熱い呼気を避さけ、何か喚くとザッと立ち上がった。

『お前を滅ほろぼす武器を作り、この手で成敗してやる。自分は、少しよう典てん国こく君主の次子、性は公こう孫そん、名は軒けん轅えん。姫き水すいのほとりに住んでいる。憶おぼえておけ、──だそうだ』

　鳴蛇は可お笑かしそうだった。

　少年は化蛇に背を向け、肩かたを怒らせてバシャバシャと岸に向かって歩き出した。

『面おも白しろい子だ。また来るかな』

　少年の後ろ姿を目で追いながら、鳴蛇はクスクス笑う。

『お前は、人間嫌ぎらいの共工に賛同して戦いくさに行ったのではなかったのか？』

　化蛇は横目で鳴蛇を睨にらんだ。

『共工も私も人間が憎いわけではない。放ほうっておけばいずれ滅ぶ弱い生きものだ。共工が挙兵したのは、自然の理ことわりに反して女媧が人間を庇ひ護ごしたからだ』

　鳴蛇は化蛇に視線を移し、しれっと言う。

『他人ひと事ごとだと思って──。仇かたきだと恨うらまれる身にもなってみろ』

『人間は自然の理から外れている。洪こう水ずいや旱ひでりを恨む方が間ま違ちがっているのだ。安心しろ、やつが化蛇の鱗を斬きる武器を作ってやって来たら、私が殺してやる』

『止やめてくれ。我らを恨むものが増えるだけだ。女媧に罰ばつせられるのもまっぴらだ。我は、誰だれにも気に留められず、日ひ陰かげでひっそりとしていたい』

　化蛇はトプンと水中に身を沈しずめ、川底に横たわった。遠のいていく少年の足音に耳を澄すます。

（母を亡なくしたか）

　化蛇族も鳴蛇族も群れで子育てをするため、母子の情というのは今一つわからないが、おそらく自分が眷族や鳴蛇に対して抱いだく感情と似たようなものだろう。

　忌いみ嫌きらわれ、恐おそれられることには慣れていたが、あのように幼い子を悲しませてしまったと思うと、腹の底に澱おりでも凝こごっているように重かった。

　さわさわと午後の風が梢こずえを鳴らした。少年の気配が消え、それまで遠巻きに見守っていた小化蛇たちは王の側そばの川底へ身を横たえ、鳴蛇の眷族はその辺りを泳ぎ回る。

『もしもお前が殺されたら、私は仇を討うつぞ』

　ふと、鳴蛇が呟つぶやいた。彼は水に潜もぐり、化蛇の首の上に頭を載のせた。

『化蛇、私が誰かに殺されたら、お前は仇を討ってくれるか？』

『そのような面倒なことはしたくない』

『冷たいな』

　鳴蛇がのしかかり、全体重をかけてきた。重い。

『灼しやく熱ねつの呼気を持つ鳴蛇の王を殺せるものなどおらぬだろう』

　化蛇は憮ぶ然ぜんと答えた。片割れを失うなど、考えたくもなかった。





　幾いく度どか季節が巡めぐった。化蛇と鳴蛇は、夏は黄河で、冬は長江で過ごした。黄河の棲み処はいつも嵩山のふもとの川だったが、あの少年がやって来ることはなかった。

（水すい妖ようを相手に仇討ちは無理だとわかったのか、母の死から立ち直ったのか）

　化蛇は、春と秋、梨なしの花や色づいた楓かえでを見る度たび、少年の鋭するどい視線を思い出した。

『軒轅とかいうあの子ども、地上の王になったぞ。黄帝というそうだ』

　ある年の夏、共工に呼ばれて黄河の棲み処を出ていた鳴蛇が、戻もどって来るなりそう言った。

『地上の王──』

　さすがに驚おどろいた。特とく殊しゆな力を備えていたし、あの気き概がいは並ではないと思ったが、それにしても──。

『神が人間に地上の支配を譲ゆずるとは……、共工は穏おだやかではいられぬだろうな』

　共工は、つくられた生きものである人間が女媧の庇護を受けて地上を横行していることを厭いとっている。太古、共工が挙兵したのはそれが理由だ。

　それを知っていて、なぜ天界の神々は、人間を地上の王に据えるのか。わざわざ共工の神経を逆さか撫なですることもあるまいに。

『うむ。共工は蚩し尤ゆうに派兵を命じた。戦が始まる』

『蚩尤を……』

　蚩尤とは数々の武器を発明した戦神の一族だ。地上は荒あれるだろう。

『雨う師しと風ふう伯はくも参戦するそうだ。私も戦に行かねばならない。化蛇、お前も来るか？』

　共工から化蛇族の参戦を請こわれたとのことだった。化蛇が起こす嵐あらしの凄すさまじさは、雨師や風伯、雷らい神じんの比ではない。また、鱗の強きよう靭じんさと飛ひ翔しよう速度は何ものにも勝まさる。化蛇が加われば、共工軍の兵力は数倍にはね上がる。

『……我は戦は嫌いだ』

　しかし、水妖最強と謳うたわれても、化蛇には戦せん闘とう意い欲よくがない。

『そう言うと思っていた』

　鳴蛇は軽く笑い、眷族を引き連れて黄河の棲すみ処かを飛び立った。

　化蛇は、地上のすべての河か川せんに散っている何万匹ひきもの小化蛇たちを、嵩山ふもとの棲み処に呼び寄せ、ひっそりと鳴蛇の帰りを待った。





　人間が戦神に敵かなうはずがない──と、化蛇は思っていた。だから、戦は瞬しゆん時じに片がつき、鳴蛇もすぐに戻って来ると思っていた。しかし、鳴蛇はなかなか帰って来なかった。

　鳴蛇がそばにいない日が続くと、何となく心ここ地ちが悪くなってくる。内在する陰いんの気が膨ふくれて、気が滅め入いるのだ。仕方がないので、化蛇は鳴蛇が留守の間、川底の泥どろの中に潜ってずっと眠ねむっていた。冬が来ても長江には行かず、黄河で彼を待った。

　ようやく鳴蛇が帰って来たのは、翌年の秋だった。

『済まん、遅おそくなった。まさかの展開だったのでな』

　彼は苦く笑しようした。何と戦に負けたとのことだ。

『蚩尤が人間に？　雨師や風伯、お前がいたにもかかわらず？』

　驚きを隠かくせずに問うと、

『私はずっと共工の護衛を務めていたのだ』

　鳴蛇は首をすくめた。

　彼の話によると、軒轅は、熊くまや羆ひぐま、貔ひ、貅きゆうなどの獣けものや妖あやかしを操あやつり、応おう竜りゆうや女じよ魃ばつの力を使って応戦したとのことだった。応竜は化蛇と同じく雨をもたらす妖で、女魃は旱をもたらす女め神がみである。崑崙の戦う女神、九きゆう天てん玄げん女じよも彼に味方したらしい。

『軒轅は、捕とらえた蚩尤一族を、枷かせをつけたまま胴どうと首を切り離はなし、別々に埋うめたそうだ』

　蚩尤はみな不死身だと聞く。復活を恐れるのも無理はないが、それにしても凄まじい。

（あの気き性しようだ。やるかもしれぬな）

　化蛇は、軒轅が単身で仇討ちにやって来た時の剣けん幕まくを思い出す。

『軒轅は用兵も上う手まいが、意外にも発明家だった。蚩尤は霧きりを起こして軒轅の軍を攪かく乱らんしたのだが、やつは霧の中でも南を示す、指南車とかいう道具を作ったのだ。人間の知ち恵えは侮あなどれぬ』

　鳴蛇はごろりと化蛇の上に寝ねそべった。

『以前、やつはお前を滅ぼす武器を作ると言っていただろう？　本当に作るかもしれないぞ』

　後に、軒轅は炎えん招しよう戈かを持って化蛇の前に現れるのだが、その時の化蛇は、単なる冗じよう談だんだろうと、鳴蛇の言葉を聞き流した。





　さらに時は巡り、風の便りで、軒轅は死して神になったと聞いた。

　人間の数が増え、あちこちに集落ができた。森が焼かれて畑になり、獣や妖たちの棲み処は次し第だいに狭せばまった。化か蛇だが棲んでいた川の周辺にも人間が住み着き、騒さわがれたくなかった化蛇は、鳴めい蛇だとともに黄河上流の河か套とうと呼ばれる地域に棲み処を移した。

　鳴蛇は黄土で濁にごる黄河よりも長江の清流を好んだが、温暖な長江流域は人間の数も水妖の数も多く、化蛇がそれらのものと関かかわりたくなかったからだ。また、黄土が流入する前の黄河の最上流は、水は清いが、崑崙に近く、共工に与くみする鳴蛇には居い心ごこ地ちが悪かったからである。

　人の世の王は、顓せん頊ぎよく帝、嚳こく帝へと移り、尭ぎよう帝の時代となった。その間にも共工は何度か戦を起こし、その度に鳴蛇は戦地へ赴おもむいた。共工に従う多くの水神水妖は、化蛇の参戦を願ったが、化蛇は応じず、黄河の河か床しようで鳴蛇の帰りを待った。

　戦は次第に激しさを増し、鳴蛇が留守をする期間が長くなっていった。

　化蛇は、時折小化蛇を使わして、戦せん況きようを見に行かせた。鳴蛇は優すぐれた戦士だ。彼が負傷したり戦死したりすることはあり得ないが、安否を知らずにはいられなかった。

　鳴蛇は別働隊を指揮し、長江で戦っているとのことだった。

　黄河下流域は、共工が起こした洪水で河道が幾いく筋すじにも分かれ、梁りよう山ざん辺りは沼ぬまと化しているという。

　太古、共工が最初に反乱を起こした時、ほとんどの水神水妖は共工の傘さん下かに入ったが、黄河を司つかさどる河か伯はくだけは女媧に与した。その時の戦では、河伯も前線に出て戦ったが、水神同士の戦いで地上が水みず浸びたしになってしまった。それ以来、河伯は守りに徹てつし、自らは戦わなくなっている。それをいいことに、共工はしたい放題に黄河を攻せめているらしい。

『くだらない』

　水神が水妖の棲み処を侵おかしてどうするのだ。こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい争いをして何になるのだろう。化蛇は、鳴蛇とともに眺ながめた梨や李すももの花や、色づいた楓の景色を思った。





　鳴蛇が棲み処に帰って来たのは、共工が鯀こんという人間と戦っているという報告を聞いて間もない頃ころだった。

『今は長江に陣じん営えいを置き、三さん苗びよう族と共同戦線を張っている。すぐに戦場へ戻らなければならない』

　鳴蛇は言った。

『三苗族が共工についたのか』

　三苗族とは、蚩尤の血を引く人間の部族である。黄帝が蚩尤を討った後、天界の神々は三苗族の懐かい柔じゆうを図って稲いな穂ほを送ったと聞くが、長い時の間にその効果も薄うすれてしまったらしい。

『尭帝が治めている地に、蚩尤一族のかつての領地があるのだ。三苗族はそこを取り戻したいと言っている。手を貸してやらなければなるまい』

『相変わらず義ぎ理り堅がたいな』

　鳴蛇にとって蚩尤一族は戦友だ。処しよ刑けいされた彼らの無念を晴らしてやりたいのだろう。

『しばらくは黄河に帰れない。化蛇、お前も来い』

『……我は争いごとには向かぬ』

　しばらく帰れないという言葉が、即そく答とうを躊躇ためらわせたが、結局化蛇は頭かぶりを振ふった。

『そんなことは知っている。だが、お前がそばにいないと落ち着かない。わけもなく苛いら立だって、何もかも焼き尽つくしたくなる』

　それは化蛇も同じだった。鳴蛇がいない間は、何もする気になれず、泥の中で眠ってばかりいた。

　陰いん陽ようの対ついである化蛇と鳴蛇は、ともにいることで、互たがいに欠けている部分を補っている。長く離れているのは不自然なのだ。

『化蛇、一いつ緒しよに来い』

　鳴蛇は再び言った。深い緑の眼めが射い貫ぬくように化蛇を見つめる。化蛇はその視線を静かに受け止めた。鳴蛇とともに在りたいが、それ以上に戦うことが嫌いやだった。

『我は戦いくさは嫌きらいだ』

　途と端たんに、鳴蛇から剣けん呑のんな気配が迸ほとばしった。小化蛇たちが怯おびえてサーッと引く。

『お前は、私がそばにいなくても平気なのか──！』

　彼はザッと詰つめ寄り、化蛇にのしかかった。

『ともに在らねば陰陽の均きん衡こうが崩くずれる。私の陽の気とつり合うのは、お前しかいない。お前を温められるのも、私しかいないはずだ』

　低く、荒あら々あらしい声こわ音ねだった。本気で怒おこっている。

『放せ──』

　化蛇は鳴蛇を押しのけようとしたが、逆に河床に押しつけられた。膂りよ力りよくは鳴蛇の方が勝まさる。化蛇は抵てい抗こうを諦あきらめて力を抜ぬいた。

『では、鳴蛇……。我が戦に行くなと言えば、お前はここにいてくれるか？』

　光と影かげのように、昼と夜のように、陰陽の対極にある化蛇と鳴蛇は、互いがなくてはおのれの存在も成り立たないが、同時に、真逆の性質を持つ。

　化蛇が戦を厭いとうのと同じ強さで、鳴蛇は戦に駆かり立てられる。それをわかっていて、あえて尋たずねた。

　鳴蛇は、しばらく怒いかりを滲にじませた眼まな差ざしを化蛇に注いでいたが、やがてふっと視線をそらす。

『それはできない。共工も三苗族も私を待っている』

『我も待っていたぞ。お前が帰って来るのを──』

『……そうだったな』

　ようやく化蛇を押さえる鳴蛇の力が緩ゆるんだ。けれど化蛇は鳴蛇をのけなかった。鳴蛇から怒りは消えていたが、代わりにひどく寂さびしそうだったからだ。

『早く戦を終わらせろ』

『時々は帰ってくる。来年の秋には、巫山へ紅こう葉ようを見に行こう』

　彼は、化蛇の首に頭を載のせた。化蛇を包み込むようにして丸くなる。

　これが、鳴蛇と寄り添そって眠る最後の夜になると、その時は化蛇自身も思っていなかった。

　　　　二




『巫山が燃えている──』

　化蛇は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。山やま裾すその楓かえでの林からはもうもうと煙けむりが上がっていた。

　その年、楓の季節が来ても鳴蛇は帰って来なかった。再三の要よう請せいにもかかわらず参戦していないため、小化蛇を使いに出して様子を見に行かせることもできない。そこで、化蛇は小化蛇たちを棲すみ処かに残し、単身長江へ向かった。鳴蛇から何の音おと沙さ汰たもないことが不安だった。

　深夜、目立たぬように小さな姿に変へん化げし、河套の棲み処を飛び立った。砂さ漠ばくの上空を一直線に南下し、明け方には秦しん嶺れい山さん脈みやくを越こえ、午ひるには巫山の山やま影かげが見える場所に着いた。そこで、巫山の西で長江へ降りようとして、楓の林が燃えていることに気づいたのである。周辺では、神々と妖とが入り乱れて戦っていた。

　その中には鳴蛇の姿もあった。彼は灼しやく熱ねつの呼気を巫山に向かって吹ふきつけていた。

　巫山の神、神しん女によは女媧に与している。鳴蛇たち共工軍は神女を滅ほろぼすつもりなのだろう。

　煙には、獣や妖が焼ける臭においが混じっていた。炭と化した楓の根元に、もとは何だったのかわからない死し骸がいがいくつも転がっている。腹から苦いものがこみ上げてきた。

『これでは、来年の紅葉も見られぬ』

　化蛇は旋せん回かいし、逃にげるように北へ戻もどった。共工軍の誰だれかに気づかれれば、ともに戦えと言われる。関わりたくなかった。

　渭い水すい上空まで戻ったところで、東に目を走らせた。渭水は華か山ざんのふもとで黄河と合流し、東を目指す。

　その流れに引き寄せられるように、化蛇は渭水へ降りた。渭水の流れに身を任せ、黄河へ入ったら棲み処まで水中を遡さかのぼるつもりだった。

　ひどく疲つかれていた。久しぶりに全速力で飛んだせいもあるだろうが、燃える楓の林と、焦こげた死骸を見たからかもしれない。

「化蛇？」

　まどろみ始めた化蛇の耳に、ふと、人間の子どもの声が飛び込んできた。

（軒轅──？）

　ではあるまい。彼は五百年も前の人間だし、神になったはずだ。

「ねえ、君は化蛇でしょ？」

　また声がした。人間の言葉を憶おぼえるつもりはなかったのだが、嵩山に棲んでいた時に、否いや応おうなしに人間の会話が耳に入り、いつの間にか言葉がわかるようになってしまった。

（煩わずらわしい）

　洪こう水ずいを起こす妖あやかしをなぜわざわざ呼ぶのか。ここしばらくは雨を降らせた憶えもない。放ほうっておいてもらいたい。

　化蛇はその声を無視し、だらしなく翼つばさを広げて目を閉じる。

「嘘うそ、化か蛇だ──。もしかして死んでる？」

　声の主は、ひどく慌あわてた様子で移動を始めた。追いかけているらしい。

『生きておる』

　思わず水中から顔を出した。見ると、渭水の南岸、華山のすそ野を、あの時の軒轅と同じぐらいの歳としの少年が走っている。ここからはかなりの距きよ離りがあるにもかかわらず、彼は、一尺程度の小さな姿に変化している化蛇をしっかりと見ていた。

　軒轅と同じような力を持っているらしい。そう言えば、顔かたちもどことなく軒轅に似ている。ただ、怒りと憎にくしみに満ちていた軒轅の眼差しと異なり、その少年は明るく邪じや気きのない目をしていた。

　化蛇と目が合うと、「よかったー」と、少年はにっこりと笑った。ぱあっと陽の気が迸る。

「ここのところ川が荒あれて、白はく蛇だとか何か羅ら魚ぎよとかたくさん死んでるから、心配しちゃった」

　化蛇は面めん食くらった。人間は化蛇を忌いみ嫌い恐おそれるものではないのか？　軒轅のように恨うらむのならわかるが──。

「別に、怖こわくないよ。鳴めい蛇だはちょっとおっかないけど」

　こちらが何も言っていないのにもかかわらず、彼はそう答え、化蛇はますます驚おどろいた。

「うん。俺、妖とか動物の気持ち、わかるんだ。何となくだけ──うわっ」

　走りながら喋しやべっていた少年は、河原の石につまずいてバッタリと転んだ。

「いたたた」

　起き上がった少年が、それでも走ろうとしたので、化蛇は仕方なく翼を掻かいて岸へ寄った。

　傷だらけで追いかけてきた軒轅の姿が思い浮うかんだからだ。

『このようなところを他ほかの人間に見られたらどうする。我などに構わず家へ帰れ』

　水際に上がり、化蛇は小声で言った。

「でも、せっかく伝説の水すい妖ようの王に会えたんだもの。鳴蛇はよく見かけるんだけどね」

　少年は衣ころもについた砂を払はらうと、化蛇の前にしゃがみ込んだ。

「きれいな鱗うろこだね」

　彼は、うっとりとした目で化蛇を見つめ、微笑ほほえんだ。再び陽の気が迸る。

「本当は鳴蛇と同じぐらい大きいんでしょ？　見てみたいなー」

　屈くつ託たくのない少年の笑え顔がおに、何だか癒いやされた。彼の笑みは、穏おだやかな陽の気を放つ。鳴蛇の不在で膨ふくれ上がってしまった余分な陰いんの気を相そう殺さいしてくれるらしい。

「触さわっていい？」

　少年が手を伸のばした。

　人間に触ふれられたことはないが、もう少し彼の笑顔を見ていたいと思ったので、化蛇は動かずにそこにいた。

　指先が頭頂から背のたてがみへ、ゆっくりと移動する。柔やわらかく温かい指だった。毛もなく鱗もないせいか、不思議な感かん触しよくだ。

　見上げると、少年は目を細めて嬉うれしそうに笑っている。穏やかな陽の気が降り注ぎ、ひどく心ここ地ちよかった。

「まさか、本当に会えるなんてね。お祖父じい様のお祖父様が現れて、もうすぐここを化蛇が通るって言った時は、半信半疑だったけど」

　少年は言った。

　現れた？　お祖父様のお祖父様？　いったいいくつだ？　人間の寿じゆ命みようなどせいぜい五、六十年ではないのか？

　人間の言葉を憶えたといっても、何百年も前のことなので、その間に単語の意味が変わってしまったのだろうか。

「ああ、お祖父様のお祖父様ってね──」

　彼が言いかけた時、東の方でドーン！　という轟ごう音おんが聞こえ、少年も化蛇もハッと振ふり向いた。

（堤つつみが崩くずれたか）

　渭水と黄河が合流する辺りで、戦せん闘とうの気配がした。共工が河伯を攻せめているのだ。

「父上……」

　少年は轟音が聞こえた方角を凝ぎよう視ししていた。顔は蒼そう白はくで、その唇くちびるは震ふるえている。

『父親があちらの方にいるのか？』

　戦いくさに巻き込まれたくはないが、我が身を案じてくれた礼に、父親を助けてやってもいいと、珍めずらしくそんな気になった。

「ううん。父上はもっと下流にいるんだ。ただ、父上の造った堤が、また壊こわれたって思って」

　少年は辛つらそうに顔を歪ゆがませ、首を振った。

『ならば、避ひ難なんした方がいい。ここも危ない』

「うん」

　少年はバッと立ち上がり、高台の集落へ駆かけて行った。集落からも慌ただしげに人間が出て来て、轟音がした方角を眺ながめる。

　見つかる前にと、化蛇も水中へ潜もぐった。

（不思議な子だ）

　頭頂から背にかけて、彼が触れた場所がまだ温かかった。

　人間はもちろん、神も妖も含ふくめ、鳴蛇以外に深く関かかわったものがいないので、比ひ較かくのしようもないが、あのように穏やかな優やさしい気を感じたのは初めてだった。

　下流で再び轟音がした。渭水の流れに、共工の術の気配と、それを抑おさえようとする河伯の気配が伝わってくる。

（いったい何のために戦っているのか……）

　共工の目的は、人間がつくられる以前の地上を取り戻すことだというが、何千年もこのようなくだらない小こ競ぜり合いばかりを繰くり返している。

　兵力は崑崙を擁ようする天界の方が遥はるかに上だ。神女や河伯を攻こう撃げきしたところで、倒たおせるわけがない。一方、天界は、人間に戦せん禍かが及およぶことを恐れているため、強きよう攻こう策さくをとることができない。何より共工は不死身だ。これでは戦は終わらない。

　戦略に疎うとい自分にさえ、そのくらいのことはわかるのだから、女媧も共工も、両軍の将たちもわかっているはずだ。なのに、どちらも戦を止やめようとしない。

（こんな騒そう動どうは、もうたくさんだ）

　化蛇は河套の棲すみ処かに帰ると、泥どろの中に潜った。眠ねむってしまおうと思った。小化蛇たちも、王に倣ならって周囲の泥に潜り込む。

　浅い眠りの中で、化蛇は鳴蛇の夢を見た。ともに紅こう葉ようを眺め、花を愛めで、寄り添そって眠っている夢だ。

　夢の中には時折、あの無む邪じや気きな笑顔の少年も出てきた。

「戦が終わって、鳴蛇が帰ってくるといいね」

　情けないことに、頭を撫なでられ、淡あわい陽の気で慰なぐさめられる夢だった。

　それから十数年、化蛇は黄河の泥の中で眠って過ごした。その間、鳴蛇は一度も帰って来なかった。





　まどろむ化蛇を十数年ぶりに目覚めさせたのは、突とつ如じよ、黄河の河か床しように現れた神の気配だった。

（どうせ共工軍の誰だれかが、戦に加われと誘さそいに来たのだろう）

　化蛇は渋しぶ々しぶ目を開けた。面めん倒どうだが、断る時にはきっぱり言わなければ、相手は諦あきらめない。

　化蛇は、ゆるゆると泥の中から身を起こした。泥と一いつ緒しよに、寝ね惚ぼけ眼まなこの小化蛇たちが舞まい上がる。

　いきなり目の前に、戈ほこの切っ先を突つきつけられた。淡い光を放つ、乳白色の不思議な戈だ。殺気も闘とう気きも感じられなかったので余計に驚いた。化蛇は目を瞬またたいて、戈の持ち主に目をやる。

　その神は人間の男の姿をしていた。頭には白玉を垂らした四角いかぶり物を着け、白い縞しまの衣に綦うすあおの帯を締しめている。支配階級の人間の装しよう束ぞくだ。濃こいめの眉まゆに高い鼻び梁りよう、口元は引き締まり、体つきは戦神のごとく逞たくましい。

　気配は神のものだが、何となく間が抜ぬけた感じだ。眼めが優しいせいかもしれない。

　ふと化蛇は、華山のふもとで会った少年の眼まな差ざしを思い出した。あの子が成長すればこのような感じだろうか。

『お前は誰だ？』

『軒轅という。黄帝と言えばわかるかな？』

　彼は、戈を突きつけたままにっこりと笑った。明るいさわやかな陽の気が迸ほとばしる。

『軒轅──？』

　化蛇は、彼の笑顔と戈の切っ先を交こう互ごに見た。

　──お前を滅ほろぼす武器を作り、この手で成敗してやる。

　遥か昔、怒いかりと憎しみのこもった眼差しで、追いかけてきた少年の姿を化蛇は思い起こす。

　──以前、やつはお前を滅ぼす武器を作ると言っていただろう？　本当に作るかもしれないぞ。

　鳴めい蛇だもそんなことを言っていた。

『驚おどろいたな……。神になったとは聞いていたが』

　化か蛇だは唖あ然ぜんとして、しげしげと軒轅を見つめた。

『憶おぼえていてくれたのか。光栄だね』

　軒轅は、化蛇に突きつけていた戈を引き、自じ慢まんげにその刃やいばをかざして見せた。

『いや、武器ではなく、その好こう々こう爺やとした顔つきが……』

『誰が爺じじいだ』と、ムッとして前置き、

『僕の絶頂期の姿に変へん化げしているんだぞ。さては、この武器の威い力りよくを信じていないな』

　彼は戈の柄つかを握にぎり直した。すると、乳白色だった刃が炎ほのおのような赤に変じ、明めい滅めつを始める。

『何──？』

　その刃に、信じられないほど大量の陽の気が封ふうじられていることに気づき、化蛇は眉をひそめた。怯おびえた小化蛇たちが、化蛇の背後や泥の中にザッと身を隠かくす。

　刃の明滅の間かん隔かくが次し第だいに短くなり、同時に内部の陽の気が濃くなっていく。戈の中で圧縮されていく陽の気の量と質に、化蛇は目を剥むいた。

　十里四方を灰にする鳴蛇の呼気よりも凄すさまじい。火神祝融が噴ふく炎にも勝まさるのではないか。

　刃の明滅は一層激しさを増し、それとともに陽の気も濃くなっていく。

『よ、よせ──』

　化蛇は思わず後あと退ずさった。これほどまでに圧縮された陽の気を一気に解放されたら、自分たちだけでなく、河套一帯が一いつ瞬しゆんで塵ちりになる。

『信じてもらえたかな？』

　戈を握る手を緩ゆるめ、軒轅はにっこり笑った。途と端たんに、赤かった刃が乳白色に戻もどる。

『ちなみに、化蛇の鱗うろこも斬きれる。試ためしてみるかい？』

『いや、いい。信じる──』

　化蛇はブンブンと頭かぶりを振った。逆らってあの陽の気をぶつけられてはたまらない。

『それで、お前は何をしに来たのだ』

　仇かたき討うちに来たのなら、とうに今の陽の気をこちらにぶつけているはずだ。なのに一欠片かけらの殺気も放たず、ただ戈の威力を見せつけるというのはどういうことなのか。

　軒轅から笑えみが消えた。真しん摯しな眼差しで化蛇を見つめる。

『禹うの味方になってほしい』

『う？』

『僕の孫の孫なんだ』

（孫の孫？）

　どこかで聞いたことが──と、化蛇は記き憶おくを掘ほり起こした。聞いたことがあるのは、孫の孫ではなく、お祖父様のお祖父様だと思い当たった。

（あいつか）

　禹とは、あの無邪気な笑顔の少年のことだ。

『彼は今、舜しゆん帝の命を受け、共工と戦っている。この炎えん招しよう戈かは、共工を滅ぼすために作ったんだ』

　軒轅は手にした戈に目を落とす。

『待て。何を言っているのかわからぬ』

　禹に味方しろ？　不死身の共工を滅ぼすために作った？　あれほどの陽の気ならば、可能かもしれないが──。

『ああ、舜帝というのは、現在の人間の王でね、禹は彼の命令で共工と戦っているんだ』

『それがいったい我とどういう関係が……』

『僕は、この炎招戈を禹に授さずけようと思う。彼と君とは相あい性しようがよさそうだし』

『相性？』

　孫の孫と会わせたのは、相性を見るためだったのか？

『でも、この戈の炎はとても危険でね、共工だけじゃなくて、燃え広がってすべてを焼き尽つくしてしまうんだ。炎招戈を握る禹も、神も妖あやかしも、この地上の何もかもをね』

　それもわかる。かの水神を滅ぼすには、そのくらいの威力が必要だ。

　軒轅は戈から化蛇に視線を戻した。先刻とは打って変わって、威い圧あつするような鋭するどい眼差しだった。

『この炎が消せるのは、化蛇、君だけだ。禹の味方になって、禹が炎招戈の炎を喚よんだ時、彼を護まもり、雨を降らせて炎を消してほしい』

『は？』

　驚いたのか呆あきれたのか、自分でもわからないが、しばらく何も言えなかった。小化蛇も目を見開いて、ぽかんと口を開けている。

『…………本気で言っているのか？』

『もちろん』

『我は、鳴蛇と対ついの妖だぞ』

『鳴蛇が共工の重臣だということは知ってる。でも、君は共工に従っていないじゃないか』

『我は戦いくさが嫌きらいなだけだ』

　共工に与くみしないのは、戦いたくないだけで、決して女媧に賛同しているわけではない。

『共工が滅べば、戦は終わる』

　化蛇に目を据すえたまま、軒轅は言った。

『何千年も続くこの戦を終わらせるには、この炎招戈で共工を滅ぼすしかない。そして、その炎を消して、禹を、地上を守れるのは君しかいない。化蛇、禹の味方になってくれ』

『馬ば鹿かなことを』

　戦が終わればいいとは思う。けれど、鳴蛇とともに在ることよりも、戦わないことを選んだのだ。人間のために戦う気などまったくない。

『頼たのみではきいてくれないか。ならば──』

　ザワリと、軒轅の気配が変わった。殺気の混じった猛たけ々だけしい気配だ。彼の足元から黄河の泥が舞い上がり、渦うずを巻いて化蛇を包んだ。

　次の瞬しゆん間かん、ドン！　と凄まじい水圧が化蛇を襲おそった。化蛇は辛かろうじてその場に踏ふみとどまったが、小化蛇たちは一瞬のうちに下流へ押し流される。

『何──!?』

　化蛇は目を剥いた。

『忘れたのか、黄河の神──河伯は女媧の味方だ』

　軒轅は、化蛇の鱗も斬れるという炎招戈を再び化蛇の鼻先に突きつけた。炎招戈が赤く変じ、明滅を始める。

『禹に従え、これは命令だ』

　静かな、けれど凄まじい圧力を持った声こわ音ねだった。

　彼は人の身で神から地上の王の座を譲ゆずられ、戦神蚩し尤ゆうの一族を打ち負かし、首と胴どうとを切り離はなして埋うめた。本来、こういう男なのだ。母の仇だと言って、単身化蛇と鳴蛇の棲すみ処かに乗り込んで来た少年の時と、どこも変わっていない。

『お前の命令を聞く筋合いはない』

　化蛇は軒轅を睨にらみ返した。鳴蛇の誘さそいでさえ断ったのだ。こんな脅おどしに屈くつするわけにはいかない。

『筋合いはないだと？』

　軒轅の目に、激しい怒りと憎にくしみの炎が点ともる。

『貴様を滅ぼす武器などとっくに作ってあったのだ。今まで生かしてやっていたのだとわからないのか』

『生かしてやっているのはこちらだ』

　化蛇は牙きばを剥いた。

　しかし、化蛇の殺気を浴びても軒轅は怯ひるまず、『ろくに戦ったこともないくせに』と、鼻で笑う。

『母を殺したのはお前だろう。償つぐなえ』

　軒轅が詰つめ寄った。

　その言葉に、なぜか心臓がえぐられるような思いがした。

『戦は嫌いだとぬかしながら、貴様は他ほかの命を平気で奪うばう』

　言い返せなかった。逃にげたかったが、身体からだが動かなかった。河伯が操あやつる水のせいではない。情けないことに、気合い負けしているのだ。

『もう一度言う。禹に従え』

　抗あらがうことを許さない征せい服ふく者の目が、化蛇を睨み据える。

　嫌いやだと、鳴蛇を裏切るつもりはないと、言葉が喉のどまで出かかっているにもかかわらず、それが声にならない。正体不明の慚ざん愧きに苛さいなまれ、ひどく苦しかった。

　気合い負けしてしまった根底には、かつて自分が降らせた雨で、彼の母親を死なせてしまったという罪の意識があったのだが、化蛇はそのことに気づいていなかった。

『…………わかった』

　重圧に耐たえきれず、取りあえずそう答えて、化蛇はこの場を凌しのぐことにした。

『よかった』

　軒轅の気配がガラリと変わった。炎招戈を下ろし、優やさしげな眼めでにっこりと笑う。

　途と端たんに、呪じゆ縛ばくから解けたように、身体と思考が自由になった。

（こやつ──）

　ここで不意打ちを食くらわせてやろうかとも思ったが、止やめた。河伯を怒おこらせるのは、とても面めん倒どうくさい。やるなら、黄河以外の場所だ。

　水流が平常に戻もどり、小こ化か蛇だたちがおずおずと集まって来た。

『それで、その禹とやらはどこにいるのだ』

　会うだけ会って、直接断ればいい。だめなら隙すきを見て逃げ出し、渭水か漢かん水すいの上流に身を隠かくす。それでいこう。問題を先延ばしにしているだけのような気もするが、他に案が思い浮うかばない。

『禹は、泗し水すい沿いの出城にいる。近くまで行けば向こうで喚ぶだろう』

　軒轅はそう言って、炎招戈を持ったまま河かわ面もへ上がって行った。

『我らを案内せぬのか？』

　禹のもとへは行かずに、行ゆく方えをくらますとは考えないのだろうか。

『地上へ降りたことがばれると、西せい王おう母ぼに叱しかられるんだ。急いで戻らないと──』

　上空に龍りゆうが顕けん現げんし、彼はそれに乗って飛んで行った。

（軒轅を尻しりに敷しくとは、西王母とはどれほどの力を持っているのか……）

　共工が勝てないわけだと、化蛇は一人納なつ得とくした。





　──地に雨降らし給たまい、雲に稲いな妻ずま給い、天に風給い、水すい妖ようの王、化蛇よ。その眷けん族ぞくよ。我らが招きに応じ給え。地に雨降らし給い、雲に稲妻給い、天に風給い……。

（何なのだ、この声は──っ！）

　化蛇は、勝手に向きを変えようとするおのれの翼つばさを、無む理り矢や理り引き寄せ、通常の何倍もの力を使って羽ばたいた。

　軒轅が訪おとずれた日の夜のことである。

　河伯の手前もあるので、化蛇は一応眷族を引き連れて黄河を飛び立った。軒轅は崑崙へ帰ってしまったようなので、これ幸いにと、泗水へ行くふりをして渭水上流に身を潜ひそめているつもりだった。

　ところが、間もなく渭水という辺りで、突とつ然ぜん、頭の中に声が飛び込んで来たのである。

　その声と同時に、見えない何かに引っ張られているかのように、翼が南東──泗水の方角へ向いてしまうのだ。化蛇は、声に抗あらがって何とか渭水上流を目指すことができたが、小化蛇は、風に舞まう木の葉のように、泗水の方へ飛んで行ってしまう。

（召しよう喚かんの呪術というものか？）

　今までにこのような術をかけられたことはないが、話だけは聞いたことがある。軒轅が、近くまで行けば向こうで喚よぶだろうと言っていたのはこのことだったのだ。

　このような呪術を使う者が禹のもとにいるのなら、隙を見て逃げるのは無理だ。安易に黄河を飛び立つのではなかったと、化蛇は悔くやんだ。

　振ふり返れば、率いてきた小化蛇の数が半分に減っている。何とか化蛇の後について来ている小化蛇たちも苦しげで、一いつ匹ぴきまた一匹と脱だつ落らくし、闇やみの彼方かなたへ消えていく。

『泗水へ行く』

　化蛇は旋せん回かいした。もちろん、小化蛇を見捨ててはおけないからだ。

　ふと、心の片かた隅すみで、穏おだやかな陽の気を放つあの笑え顔がおをもう一度見たいと思っている自分に気づき、化蛇は渋じゆう面めんを作った。軒轅の手の上で転がされている──そんな気がした。

　　　　三




「私が禹だ」

　彼は微び笑しようした。

　正直、がっかりした。秀しゆう麗れいといえる相そう貌ぼうに浮かんだ笑みが形ばかりのもので、あの穏やかな陽の気がこぼれなかったからだ。

　声に喚ばれるままに飛び、禹がいるという泗水沿いの出城に着いたのは夜明け前だった。飛ばされて先に着いていた小化蛇は、泗水の川かわ面もや城を取り巻く濠ほりで、バシャバシャともがいていた。城じよう壁へきの頂に立つ何十名もの歩ほ哨しようが、おののきながら化蛇を見上げていたが、騒さわぎはしなかった。化蛇の到とう来らいを知らされていたらしい。

　化蛇は一尺程度に身を縮めると、城壁に沿って設けられた兵舎らしき建物へ入った。他の小化蛇は泗水で待たせておく。それもすべて声の指示だ。

　その兵舎の、南なん端たんの部屋に、禹は一人でいた。部屋の最さい奥おうに敷かれた毛皮の上に座し、化蛇の姿を見ても眉まゆ一つ動かさなかった。脇わきには炎えん招しよう戈かが置いてある。軒轅は崑崙へ帰る前に、ここへ寄ったらしい。

　禹は灰色の袷あわせの上に革かわの身甲よろいを着け、濃のう紺こんの裼せき衣いを羽織っていた。座していても、長身で、並外れて屈くつ強きような体たい躯くをしていることがわかる。

　人間の見た目と年ねん齢れいの関係はよくわからないが、彼は青年とは呼べない歳としにさしかかっていた。子どもの頃ころの面おも差ざしは多少残っているが、まとう気配がまったく異なっている。

　威い風ふう堂どう々どう──そんな言葉が思い浮かんだ。凜り々りしいが、威い圧あつ的な気配だ。化蛇の身を案じ、柔やわらかく温かな指で撫なでてくれた少年の気配は一欠片かけらもなかった。

「おおよその話は黄帝から聞いている。よく来てくれた」

　久しぶり、の言葉もない。以前に会ったことを忘れてしまったのだろうか。

　禹の声とは別に、召喚呪は続いている。呪術師は別の部屋にいるようだ。気配を探さぐったが、結界を張っているのか、その呪術師がどこにいるのかわからない。

『言っておくが、我はお前に従う気はない。小化蛇を迎むかえに来ただけだ』

　化蛇は宙で停止し、禹を見み据すえて言った。

「そうだろうな。だが、ようやく共工を滅ほろぼす機会を手に入れたのだ。お前を帰すわけにはいかない」

　禹は、何気なく傍かたわらの炎招戈を手に取る。

『人間に我を引き留められるわけがなかろう』

　ザッと翼を羽ばたかせ、化蛇は一気に禹に詰め寄った。炎招戈を奪うつもりだった。炎招戈を海にでも捨ててしまえば、禹にとって化蛇の利用価値はなくなる。

　タンと片かた膝ひざを立て、禹は炎招戈を一いつ閃せんさせた。刃やいばの先が化蛇の頬ほおをかすり、ピッと鮮せん血けつが散る。斬きられるという未知の体験にも驚おどろいたが、彼の動きの素す早ばやさにも驚かされた。とても人間とは思えない。

　化蛇は頭を下げて刃をかわし、下から回り込んで禹の手首に牙を立てた。ポロリと炎招戈が床ゆかに落ちる。化蛇はサッと禹の手首から牙を外すと、その柄つかを咥くわえ、愕がく然ぜんとした。

『何!?』

　炎招戈が上がらなかった。いくら小さな姿に変へん化げしていようと、三尺にも満たない戈ほこを持ち上げられないはずはない。

　馬ば鹿かな──と、動どう揺ようしている間に、禹に首根っこをつかまれた。

「それは私にしか持てない。黄帝の力が働いているのだ」

　彼は左手で化蛇をつかんだまま、右手で炎招戈を拾った。

『くそ──』

　化蛇は身をよじって禹の手から逃のがれ、彼と対たい峙じする。

（いっそのこと城に雷いかずちを落とし、禹もろとも呪術師を殺すか）

　炎招戈が化蛇の鱗うろこを斬るというのは本当だった。その上、禹はかなりの使い手だ。接近戦は避さけたい。

「黄帝が、雷避よけの呪具を置いていった。お前を喚ぶにあたり、その程度の備えは必要だと」

　唐とう突とつに禹は言った。

『なぜ──』

　と言いかけて、禹には心の声を聴きく力があることを思い出す。

「私は要いらないと言ったのだがな。お前は私を殺さない」

『何の自信だ？』

「お前がそういう妖あやかしだからだ」

『意味がわからん』

「私にはお前の心がわかる。だから黄帝は炎招戈を作り、私に授さずけたのだ」

『勝手に我の気持ちを読むな』

　化蛇は吐はき捨てるように言った。

『黄帝が、何ゆえこのような馬鹿げたことを思いついたか知らぬが、我はお前に従う気はない。雷を喚ばずとも、我が本ほん性しようを現して一暴れすれば済むこと。死にたくなくば、召しよう喚かん呪じゆを止やめさせろ』

　化蛇は禹を睨にらみつけた。

「言ったであろう。お前は私を殺さない」

　彼は静かに化か蛇だの視線を受け止めていた。

『我は本気だ』

　本当に暴れてやる──と、本性を現そうとして、ふと躊躇ためらいが生まれた。

　──母を殺したのはお前だろう。償つぐなえ。

　──戦いくさは嫌きらいだとぬかしながら、貴様は他ほかの命を平気で奪うばう。

　何の脈みやく絡らくもなく、軒轅の言葉が思い出される。

『くそ──』

　しばらく睨み合ったが、先に視線をそらしたのは化蛇の方だった。怒おこるのは苦手だ。疲つかれる。

　その時、「申し上げます」と、戸口の向こうで声がした。

「何だ」

「三さん苗びよう族の斥せつ候こうを捕とらえましてございます。処分はいかに」

「牢ろうへ入れておけ。後で吟ぎん味みする」

『お前は三苗族と戦っているのか？』

　兵の足音が遠ざかるのを待って、化蛇は尋たずねた。鳴めい蛇だは三苗族と共同戦線を張ったと言っていた。ならば、今、禹が戦っているのは鳴蛇だ。

「そうだ。三苗族は睢水南岸まで兵を進めてきた」

　禹は、もう睢水までという口ぶりだったが、化蛇は逆に、まだ睢水なのかと驚いた。

　鳴蛇は千里の道のりも一晩で翔かける。空飛ぶ妖がついていてなお、三苗族は睢水を越こえられないのだ。

（この男──）

　黄帝並みの戦上手かもしれない。

『崑崙からの援えん軍ぐんは？』

　もちろん、戦せん況きようを知りたいのではない。この城から逃にげる手段を考えているのだ。

「鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちようが泗水南岸で待機している」

　化蛇の問いの意図を知っていて、彼は平然と答えた。

「言い忘れていたが、黄帝は結界を張る呪具も置いていった。人間は出入り自由だが、妖は通れないという結界だ。今いま頃ごろはこの城にも、小化蛇たちの周囲にも、呪具が配されただろう」

　気づけば召喚呪が止んでいた。

『この──』

　化蛇は歯がみしたが、禹は勝ち誇ほこった様子もなく、ただ静かに化蛇を見ていた。

（嫌いやな男だ）

　禹には化蛇の心の声が聴こえたはずだが、彼は何も言わなかった。





（さてどうしたものか）

　化蛇は、窓辺にとぐろを巻き、城を囲む濠を見下ろして思案した。

　朝日に輝かがやく水面を透すかして、濠の底で眠ねむる小化蛇たちが見える。みな疲れ果てていた。

　本性を現して、城を壊こわす勢いで飛べば結界をぶち破ることはできるが、下へ手たに暴れれば川向こうにいるという鳳皇、鸞鳥との戦いになる。戦は嫌いだ。

　化蛇は、チラリと戸口の方を見やった。そこには男が一人、戸を背にして端たん座ざして化蛇を見張っている。実直そうな、落ち着いた雰ふん囲い気きの持ち主で、禹よりもいくつか年かさに見えた。益えきという禹の側近で、召喚の術を行ったのは彼だ。呪具を配して結界を張ったのも彼だという。

　これがまた一ひと筋すじ縄なわではいかない男で、化蛇が不ふ審しんな行動を見せれば、たちどころにやかましい呪を唱え、小化蛇を苦しませる。しかも、この男でなければ結界を解くことができないとのことだ。殺すわけにもいかない。

　そんなことを考えていると、この兵舎とは反対側、北側の城じよう壁へきの方から、

「三苗族などさっさと処しよ刑けいすべきだ！」

　と、怒ど鳴なる男の声が聞こえた。禹ではない。

「使い道はある。殺すな」

　こちらは禹の声だ。どうやら未明に捕らえた捕ほ虜りよの処分でもめているらしい。

　じっと聞き耳を立てていると、「どうした？」と、益に疑わしげな目で尋ねられてしまった。人間にはあの声が聞こえないのだ。

『別に』

　説明するのは面めん倒どうくさい。

　話の内容からすると、捕らえた三苗族の兵はまだ年若く、禹はその少年を処刑するのを忍しのびないと思っているようだ。一方、禹に食ってかかっている男たちは数人いて、戦神蚩し尤ゆうの血を引く人間を生かしておくのは危険だと、誰だれもが処刑を主張していた。

　禹と兵たちはしばらく言い争っていたが、結局、禹の意見が通ったようだ。この城では禹の地位が一番高いらしい。

「帝みかどはなぜあのような者を重用なさるのか」

「儂わしは鯀の息むす子こなどに従いとうない」

　禹が立ち去った後、兵たちはひそひそと陰かげ口ぐちを叩たたいていた。

（鯀？）

　どこかで聞いたような名だ。

『鯀とは誰だ？』

　化蛇は益を振ふり返った。

「いきなりだな、何か聞こえたか。禹将軍の父君だ。尭帝の時代、共工と戦っておいでになっていた方と言えばわかるか？」

　彼にそう言われ、以前、鳴蛇がそのようなことを言っていたのを思い出す。同時に、

　──父上の造った堤つつみが、また壊れたって思って。

　という、少年の頃ころの辛つらそうな禹の顔が思い浮うかんだ。

『鯀は何をしでかしたのだ？』

　禹と言い争っていた兵たちは、鯀を蔑さげすんでいるようだった。

「お前が戦を厭いとって、隠いん遁とんしていたというのは本当だったのだな」

　と、益は呆あきれ顔で前置き、

「鯀殿どのは、共工を封ふうじるために、崑崙から息そく壌じようを持ち出したのだ」

　暗い溜ため息をついた。息壌とは、濡ぬれると無限に殖ふえる土の妖で、崑崙の宝の一つだ。

「緊きん急きゆうだったのか、神々の許可を得なかったという。しかし、息壌を使ってさえも鯀殿は戦に勝てず、その責を問われ、処刑されたのだ」

『残ざん酷こくだな』

　化蛇は驚おどろいた。いくら息壌を盗ぬすんだとはいえ、人の世のために戦った武将に、死に値あたいするほどの罪があるとは思えない。

「お前もそう思うか？」

　益は、やるせなさそうな笑えみを浮かべた。

「鯀殿は、共工を討うち、戦を終わらせたいと願っておいでだった。禹将軍は父君のその遺志を継つぐと同時に、父君の名めい誉よをも回復させたいと思っておられる。将軍は心根の優やさしいお方で、戦には不向きなのだがな。見ていてこちらが辛くなる」

　主あるじに忠実らしき呪術師は、そう言って再び深い溜め息をついた。

『戦に不向き？』

　崑崙の支し援えんがあるとはいえ、鳴蛇相手に善戦している男が戦に向かないとは、化蛇には到とう底てい思えなかった。





「決心はついたか？」

　夜半、禹が部屋へ戻もどってきた。

『誰が人間の味方などするか』

　化蛇はフンと鼻を鳴らす。

「そうだろうな」

　禹は微び苦く笑しようし、「益、お前は下がって休め」と、炎えん招しよう戈かを握にぎったまま言った。益が部屋を出てからも、禹はしばらくの間、炎招戈を持ったままだった。

（やりにくい）

　化蛇は、禹が炎招戈を手放した隙すきに、彼の首にでも牙きばを立て、脅おどして益に結界を解かせるつもりだった。けれど、禹はこちらの目もく論ろ見みなどとうに見み抜ぬいているのだ。

「残念だったな」

　禹は淡たん々たんと言った。憎にくたらしいことこの上ない。

「お前が私を殺さないことはわかっているが、益に余計な心配をかけたくないからな。そもそも人ひと質じちを殺したら役に立たないが、はずみということもあるし」

『脅す方法はいくらでもある。指を一本ずつ噛かみ切ってもいい』

「お前にはそのような真ま似ねはできない」

　禹は、杯さかずきに酒を注ぐと、毛皮の敷しき物ものに腰こしを下ろした。炎招戈は鞘さやに収まってはいるが、手の届く場所に置いてある。「お前にはそのような真似はできない」と言い切るわりに隙がない。

「ああ、お前を警けい戒かいしているのではない。戦いくさの最中だ、何が起こるかわからないからな」

　彼は杯を口に運びながら、炎招戈に目をやる。

『勝手に心を読むな』

「済まない、癖くせだ。意識して耳を澄すませなければ聴こえてこないのだが」

『我がお前を殺さぬと、何ゆえにそう思う。我は洪こう水ずいを起こす妖あやかしだ。これまで何人殺したかわからぬ。今も雨を喚よんで泗水を溢あふれさせ、この城を水すい没ぼつさせることぐらいわけないのだぞ』

　対岸に鳳皇や鸞鳥がいる上、城を水没させても結界が解けないからしないだけだ。

「殺したのではないだろう？　お前は雨を喚んだだけだ」

　さらりと言われたその言葉に、なぜかひどく動どう揺ようした。

「雨師が降らす雨でも、応おう竜りゆうの雨でも、自然に降る雨でも洪水は起こる。お前の罪ではない。もちろん洪水で失われた命を軽かろんじているわけではないが──」

『罪ではない……？』

　なぜ、こんな言葉に揺ゆすぶられるのかわからない。そもそも今は罪の話をしているのではない。殺せるか否いなかの話をしているのではなかったのか。

「私にはわかる。お前には故意に生きものを殺あやめることはできない」

『やればできる』

　意味もなく胸を張ってしまった。

「そうだな。いずれやれるようになってもらわなければ──。共工と戦う時には、その気き概がいが必要だ」

『お前に従う気はない。我の心が読めるくせに、なぜ味方になれと言う』

　戦は嫌きらいだ。まして鳴めい蛇だの敵になるなど、絶対にあり得ない。

「黄帝にそう言えと命じられたからだ。戦を終わらせるには、他ほかに方法がないのは事実だし」

　禹は、薄うすい笑みを浮かべ、「黄帝も酷ひどいことを思いついたものだ……」と、杯を呷あおる。

　その時ふと、彼方かなたで不ふ穏おんな気配が生まれた。

「今こ宵よい、禹は一人だ。益はいつもの寝しん所じよで休んでいる。殺やるなら今だ」

　密ひそやかな声が聞こえる。

　三人の足音が近づいて来た。必死で気配を抑おさえようとしているような歩き方だ。

　化か蛇だは今朝の兵の陰口を思い出した。彼らは、鯀の息子が帝に重用されることを不満に思っていた。やって来る三人は、今朝の兵とは別人だ。それだけ禹を疎うとましく思う兵が多いということだろう。

（狭きよう量りようなことだ）

　人間の身分制度はよくわからないが、禹の登用は彼の技量が認められたからだろう。他人の出世を妬ねたむ前におのれの功を立てろと言いたい。

（というか、我がこの部屋にいることを知らぬのか？）

「言っておいたのだがな。彼らは化蛇を十丈じようを超こえる大だい蛇じやだと思い込んでいて、私の言葉を信じなかったのだ」

　禹も気配に気づいたらしく、杯を置き、灯あかりを消す。窓から差し込む月の光が、ぼうっと白く浮かび上がった。

『やけに落ち着いているな。あやつらはお前を殺しに来るのだぞ』

「いつか来るだろうと予想はしていた。いい機会だ」

　禹は炎招戈を手にして立ち上がった。

　スーッと戸が開いた。三人は、禹は眠ねむっていると思っていたのだろう。戸の前に立つ禹の姿に一いつ瞬しゆんギョッとし、今さら後には退ひけないといった様子で禹に斬きりかかった。

　禹は、片かた刃ばの炎招戈を逆手に握り、最初に打ち込んできた兵の剣けんを炎招戈ではね上げると、横から矛ぼうを突ついてきた兵の手首に、炎招戈を振り下ろす。その刃やいばを返しながら、最初の兵の腹を打ち、その懐ふところをくぐって最後の兵に炎招戈を突きつけた。その兵は、剣を取り落として尻しり餅もちをつく。

「どうせ、都のいずれかの貴族に命ぜられてやったことであろう。罪は問わぬ。その二人を連れて去れ」

　禹は、あの威い圧あつ的な眼まな差ざしで睨にらみつけた。腹を打たれた兵は床ゆかにうずくまり、手首を折られた兵は、じりじりと後あと退ずさり、すでに逃にげる構えだ。

『その都の貴族というのが誰だれか質たださぬのか？』

　窓辺で見物していた化蛇は、そう言ってから、禹には心が読めることを思い出した。

　三人の目がバッと化蛇に向く。

「かかか化蛇──!?」

「ひ～～」

　手首を折られた兵までもが、すとんと尻餅をついた。三人は這はいずるようにして逃げて行く。

　化蛇に遭そう遇ぐうした人間の典型的な反応だ。

　小さな姿に変へん化げできるのだぞ、と言い忘れたが、まあいい、わざわざ追って行って告げるほどのこともない。

『将軍の暗殺を謀はかれば死罪だろうに、なぜ逃がす？』

　禹が戸を閉めるのを待って、化蛇は尋たずねた。人間の軍の規律などに興味はないが、鳴蛇ならばその場で誅ちゆう殺さつしただろうと思ったからだ。

「殺すのは好かん。わざわざ吟ぎん味みして処しよ刑けいするほどの連中ではない。逃とう亡ぼうしたことにしてしまえば説明の面めん倒どうもないし」

『面倒を省きたいという気持ちはわかる』

　化蛇はうなずいた。

「適当に寝ねろ。ただしこの部屋から出てはならん」

　禹は壁かべ際ぎわに腰を下ろし、壁に寄りかかると、膝ひざの間に炎招戈を抱かかえて目を閉じる。

（人間は横になって眠るものだと思っていたが？）

　本当に眠っているのだろうかと、化蛇は翼つばさの音を立てないようにして禹に忍しのび寄った。

（今ここで炎招戈を叩たたき落とし、首に巻きついて締しめ上げ、益を呼び出して──）

　と、考えた途と端たん、禹の目が開き、化蛇は思わず仰のけ反った。目を閉じていても、心の声に耳を澄ませているらしい。

（逃げ出すのは容易ではないな）

「わかればいい」

　禹は再び目を閉じた。嫌いやなやつだ。

　仕方がないので、毛皮の敷物の上で丸くなる。やつの足元というのは気に入らないが、硬かたい床よりは毛皮の方が柔やわらかくて心ここ地ちよい。

　自然とうつむいた禹の顔が、化蛇の視界に入ってくる。目を開けている時ほどの威圧感はないが、代わりにぴりぴりとささくれ立った気配をまとっていた。

（眠っている間も隙を見せぬ。いや、見せられぬのか）

　我に対しても、人間に対しても──。

　この心の呟つぶやきに、禹は答えなかった。こちらの考えていることは見抜かれてしまうのに、彼が何を思っているのかわからない。

　ただ、少年の頃ころの、邪じや気きのない笑え顔がおと、そこからこぼれる陽の気が消えてしまった理由は、わかるような気がした。





　城から逃げる機会もないまま、数日が過ぎた。

　川向こうにいる鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちようの目を盗ぬすんで、本ほん性しようを現し、城を壊こわして結界を破るつもりなのだが、常に禹か益のどちらかに見張られ、対岸の様子をうかがうこともままならない。

　そこでは、三さん苗びよう族の小部隊と禹の軍との小こ競ぜり合いが繰くり返されているらしく、禹はしばしば城を空けた。化蛇には善戦に見えるが、人間側にしてみれば苦戦なのだろう。

「罪人の子が総大将では、勝てる戦も勝てぬ」

　夕刻、城へ戻もどってくる兵の陰かげ口ぐちが、否いや応おうなしに耳に届く。戦神の末まつ裔えいと鳴蛇を相手に、勝つつもりでいるのだろうか。進軍を食い止めているだけでも立派なものだと思うが。

　心の声が聴こえる禹には、兵たちの悪口雑言がすべて耳に入ってくるのだろうが、彼はそんな素そ振ぶりをまったく見せず、淡たん々たんと兵を指揮していた。

「将軍の場合は、何をしても罪人の子だからとそしられる。腹を立てればなおさらのこと、父君までもが引き合いに出されて貶おとしめられる。だから何も言わぬのだ。将軍の第一の願いは、共工を討うち、戦いくさを終わらせること──。共工を討てば、おのずと父君の汚お名めいをそそぐことにもつながると考えておいでなのだろう」

　益は痛ましげにそう言っていた。

　明け方、化蛇が目を覚ますと、大たい抵てい、禹は先に起きていて窓の外を眺ながめている。時折、その目に、寂さびしそうな影かげが差すことがあった。けれど、化蛇の目覚めに気づくと、彼はあの威圧的な気配で全身を覆おおってしまう。

（面倒くさい生き方をする男だ）

　益が痛ましく思うのもわかる気がした。

　その朝も、禹は寂しげな目で窓の外を眺めていた。化蛇の視線に気づいて振ふり返った時には、威い風ふう堂どう々どうとした覇は者しやの顔になっていたが。

「いい天気だ。外へ出ないか」

『いいのか？』

「泗水にいる小化蛇の様子を見たいだろう？」

　身甲よろいを着け、裼せき衣いを羽織りながら彼は言った。今朝は尖せん兵ぺいの報告待ちで、少し時間がとれるとのことだった。

『外へ出たら我が逃げるとは──思わぬか』

　化蛇が、対岸にいる鳳皇鸞鳥との戦いを避さけたがっていることなど、禹にはお見通しなのだ。

　兵舎を出ると、禹は城じよう壁へきに沿って門へ向かう。歩ほ哨しようたちは、将軍の後ろを小さな化蛇がパタパタと飛ぶ姿を見て仰ぎよう天てんしていた。

　門をくぐり、城壁の外側に出る。城壁を囲む濠ほりでは数百匹ぴきの小化蛇が惰だ眠みんを貪むさぼっている。用がなければ眠る。それが化蛇族の生き方である。

　濠に渡わたされている吊つり橋を渡り、禹は外城の高こう楼ろうへ上がった。化蛇は城壁も濠も無視して、高楼まで飛べるが、一応、禹の後ろをおとなしく飛ぶ。勝手に飛んで騒さわぎになるのは面倒だからだ。

　高楼からは、泗水とその向こうの森が一望できた。

　青空の下、彼方かなたの山々は霞かすみにけぶり、淡あわい緑の森が朝日に映はえていた。泗水の清流が透とう明めいな光を弾はじき、その光の奥では、数万の小化蛇の銀ぎん鱗りんが輝かがやいている。言うまでもなく、小化蛇はみな眠っている。戦の最中とは思えないのどかな光景だった。

「みな小化蛇のようにのんびり暮らせたらいい」

　泗水を見晴るかし、禹は呟いた。

『水すい妖ようは水の気を吸って生きるゆえ、狩かりの必要がないからな』

　化蛇は、翼を軽く羽ばたいて、禹の隣となりに並ぶ。

「うらやましいことだ。人間もそうであれば、戦などなくなるだろうに」

『共工を滅ほろぼそうと考えている将軍の言葉とは思えぬぞ』

「私は戦は嫌きらいだ」

『そうなのか？』

　とてもそうは見えない。まとう気配は武人のものだし、実際、三人の兵を一いつ瞬しゆんで叩きのめすほどの腕うで前まえを持っている。鳴めい蛇だと同じく、好戦的な気性なのだと思っていた。

「戦が嫌いだから、共工を倒たおし、戦を終わらせたいのだ」

　禹は炎えん招しよう戈かの柄つかに手をやった。

『我も戦は嫌いだが……』

　戦が終わればいいと思う。けれど、おのれの手で戦を終わらせようと思ったことはない。

　その時、「三苗族の捕ほ虜りよはまだ処刑せぬのか？」と、階下で声がした。やがて、部将らしき仰ぎよう々ぎようしい甲かつ冑ちゆうを着けた男が、数名の兵を連れて門から姿を現した。禹と化か蛇だが高楼にいることには気づいていないようだ。

「禹将軍が、生かしておくようにと仰おつしやって……」

「三苗族など人間の形をしているだけの化け物だ。兵が襲おそわれたらどう責任をとるつもりだ。罪人の子のくせに、帝みかどのご威い光こうを笠かさに着おって、不ふ愉ゆ快かいきわまりない」

　兵の返答に、部将らしき男は怒ど気きのこもった愚ぐ痴ちを吐はき散らしながら、濠に沿って城壁の西にある廏うまやの方へ歩いて行く。

「この蛇へびの化け物どももそうだ。父親が妖あやかしの力を借りようとして失敗したのを忘れたのか。泗水が溢あふれたらどうする」

　その将は眠ねむる小化蛇を一いち瞥べつし、吐き捨てるように言った。

『腹が立たぬのか？』

　遠ざかる彼らの背を見送りながら、化蛇は思わず禹に尋たずねた。

「もう慣れた。それに、彼らは性根が悪いのではない。長い戦で心身ともに疲つかれ果て、怒いかりの矛ほこ先さきが私に向いただけのこと」

　彼は苦く笑しよう混じりの声でそう答えた。

『洪こう水ずいが起こる度たびに、化蛇のせいだと責められるのが、我は煩わずらわしかったがな』

　八つ当たりだとわかっていても、棘とげのある感情を向けられるのは辛つらい。

「慰なぐさめてもらえるとは意外だ」

『そのようなつもりはない』

　化蛇が憮ぶ然ぜんと答えると、禹は仄ほのかな笑みを浮うかべた。ほんの僅わずかだが、あの穏おだやかな陽の気がこぼれる。

『な、何なのだ。我は何かおかしなことを考えていたか？』

　自分には心当たりはないが、禹はこちらの心を読んで、何か喜んでいるらしい。

「いや──」

　禹は微笑ほほえんだまま首を振る。

　そこへ数羽わの瑠る璃り色いろや茶色の小鳥が舞まってきた。彼の穏やかな気に惹ひかれたのかもしれない。

「おいで」

　頭上を旋せん回かいする小鳥に、禹は手を差し伸のべた。

「怖こわがらなくていい。化蛇は何もしない」

　彼は鳥の心も読めるらしい。小鳥の方も禹の言葉がわかるのか、一羽の小鳥が、差し伸べられた手に留まった。それにつられたのか、他ほかの小鳥も禹の肩かたや頭に留まったり頭上を旋回したりする。

（渡りの季節か）

　化蛇はそこで今は春だと気がついた。十数年、泥どろの中で眠って過ごしていたところをいきなり黄帝に叩たたき起こされ、この城を訪おとずれた途と端たんに兵舎に閉じこめられてしまったので、今の季節が何かなど、頭に上らなかったのだ。

　瑠璃色の小鳥は南方で越えつ冬とうし、春に北方で繁はん殖しよくする。この辺りは、道のりの途と中ちゆうだ。羽を休めるために、たまたま立ち寄ったのだろう。

　ピリー、ピールリという小鳥のさえずりが、妙みように微笑ましい。禹に求愛してどうする。

　小鳥を見る禹の目は優やさしかった。少年の頃の、明るく穏やかな気配が戻っている。

　彼から、また陽の気がこぼれ、なぜか無性に切なくなった。鳴蛇とともに花を眺めて過ごした春がひどく懐なつかしく思い出される。

「それでも私はあの者たちを嫌いにはなれない。彼らの心の奥にある、故郷に残してきた妻や子、老いた父母を思う人間らしい情を垣かい間ま見みるとな」

　禹は呟つぶやいた。化蛇は一瞬、何の話かと思ったが、彼を中傷する者たちの話をしていたのだと思い出した。

『その人間らしさ、というものが我には馴な染じめぬ。つき合いが浅いせいだろうが』

　作られた生きものであるためか、人間は弱すぎる。その弱さを補うためか知ち恵えばかりが働き、理解できない行動をとる。火を使ったり、畑を作ったり──。

　女媧に庇ひ護ごされ、人間には天敵がいなくなった。欲よく望ぼうは果てしなく、知恵を駆く使しして、他の生きものを蹂じゆう躙りんし、土地を奪うばう。同族で殺し合うこともある。先日、禹を殺しに来た兵たちが欲ほつしたのは権力だろうか。自然の営みから外れている。

　その人間の有り様を見るのが嫌いやで、化蛇は嵩山の棲すみ処かを捨てた。人間が化蛇族を見る度、大おお騒さわぎすることも煩わしかったからだが──。

「それでも、私は人間が愛いとしいのだ」

　禹の目は、周囲を飛び回る小鳥を追っていたが、彼は小鳥を通して、自然の営みを見つめているのかもしれない。

「お前が人間の有り様を不自然に思い、共工が人間がつくられる以前の地上を取り戻もどしたいと思う気持ちはわかる。だが、私は人が存在するこの地上を守りたい」

　禹は化蛇に目を移した。

「人と自然とは相あい容いれぬものだろうか」

　凜り々りしく威い厳げんのある眼まな差ざしだった。

　王の目だ──と、化蛇は思った。

「私は命あるものがすべて愛しい。人も獣けものも、草も木も妖も──」

　銀色に煌きらめく泗水を背に、瑠璃色の鳥が禹の周囲を舞っていた。禹もまた、それら自然界の命あるものたちに愛めでられているように見えた。

「人間が自然の営みから外れてしまったことは認める。だが、今ならまだ、進む道を正すことができる」

　心が揺ゆれた。人間の性を変えることなどできるわけがないとわかっているが、禹の望みを叶かなえてやりたいと、一瞬、そう思った。

「私は戦いくさを終わらせたい」

　化蛇は返事をしなかった。答えなくても禹にはわかるだろう。

（鳴蛇を裏切ることはできない）

　化蛇と鳴蛇は互たがいが在ることでおのれが存在する。十何年も会っていないが、それは永遠に変わらない。おのれの分身とは戦えない。

　化蛇は、穏やかな陽の気をまとう禹から、無む理り矢や理り視線を引き剥はがした。

　　　　四




「この化け物が──」

　深夜、彼方で怒ど号ごうが聞こえ、化蛇は目を覚ました。最初、小化蛇に向けられた言葉かと思ったが、声の源は城の北側だった。

　続いて、異国の言葉に混じって、土つち壁かべが崩くずれる音や硬かたい木材が折れる音などがした。

　三さん苗びよう族の捕虜が脱だつ走そうを試みているらしい。さらに剣けんを打ち合わせる音が響ひびく。さすがにこれはまずいのではないか。

『禹、起きろ。捕虜と見張りがもめているぞ』

　化蛇は、壁に寄りかかって眠っている禹に声をかけた。

「何──」

　彼は目を開けると同時に、炎招戈をつかんで部屋を飛び出した。獣並みの俊しゆん敏びんさだ。

　誰だれにも見張られていないこの隙すきに、結界をぶち破ろうかと思ったが、戦をしていないこの時刻は、鳳ほう皇おう鸞らん鳥ちようの気をそらすのが難しいので止やめておく。

　やがて、「捕虜が逃にげた！」という兵たちの声が飛び交かい、城内はにわかに騒そう然ぜんとなった。

　化蛇は、窓辺に飛び乗り、身を乗り出して城じよう壁へきの門の方角を眺ながめる。逃とう亡ぼう者の足音がそちらへ向かっていたからだ。

　間もなく、片手に剣を握にぎった三苗族らしき人ひと影かげが門から飛び出した。少年だと聞いていたが、体たい躯くは人間よりも一回り大きい。髪かみを振ふり乱し、すでに全身に返り血を浴びていた。数名の門番が及および腰ごしで少年を取り囲んだが、彼は一呼吸の間もかけずに全員を叩き斬きった。戦神蚩し尤ゆうの血を引くだけのことはある。

　少年は、濠ほりに沿って走り、吊つり橋へ向かった。

「橋を落とせ！」

　禹の声がした。兵が吊り橋を支える縄なわを斬った。橋が濠に落ち、小こ化か蛇だたちが驚おどろいて跳はね上がる。

　少年は踵きびすを返した。その前に禹が立ちふさがる。彼の手には炎えん招しよう戈かが握られていた。

　かがり火の灯あかりの中に、対たい峙じする二人の姿が浮かび上がる。禹の足元からは、陽かげ炎ろうのような闘とう気きが立ち昇のぼっていた。少年の猛たけ々だけしかった顔が、怯おびえたように歪ゆがむ。

　先に動いたのは少年の方だった。雄お叫たけびを上げながら禹に向かって走る。禹は表情一つ変えず、少年を待ち構えていた。

　二人が交差した瞬しゆん間かん、ザクッと肉と骨を断たつ音がした。

　脇わき腹ばらから大量の血を噴ふき、バッタリと少年は禹の足元に倒たおれ伏ふした。遠巻きに見ていた兵たちは、声もなくその様子を見守っていた。

　禹は、刃やいばについた血を振り払はらい、炎招戈を鞘さやに収めた。

「急ぎ、負傷者を手当てせよ。脱走の経けい緯いその他、報告は大室で聞く」

　彼は冷厳な声こわ音ねで命ずると、城内へ戻る。

「三苗族など生かしておくからだ」

　禹が去った後、誰かが怒ど気きを含ふくんだ声で呟いていた。





　禹が部屋へ戻って来たのは、夜が明けて間もない時刻だった。

　いつにも増して威い圧あつ的な気配が濃こかった。心の内を硬い殻で覆おおっているのだろう。

『橋を除のけずに、逃がしてしまえばよかったのだ』

　化蛇は言った。三苗族の少年を斬ったことを、彼が悔くいていると思ったからだ。

　これまで何度も捕ほ虜りよの処しよ刑けいを迫せまられていたにもかかわらず、禹がそれをしなかったのは、少年を死なせるのが忍しのびなかったからだろう。それを自らの手で殺した理由がわからない。

「三人死んだ。あの場で少年を斬り殺さなければ反乱が起こる」

　血濡ぬれた衣ころもを着き替がえながら、禹は淡たん々たんと答えた。

『反乱？』

　化蛇は、大室での報告に聞き耳を立てていたので、死者が三名、負傷者が十四名だったことを知っている。死んだ三名のうち一人は、兵たちから信しん頼らいの厚い将だった。

　兵たちが仲間の死を嘆なげくのはわかる。悲しみが怒いかりにすり替かわるのもわかる。しかしなぜ、それが禹に向けられるのだろうか。

　禹は、人間が愛しいと、すべての命が愛しいと言っていた。三苗族の少年を斬ったことはもちろん、配下の将兵を失って悲しくないはずはない。

　それでもまだ、禹を責めるのか。誰一人、あの少年に敵かなわなかったくせに。

『三苗族が強いのは当たり前だ。死人が出たのはお前のせいではない』

　強いものが弱いものを狩かる──それが自然の摂せつ理りだ。

「人間はそのようには思えないのだ」

　身甲よろいを着け、剣帯に炎招戈を差すと、禹は部屋を出て行った。心を覆う殻は、最後まで硬いままだった。

　それからしばらくの間、禹は帰って来なかった。

　益によると、全軍を率いて三苗族の掃そう討とうにかかったという。

『掃討？　何を馬ば鹿かなことを──』

「睢水北岸に布ふ陣じんしていた三苗族の部隊が移動を開始したのだ。いずれ討うたねば泗水を渡わたられてしまう。将軍には、不平分子の気持ちを戦に向けるという意図もあるのかもしれない」

『向こうには鳴めい蛇だ族がついているのだぞ。鳴蛇族の王には、鸞鳥の幻げん術じゆつも効かないし、鳳皇の光の矢でも傷つかない。その呼気は十里四方を一いつ瞬しゆんで灰にする』

　鳴蛇が最前線に出張ってくるとは思えないが、万一、禹と鳴蛇が遭そう遇ぐうした場合、いくら炎招戈を持っていても、禹には空を翔かける鳴蛇を斬るのは無理だ。死ぬのは禹に決まっている。

「我が軍を案じてくれるのか？　対ついの存在である鳴蛇王ではなく」

　益に問われて、自分でも驚いた。

（我は、禹に死んでほしくないと思っている……？）

　炎招戈の使い手である禹が死ねば、化蛇の存在価値はなくなる。晴れてこの城から出て行けるというのに、なぜか禹の死を望むことができない。

『鳴蛇には心配する要素が一つもないからだ。あれを殺せるものはこの世にはおらぬ』

　自分にも答えが見いだせなかった。だから取りあえずそう答えた。





　五日目に禹が帰ってきた。

　無事帰き還かんの報しらせを耳にした時、自分でも驚くほど安あん堵どした。窓から身を乗り出し、次々と門をくぐる兵の中から禹の姿を目で探す。

　禹は、ニコリともせず、相変わらず威圧的な気配をまとっていたが、彼を取り巻く兵たちの表情は歓かん喜きに満ちていた。

　兵たちの声に耳を澄すませると、驚いたことに勝ち戦だったようだ。

　もちろん三苗族を掃討できたわけではなく、先せん陣じんのいくつかの部隊を討うち滅ほろぼし、泗水南岸の砦とりでを攻こう略りやくしただけらしいが、それでも勝ちは勝ちだ。中原を狙ねらう戦神の末まつ裔えいを、南へ押し返したことは賞賛に値あたいする。

「これで将軍を罪人の子だと中傷する者もいなくなるだろう」

　益は嬉うれしそうだった。

　鳴蛇には会わなかったのかと訊ききたかったが、禹はなかなか部屋に戻もどってこなかった。

　中庭では戦勝祝いの酒盛りが始まったらしい。壁かべ越ごしに兵たちの笑い声に交じって酒を酌くみ交かわす音が聞こえてくる。

　酒盛りは延々と続き、待ちくたびれた益は壁に寄りかかって居い眠ねむりを始めた。この五日間というもの、彼はろくに眠ねむらず、律りち儀ぎに化蛇を見張り続けていたのだ。

　やがて、兵たちの笑い声も聞こえなくなり、酒しゆ宴えんの席でそのまま眠り込んでしまったらしく、代わりにいびきが聞こえてきた。

　それでも、禹は部屋に戻って来なかった。

　化蛇は禹の気配を探さぐった。彼は外城の高こう楼ろうにいるようだ。近くに他ほかの者の気配はない。

（なぜ部屋へ来ない）

　化蛇は益を見やった。小化蛇を縛いましめる呪じゆ術じゆつ師しは、すっかり眠ってしまっている。

　泗水の南岸から三苗族がいなくなり、それにともなって鳳皇や鸞鳥も南下したはずだ。

　化蛇が本ほん性しようを現して、結界をぶち破り、逃げ出すには絶好の機会だった。

　けれど、逃げようと思うよりも、禹がなぜ一人でそのような所にいるのか、そちらの方が気になった。

（まあいい。鳳皇と鸞鳥さえおらねば、いつでも逃げられる）

　化蛇は窓辺からそっと飛び立った。





　真円に近い月が西の空にかかっていた。遅おそい春の風が、微かすかに頬ほおを撫なでる。

　ある程度の高さまで上じよう昇しようすると、高楼に立つ禹の後ろ姿が視界に入った。

　彼は、手すりに手をつき、うつむいていた。

　声はかけなかった。無断で部屋を抜ぬけ出したという後ろめたさがあったからだが、あの威圧的な気配が濃すぎて、声をかけられない雰ふん囲い気きだったからだ。

　化蛇は禹に気取られぬよう、大きく迂う回かいして彼の顔が見える位置へ飛んだ。白い月が禹の横顔を照らす。まとう気配は威圧的だが、その目は暗い。

（悲しんでいるのか？）

　戦いくさに勝ったというのに──？

　彼の視線の先には、泗水の川原に、山のように積まれた矛ぼうや戈ほこ、剣けん、甲かつ冑ちゆうなどがあった。自軍の物もあれば、三さん苗びよう族の物と思われる物もある。みな血濡れて黒光りしていた。死んだ兵の武具だろう。

　化蛇は、酒宴の席で交わされていた会話を思い起こす。かつてないほど凄すさまじい戦で、戦死者は五百を超こえたと言っていた。戦神の末裔と戦えば、それぐらいの犠ぎ牲せいが出ても当然だ。

　人間は死者を祀まつると聞いていたが、それほどの数の死体を持ち帰るわけにもいかず、次の戦で使えそうな武具だけを拾ってきたらしい。

　禹は、それらの武具を暗い目でじっと見つめていた。

　ふと、彼の気配が揺ゆらいだ。同時に表情が歪む。

　その目から滴しずくがぽたぽたと落ちた。

（何だ──？）

　陸で暮らす獣けものが、涙なみだで眼球を潤うるおすことは知っているが、それがこぼれ落ちるのを初めて見た。

　禹を取り巻く威圧的な気配が、ぼろぼろと剥はがれていった。代わりに、その下に隠かくされていた、脆もろく儚はかなげな、ただの人間の気配があらわになる。

（いったい、どうしたというのだ……）

　化か蛇だは呆ぼう然ぜんと禹を見つめる。

　禹の肩かたが震ふるえる。

「ふ……っ」

　固く唇くちびるを引き結んでいるにもかかわらず、呼気が漏もれる。

　手すりを握にぎる指が、ガリッと木の肌はだを掻かく。

　その間にも、涙は止めどなく落ちている。

（嘆きが大きすぎて、溢あふれている……？）

　溢れた嘆きが、涙となってこぼれるのだろうか。

　化蛇はうろたえた。このような禹の姿に驚おどろいていたし、彼の感情に引っ張られて、ひどく辛つらくなってしまったからだ。

　自分では抑よく制せいできない情動に翻ほん弄ろうされながら、化蛇は禹の横顔をただ見つめる。

　彼は、救えなかった味方兵の死を悼いたんでいるのだろうか、それとも殺した敵兵を憐あわれだと思っているのだろうか。両方かもしれない。彼は、すべての命が愛いとしいと言っていたのだから。

　総大将として戦を指揮し、自軍の兵を戦神の末裔と戦わせたのは禹に他ならない。味方兵を死地に送り込み、敵兵を殺せと命じたのだ。勝ち戦を喜べるはずがない。

　ああ、そうか──と、化蛇は思い当たった。

（だから、我は戦が嫌きらいなのだ）

　化蛇は何ものにも傷つけられない強きよう靭じんな鱗うろこを持ち、抜ばつ群ぐんの飛ひ翔しよう速度を誇ほこる。風雨と雷らい霆ていとをもって、他の生きものを滅ぼす力はあるが、自らが傷つくことはない。常に他のものを苦しめる側だ。化蛇は、自分のせいで誰だれかが苦しむのを見るのが嫌いやだった。

　どれほど参戦を請こわれようと、応じなかったのは、他の生きものを苦しめ、命を奪うばうことが嫌だったからだ。

　彼も同じなのだろう。だから、彼は血濡ぬれた武具を見て、独りで嘆なげいている。取り繕つくろえないほど、思いを溢れさせるほどに──。

　──戦が嫌いだから、共工を倒たおし、戦を終わらせたいのだ。

　禹はそう言っていた。

　化蛇は、これまでの数千年、戦わないことを選んできた。

　けれど、禹は戦を終わらせるために戦っている。おのれがどれほど辛くとも──。

　禹のように、すべての命が愛しいとは思わない。自然の営みの中で命は生まれ、また滅んでいく。そういうものだと思っている。

　禹を救いたい、などとおこがましいことも思わない。けれど──。

（戦が終わるといい）

　これまでにないほど、それを強く願った。

　炎えん招しよう戈かと化蛇族の王であるおのれの力が、戦を終わらせる唯ゆい一いつの鍵かぎだ。

　戦が終われば、彼が独りで嘆くこともなくなるのだろう。

　あの少年の頃ころのような笑え顔がおを取り戻すことができるのだろう。甲よろいのような気配でおのれを覆おおい隠すこともなく、あの穏おだやかな陽の気をまとえるようになるのだろう。

（我が禹に従えば……）

　全身が怖おぞ気け立だち、なぜか身体からだが冷えてきた。胸の奥が痛む。禹のために戦を終わらせてやりたいという思いを、身体が拒きよ否ひしているのだろうか。

　脳のう裏りに、鳴めい蛇だとともに過ごした日々が蘇よみがえる。

　眠ってばかりいる化蛇を、鳴蛇が叩たたき起こし、季節を追って黄河から長江へ、空を舞まい、湖を巡めぐり、河か床しようで寄り添そって眠り──。

（最後に鳴蛇と過ごしたのは、いつだったか……）

　巫山の紅こう葉ようを見に行こうと言っていたが、鳴蛇は戦場から離はなれられなかった。巫山の楓かえでの林は焼けた。黄河沿いの柳やなぎも梨なしも李すももも泥でい土どに埋うまった。

　戦が終わらなければ、取り戻すことはできない。

（おのれの片割れを、あの熱い陽の気を──失う覚かく悟ごはあるのか？）

　繰くり返し何度もおのれに問いかけた。

　胸の奥が痛んで苦しかった。身体はますます冷えていったが、温めてくれるものはいない。

　禹もそうだ。だから、独りで嘆くしかない。

　月が沈しずんでしまっても、禹は高楼から下りようとしなかった。化蛇も声をかけなかった。

　声をかければ、彼は涙を閉じこめて、あの甲のような気配をまとおうとするだろう。

　嘆きが涙に変わって、すべてこぼれ落ちてしまうまで、待ってやろうと思った。

　けれど、化蛇は途と中ちゆうで待つのを止やめて、部屋へ戻もどった。

　どれだけ待っても、すべてこぼれ落ちることはないのだ。

　戦が終わらない限り──。





『炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓ちかう。我は、炎招戈の使い手に従い、水すい妖ようの力をもって地上と使い手を護まもり、地上に安あん寧ねいをもたらすまで、変わらぬ忠誠を尽つくすと』

　泗水の川原、益を始めとする将兵らが見守る中、炎招戈を掲かかげる禹の前で化蛇がそう告げたのは、それから十日の後のことだった。

　十日というのは、鳴蛇を裏切る覚悟が決まるまでの時間だ。その間、心の内が読める禹は、化蛇の逡しゆん巡じゆんを承知していたのだろうが、何も言わなかった。

「ありがとう」

　禹は微笑ほほえんだ。哀かなしい笑みだった。化蛇がどれほどの思いで鳴蛇の敵になる決意をしたか、彼にはわかっているからだ。

「私も誓おう。戦を終わらせ、化蛇と鳴蛇が、再びともに暮らせるような地上を取り戻すことを──」

　禹は片手で化蛇の頭を包み、そっと炎招戈の柄つかに寄り添わせた。禹に触ふれるのは、彼が少年の頃に撫なでられて以来だった。手の温かさと心ここ地ちよさは変わらなかったが、あの優やさしい穏やかな陽の気はこぼれてこなかった。

　益が、呪を唱えながら地面に剣を突つき刺さした。大気がビーンと振しん動どうし、小化蛇たちを取り巻いていた結界が解ける。その気配に、眠ねむっていた小化蛇たちが次々と目覚めた。

「出しゆつ陣じんだ！」

　禹が号令した。

　化蛇は、本ほん性しようの巨きよ大だいな姿に戻った。その背に禹を乗せ、小化蛇とともに空へ舞い上がる。

　その日から、化蛇の長い戦いが始まった。



    

  
    
      





　第十九代殷王盤ばん庚こうは、殷の故地に遷せん都とし、衰すい退たいした殷を立て直した人物として歴史に名が残っている。

　当初、遷都には多くの反対の声があり、盤庚はそれらの群臣や民を王城に集めて、彼らに説いたという。

　その時の言葉が、史書には次のように記されている。



　余が遷都するのは、殷の初代王成湯の故地に還かえり、条理を正すためだ。

　容易に実現できることではないと理解している。だが、努力を怠おこたっては何も実らない。

　余は沖ちゆう人じん（童の意）である。ゆえに臣や民の意見を重んじて政まつりごとを行っていきたい。

　国に良いことがあれば、それは臣の功績であり、国に災わざわいがあれば、余に失政の罰ばつが下ったと見なそう。

　余は、成湯の徳を復したい。民に安あん寧ねいをもたらすために──。



　盤庚が成湯の治世を手本にしたのは、成湯が夏の禹王と並び称しようされる聖王だったからだが、それだけでなく、盤庚の心の底には、少年時代にともに過ごした水すい妖ようの存在があったからかもしれない。

　　　　一




　晄は眠ねむることを諦あきらめて、床とこから半身を起こした。

　窓から月明かりがこぼれている。

　枕まくら元もとには、ひよこ姿の鸞が羽を閉じてうずくまり、子犬姿のチャウが丸まっている。煒白は人ひと形がたで壁かべに背を預けて目を閉じている。鸞も煒白も、晄が眠れずにいることを承知して、黙だまって寝ねたふりをしてくれている。

　時々、こんな夜がある。心が重くて、眠れなくなってしまうことが。

　ふいに涙なみだがこぼれる。声は出ない。ただ、はらはらと涙が落ちる。

（汪李……）

　晄は、首から下げた魚の珮はいを握にぎり締しめる。魚の珮には汪李の骸むくろが封ふうじられている。

　汪李は、鳴めい蛇だ王士烈との戦いで傷を負い、最後の力を振ふり絞しぼって炎えん招しよう戈かの炎を消し、そして死んだ。

　共工は滅ほろび、神々の戦いくさは終わった。禹王と湯王と、汪李の望みは叶かなった。けれど、汪李はそれを見届ける前に死んでしまった。

　汪李はこの魚の珮の中にいる──、そう自分に言い聞かせているが、死んだものが戻もどってこないことはよくわかっている。

　汪李が死んだばかりの時は、悲しくて寂さびしくて、声を出して泣いたが、最近ではそういうこともなくなった。ただ、眠れない夜に、突とつ然ぜん、涙が出て来る。そしてその涙は、我が慢まんしようとしても止まらない。

　晄は膝ひざを抱かかえて、膝ひざ頭がしらに額を押しつけた。



　陽よう甲こう王の十七祀し九月、晄が汪李を亡なくしてから半年が経たっていた。



　　　　



　巨きよ大だいな鳥が、黄河上空を北西に向かって飛んでいた。鳥は輝かがやく五色の翼つばさを持ち、頭頂には夕焼け空のような朱しゆ色いろの羽が生えている。羽ばたく度たびに、キラキラとした光の粒つぶが翼からこぼれ、真っ青な初秋の空に吸い込まれていく。巨大な鳥の正体は、崑崙の鳳ほう皇おう──だと思われていたが、実は新種の鳥だった鳳ほうである。

　鳳の背には、晄と楓ふう牙が、累るい焔えん、煒白が乗っている。

　晄は白絹の単衣ひとえに薄うす青あおの裼せき衣いを羽織り、楓牙と累焔は官かん吏りの正装である玄げん端たんを身に着けていた。煒白は人形で、いつもの通り、生き成なりの麻あさの布ほ衣いに細い黒帯を締めている。

「城や家を建てる木材は、西の山から伐きり出そうと思ってるんだ。先に木を運ぶ道を整えておかなくちゃならないね」

　鳳の背の上から、晄は、黄河北岸の遥はるかな山やま影かげに目を凝こらす。黄河から恒こう山ざんまで続くという山脈は、青空の下で黒くけぶって見えた。

「船着き場と街かい道どうの整備も進めたいのだが、各氏族が工人を出すのを渋しぶっている」

　晄の後ろに乗っている楓牙が、やれやれといった声こわ音ねで言った。

「しょうがないね。長期戦は覚かく悟ごしてる。でも、少しずつだけど、遷都に賛成してくれる人は増えてるんだもの。きっとうまくいくよ」

　晄は明るい調子で答えた。

　陽甲王の喪もが明けたら、晄は商邑へ遷都するつもりだった。

　昨年からの、諸しよ侯こうの反乱や鬼き方ほうとの戦で、黄河南岸や王都周辺の里はほぼ壊かい滅めつ状態となった。

　同時進行で王位を巡めぐる氏族間の争いが起こったため、国は滅ぶ寸前にまで追い込まれた。

　人間の戦は何とか終わらせることができたが、その後、鳴蛇が熱波をもたらしたり、風伯が竜たつ巻まきを起こして王都を襲おそったり、神々の戦では共工が黄河の水を操あやつったりと、民たみの不安を煽あおるできごとが相次いだ。

　晄が王太子となって政を行うようになってから、王都は少しずつ活気を取り戻してきたが、民や諸侯の国に対する不信感は根強く、氏族間の抗こう争そうはまだ続いている。

　国を立て直すために、晄の選んだ方法が遷都だった。

　商邑は、湯王が夏の諸侯だった時に治めていた街である。黄河の北、漳水の南に位置し、王都から見ればとんでもない僻へき地ちだが、山脈のすそ野にあるため、洪こう水ずいの心配はない。また、僻地なので開発の余地があり、有力氏族の領地から遠いために氏族間の利権争いを招かずに済む。

　近くには共工の陵りようがあり、炎招戈の使い手である晄が、そばにいられるという利点もあった。

　今日はその遷都に向けて、新しい城の建設予定地へ下見に行くところだ。

　やがて、黄おう褐かつ色しよくの水流の向こうに、岸辺の景色が見えてきた。

『新しい化か蛇だの王が来る』

　最さい後こう尾びに乗っている煒白が言った。振り返ると、黄褐色の黄河を背に、翼を持つ白銀の蛇へびがこちらへ向かって来る。普ふ通つうの小化蛇はみな二尺ぐらいの大きさだが、その小化蛇は三尺近くあり、額の角もほんの少しだけ長かった。

　化蛇族は、王が死ぬと、眷けん族ぞくのうち一番力のあるものが自然に巨大化して、次代の王になるという。

　──私が、炎招戈の炎を消せるほどの雨を降らすことができるようになるには、まだ数年かかる。けれど、その時には炎招戈に誓ちかわせてほしい。

　今年の六月、おそらく彼が汪李の跡あと継つぎに決まって間もなくの頃ころだろう、彼は、眷族を引き連れて、晄にそう告げてくれた。

　それ以来、彼は度々晄の前に姿を現し、時々は、現在の晄の住まいである王城の北の離はなれにもやって来るようになった。

「やあ」

　晄は、近づいて来る化蛇の王に笑えみかけた。化蛇族は飛ぶのが速い。彼はあっという間に鳳に追いつき、晄の目の高さに合わせて、隣となりを飛んだ。

『どこへ行くのだ？』

「洹えん河がまで。新しい城を造る場所を決めようかと思って」

　洹河は商邑の南を流れる川だ。

『同行してもいいか？　人間に姿を見られないようにするから』

「もちろんだよ」

　晄が答えると、化蛇の王は目を細めた。微笑ほほえんだのだろう。

『遷都計画はうまく進んでいるのか？』

「それが、なかなかねー。お引っ越こしって面めん倒どうだもんね。俺、何度も引っ越したから、その気持ちわかるけど」

　晄は苦く笑しようした。

「今まで遷都した祖そ乙いつ王や仲ちゆう丁てい王は、洪水の心配があるからって言って都を移したらしいんだけど、湯王は、亳はく邑ゆうに都を置く時、どうやって群臣や民を説得したのかな」

　独り言のつもりで呟つぶやいたのだが、

『成湯の場合は、夏の領土に新しい国を築くということに意義があった。土地が肥ひ沃よくだったことも、亳邑を選んだ理由だ』

　化蛇の王が返事をしたので、晄はきょとんと目を瞬またたいた。

「そっか。君は、汪李が湯王に仕えていた時、もう生まれてたんだ」

『先王が禹に仕えていた時のことも知っている。けれど、私も異界にいる間に、多くのことを忘れてしまったし、私は滅めつ多たに陸に上がらなかったから、細かいことまではわからないが』

「そうなんだ」

　小化蛇たちの多くは、汪李と同じぐらいの時間を生きてきたのだと、その時に初めて気がついた。身体からだが小さいだけで、小化蛇も汪李と同じように長命なのだ。

　長い、本当に長い時間を、彼は汪李と過ごしていたのだ。鳴蛇との確かく執しつも、汪李の苦く悩のうも、みんな見てきたのだろう。

　対岸が近づくにつれ、河口まで続く大平原が右前方の視界に入る。四し凶きようと戦い、晄が炎招戈で共工を撃うった場所、汪李が死んだ場所だ。

　途と端たんに、ずしりと心が重くなった。

　晄の脳のう裏りに、その時の汪李の姿が蘇よみがえる。背中に大きな穴を空けたまま、海へ流された晄を助けに来てくれた。

　雨を降らせ、炎招戈の炎を消し、力ちから尽つきて落ちていった。そして、白い異界で息絶え、銀の粒になってしまった。

　黄土が積もった大平原はあまりにも広くて、晄が焼いた大地がどの辺りなのかわからない。

　黄河を渡わたりきり、鳳は山沿いに北上する。やがて眼下に広がる森の中に、城じよう壁へきに囲まれた小さな街が見えてきた。商邑である。

　その手前には、巨大な亜あの字形の共工の陵が、白っぽく浮うき上がっている。地下に造った墓なので盛り上がっているわけではないが、土を掘ほり返した場所だけ草が生えていないので白く見えるのだ。

（汪李、見える？）

　晄は、首に下げた魚の珮はいを握にぎる。

　共工が滅ほろぶ前に、人の世を見守るように配下の妖あやかしに命じたこと、化蛇と鳴めい蛇だの争いを終わりにするように言ったこと、禹王と湯王の望みが叶かなったこと──。

　それらのことを汪李に告げたかった。

「晄、しっかりつかまっていないと落ちるぞ」

　楓牙に言われ、晄はハッと我に返った。鳳が降下を始めていた。

　ふと、視線を感じて晄は目を上げた。新しい化蛇の王が、何か言いたげにこちらを見ている。

「何？」

『いや』

　彼は、軽く首を振ふり、前方の洹河に目を移した。

（どうしたのかな？）

　耳を澄すませば、彼の心の声が聴こえるかもしれないが、きっと嫌いやがるだろうと思い、晄は、あえてそれをしなかった。

　その後、晄たちは城の建設予定地を測量し、累焔が方位などを占うらなって、その日は商邑へ一いつ泊ぱくすることにした。

「君はどうする？　一いつ緒しよに商邑へ泊とまる？　それとも黄河へ帰る？」

　商邑へ歩く道すがら、晄は化蛇の王に尋たずねた。

『そうだな……』

　言いよどむ化蛇の王に、

『極ごく小しようの小蛇になって、煒白のぼうぼうの頭の中にでも隠かくれてりゃわからんぜ』

　人ひと形がたになった鳳が、煒白の蓬ほう髪はつを指差した。新しい化蛇の王も、汪李と同じく変へん化げは下へ手ただが、身体を縮めることはできるのだ。

「そうそう。荷物に紛まぎれてもいいし」

　晄がうなずくと、

『いや、今夜は黄河へ帰る』

　彼は、微び妙みような笑みを浮かべた。またあの、何か言いたげな表情だ。

『また明日来てもいいか？』

「いいけど？」

　言いたいのはそれだったのかなと、晄は、夕空へ飛び立つ彼を見上げて首を傾かしげた。





「お帰りなさい。おや、化蛇の王様も御ご一いつ緒しよですか？　いらっしゃい」

　翌日の夕刻、晄たちが楓牙、累焔とともに王城の北の離れへ戻もどると、舜しゆんは見えにくい目を凝こらして、天てん井じよう近くを飛ぶ化蛇の王を目で追った。

　化蛇の王は、朝方、言葉通りに晄たちの作業現場にやって来て、所在なさそうにその辺で過ごし、そのまま何となくといった様子で、晄たちについてきたのである。

『かだのおーさま、ひさしぶりー、あそぼー』

　チャウは大喜びで、早さつ速そく子犬から鳥に変化し、化蛇の王を追いかけ回す。

『また、いきなり──』

　化蛇の王はサッと身を翻ひるがえしてチャウを避よけた。土ど剋こく水すいの理ことわりに則のつとり、土の妖のチャウがのしかかると、水すい妖ようの化蛇の王は身動きできなくなるのだ。

「はいはい、もう御ご飯はんだから二人ともおとなしくして」

　莉り由ゆうが、夕ゆう餉げの膳ぜんを運んできた。

　化蛇の王が床ゆかに舞まい降りると、『つかまえたー』と、すかさずチャウが上に乗る。

『あと三年もすれば、お前など──』

　彼は、チャウの下でのたうちながらブツブツと文句を垂れる。

「こういう控ひかえめな怒おこり方は、汪李に似ているかもしれないな」

　楓牙は微笑ましそうだった。

「で、晄ちゃん。新しいお城の場所は決まった？」

　莉由が粥かゆを盛った碗わんを晄に手渡す。

「うん。測量もこれで終わりだから、明日から図面を描かき始められると思う」

　晄が答えると、

「図面は工人に任せ、少しまとまった休みをとらぬか？」

　楓牙が言った。

「休んでもいい？　評議も？　それじゃ──」

「ああ。粟あわの実りも順調だし、四、五日なら王都を留守にしても問題ないだろう。舜の目を治さねばならん」

「やった！」

　晄は腰こしを浮かせた。

『舜の目は治るのか？』

　そう尋ねたのは、化か蛇だの王である。莉由が干した小魚の皿をチャウの前に置いたので、化蛇の王はチャウから解放されていた。

「うん。五ご龍りゆうの宝ほう珠じゆか、仙せん桃とう樹じゆの実か、神の聖水があれば」

　今年の冬、舜は、共工の気を封ふうじるための呪具を作ろうとして、章玄に呪じゆ詛そをかけられ、右目の視力を失った。左目も辛かろうじて見える程度だ。

　呪詛は解けないと諦あきらめていたのだが、累焔の占いで、それら三つの品が舜の目に効くことがわかった。晄は一刻も早くそれを取りに行きたいと考えていたのだが、政まつりごとを滞とどこおらせることもできず、今日まで延び延びになっていたのである。

『どれも至上の宝物だな。手に入れるのは難しそうだ』

　化蛇の王は言った。

『五龍の宝珠は無理だと思う。五匹ひきの龍を捜さがすだけでも何年もかかってしまう』

　博識の煒白が言った。

『仙桃樹の実は？』

『実りの時季なら、おれが行って、こっそりもいで来るんだけど。あれは、三千年に一度しか実らねえ。で、次に実るのは四百年後』

　もと崑崙の住人である鳳が答えた。

「じゃ、神の聖水は？　煒白が、西王母様が浸つかった風ふ呂ろの残り湯は聖水になるって言って、使ったことあったよね」

　晄は、昨年の夏に起きた仙桃樹の精の拐かどわかし事件で、呪詛をかけられた使節団に、煒白が西王母の風呂の残り湯をかけて呪詛を解いたことを思い出す。

『西王母様は特に力のある神だから、身を浸ひたした湯が自然と聖水になっちまうんだ。けど、本当は、やたらに人間にそういうものを分けちゃいけねえことになってる。乱用すると自然界の均きん衡こうが崩くずれるんだってさ』

「聖水をくださいじゃなくて、お風呂へ入りに来てくださいって言えばどうかな。陝邑の露ろ天てん風ぶ呂ろに招待したら来てくれるかも。西王母様ってお風呂好きでしょ？」

　去年の夏、陝邑へ来た西王母はいきなり風呂に入った。秋に、山になった息そく壌じようすなわちチャウを縮める方法を訊ききに崑崙へ行った時にも、西王母は風呂に入っていた。また今年の冬、五色の玉を練ってもらうために崑崙を訪おとずれると、やっぱり西王母は風呂に入っていた。そして何と、晄と舜、楓牙、累焔は湯ゆ殿どのへ通され、入浴中の西王母に拝はい謁えつしたのだ。それはともかくも、西王母の入浴率はとても高い。

『風呂は好きだけどさ、特別な用事でもない限り、西王母様は地上には降りて来ねえよ』

「そうとわかっていれば、共工の葬そう礼れいの時に、お風呂に入ってもらえばよかったわね」

　莉由は残念そうに首を傾かたむけた。

「それじゃ──」

　正面切って聖水を分けてもらうことはできない。西王母の湯殿には行ったことがある。鳳鸞は西王母のお気に入りだ。そして、神々の住まう天墉城のつくりにも詳くわしい。

　となれば、聖水を手に入れる方法はただ一つ──。

　その場にいた男たちは、互たがいに顔を見合わせてうなずき、チラと、莉由の顔をうかがった。

（崑崙の西王母の湯殿へ忍しのび込んで、風呂の残り湯を汲くんでくるしかない）

　みながそう思ったのだが、莉由の前で口に出すのははばかられた。

　楓牙がコホンと咳せき払ばらいし、

「明日の午前中、今日の測量や占せん術じゆつの結果を各部署に下ろし、昼餉の後には王都を出られるようにしよう」

　取りあえずそう言った。行き先については明言しない。

「わかった。舜しゆん兄にい、待たせちゃったね」

　晄が舜に目を移すと、

「忙いそがしい時に、迷めい惑わくをかけてごめんなさいね。晄ちゃん、どうか無理しないで」

　彼は困ったような笑えみを浮うかべていた。

　莉由は、「晄ちゃん、気をつけてね」と、晄にはとても心配そうな顔を向けたが、

「王子、頼たのむわよ。死んでも晄ちゃんを守り抜ぬき、お兄ちゃんの目を治してちょうだい」

　楓牙には厳しい命令口調だった。愛の一欠片かけらも感じられない。

　けれど楓牙は、「わかっている。任せておけ」と、とても嬉うれしそうに胸を張った。

（莉由から直接呼びかけられたのは何ヶ月ぶりだろうか。それに、私を頼たよってくれている）

　という主あるじの心の内を、累焔は察したのだろう。

「おいたわしや。楓牙様」

　小声で呟つぶやく累焔の声が、晄の耳に届いた。





『ねーねー、かだのおーさま、きょうはとまってって』

　夕食後、再びチャウと化蛇の王との追いかけっこが始まった。本気で逃にげれば捕つかまるはずはないのだが、わざとなのか化蛇の王は、時々チャウに捕まり、そのうちに夜が更ふけた。

『う、うむ』

　チャウの下した敷じきになったまま、化蛇の王が晄に視線を投げかける。

「君さえよければ、俺は全然構わないけど、チャウに潰つぶされるかも」

　晄が笑うと、彼は例の微び妙みような笑みを浮かべた。

　楓牙と累焔は北堂の自室に帰り、晄は離はなれの寝しん室しつで夜具の支し度たくを始める。

「さ、遊びは終わりにして。もう寝ねる時間だよ。明日の夜は、鳳の上だから眠ねむれないし」

　晄は夜具に潜もぐり込んだ。鸞もひよこ姿でうずくまり、煒白は壁かべ際ぎわに座る。

『ねーねー、ごりゅうのほーじゅと、せんとーじゅのみと、かみのせーすい、どれをとりにいくの？　ぼくもついてっていい？』

　化蛇の王を抱だき込んだまま、晄の枕まくら元もとで丸まったチャウが尋たずねた。

「多分、西王母様の風呂の残り湯を汲みに行くことになるから、チャウはお留守番してた方がいいかも」

　万一、濡ぬれると無限に殖ふえる息壌に、西王母の神気が溶とけた湯がかかったら、どんな大災害が起こるかわからない。

『ざんねーん。でもがまんする。ぼく、おりこう？』

　チャウはパタパタ尻しつ尾ぽを振ふり、「おりこうだよ」と、晄は夜具から身を乗り出してチャウの頭を撫なでる。

『晄──』

　その時、チャウの下から、化蛇の王が顔を出した。

「何？」

『その……』

　化か蛇だの王はしばらく躊躇ためらっていたが、やがて『チャウにどくように言ってくれないか』と蚊かの鳴くような声で言った。

「何だ、そんなこと。早く言ってくれればいいのに」

　晄は笑いながら起き上がり、チャウを抱き上げて横へ置いた。チャウはすでに小さないびきをかいて眠り込んでいたからである。

　化蛇の王は憮ぶ然ぜんとした様子で小こ蛇へび姿になり、チャウの隣となりでとぐろを巻いた。その姿も、ふてくされたような態度も汪李にそっくりだ。

「お休み」

　何だか切なくなって、晄は上うわ掛がけを頭からかぶり、無む理り矢や理り目を閉じた。



　寝息を立て始めた晄の寝顔を見て、化蛇の王は溜ため息をついた。

『ともに崑崙へ行きたいと、素す直なおに仰おつしやればよろしいのに』

　化蛇の王の隣で藍あい色いろのひよこが囁ささやいた。

『昨日の、商邑へ泊とまるかと訊かれた時もそうだ。晄の左ひだり腕うでで腕うで輪わのふりをしたいと、なぜ言わなかったのだ？』

　壁かべに寄りかかったまま、煒白が言った。

『余計なお世話だ』

　化蛇の王はそっぽを向く。

『素直ではないところまで、汪李によく似ている』

　煒白はクスクス笑った。

　その時、バサリと上掛けを蹴け飛とばして晄が寝返りを打った。額には汗あせが浮いている。

　上掛けを頭からかぶっていては暑いだろうが、腹を出していたら風か邪ぜを引くのではないかと、化蛇の王は、背に翼つばさを生やして飛び立つと、上掛けを咥くわえ、晄の胸まで引っ張り上げた。

　突とつ然ぜん、晄が化蛇の王をつかんだ。ギョッとして化蛇の王はバタバタおたおたする。

「……冷たくて、いい気持ち……」

　晄は横向きになって、化蛇の王の背に頬ほおを載のせ、また寝息を立て始めた。

　化蛇の王は、晄の寝顔をしばらく見ていたが、やがて脱だつ力りよくして目を閉じる。

　ふと、背中が濡れるのを感じて、化蛇の王は目を開け、晄を振り返った。

　閉じた瞼まぶたから頬へと涙なみだが伝っていた。

「汪李……」

　微かすかな声で、晄が言った。

「よかった、そこにいたんだね……捜さがしてたんだ……」

　涙が止めどなく流れているにもかかわらず、晄は微笑ほほえんでいた。汪李の夢を見ているのだろう。鸞と煒白が、痛ましげに晄を見つめる。

『……だから、言えないのだ』

　化蛇の王は、ぼそりと呟いた。



「化蛇の王様、起きてます？」

　戸口が開き、密ひそやかな舜の声がしたのは、それから数刻の後のことだった。

　化蛇の王はそっと晄から身を離し、パタパタと羽ばたいて彼のもとへ向かう。いつもほんわり笑顔の舜が、珍めずらしく真しん剣けんな顔をしていた。

『何だ？』

「こちらへ──」

　彼は化蛇の王を手招いて、自分の寝室へ連れて行った。その部屋には、青銅器の型に使う粘ねん土どや、鑿のみや削さく刀とうなどが雑然と置かれていた。

「実は折り入って、あなたにお願いがありましてね」

　舜は、その中から竹の札を綴つづった巻物を手に取り、化蛇の王の前に広げた。

「これは佟とう韋いさん、ご存じですよね、桃とう林りん領主で華山の巫ふ術じゆつ師しの──。彼が残していってくれた竹簡なんですが」

　彼はそう言って、竹簡に描えがかれた図を指差しながら、内容を説明し始めた。

「僕は目を病やんで、一いつ旦たんは呪具を作ることを諦あきらめました。けれど、このことを知って、もう一度だけ呪具を作れるようになりたいと思いました。だから、西王母の湯殿なんて、とんでもない所へ晄ちゃんを送り出す決心をしたんです」

　おおよその説明を終えると、舜は化蛇の王に向き直った。

「ひどいお願いだと重々承知しています。また、僕がしくじれば、あなたに危険が及およぶこともわかっています。でも、あなたにしかこの役目は果たせない。どうかあの子のために、その身を一時、僕に預けてくれませんか？」

　舜の切れ長の目が、すがるように化蛇の王を見つめた。

　化蛇の王はゆっくりと、けれど、深くはっきりとうなずいた。

『命など惜おしくない』

　かつて、先王汪李が、禹王の涙を止めるために彼に従ったように、自分も晄の涙を止めてやりたいと、そう思った。

　　　　二




　翌日の午後、大鳥の姿の鳳に乗って、晄たちは崑崙に向けて王都を出発した。

『西王母様は、緊きん急きゆう時以外は、朝、昼、夕、夜の四回風ふ呂ろに入る。風呂の湯は毎回取り替かえるから、西王母様が風呂から上がった直後をねらわなきゃならねー』

　黄河上空を西に向かいながら、鳳は言った。

　背に乗っているのは、晄と楓牙、累焔、煒白の四人である。化蛇の王は、朝、晄が起きた時にはもういなかった。舜が言うには、黄河に戻もどったとのことだった。

　晄も楓牙も累焔も正装し、その上に裘かわごろもを羽織っている。晄は炎えん招しよう戈かを佩はき、楓牙は人は斬きれないが妖あやかしは斬れるという三み振ふりの宝ほう剣けんを携たずさえている。累焔は、剣けんの他ほかに背に弓を負っていた。

　煒白は小ぶりの櫃ひつを抱かかえている。中身は莉由手作りの黍きび餅もちだ。莉由に「取りあえず崑崙へ行ってみる」と言ったら、手ぶらでは失礼だと持たされたのである。

「神々のお住まいである天墉城は、やはり様々な呪じゆ術じゆつで護まもられているのでございましょうね」

　累焔が言った。彼は占せん術じゆつで、西王母の湯ゆ殿どの攻こう略りやくの方法を占うらなったのだが、それらの呪術のせいか何も占みえなかったという。

『だな。呪具を使ったもの、言こと霊だまによるものが組み合わされて、生きものだけじゃなくて雨や風も通らねえようになってる。崑崙には、お宝以外にも、地上に持ち込んだら天変地異が起こるような物が山ほどあるからさ、警けい戒かいは厳重だ』

　濡れると殖える息そく壌じようのチャウもその一つだ。その昔、禹王の父である鯀が、息壌を盗ぬすみ出したが、洪こう水ずいを治められずに罰ばつせられたという伝説がある。

「西王母は、私たちが風呂の残り湯を盗みに来ることに気づいているだろうか？」

　そう尋ねたのは楓牙である。彼は、今回の風呂の残り湯窃せつ取しゆ作戦の参さん謀ぼうだ。

『どうかなー。神々はその気になれば、地上のできごとをかなり細かいとこまで調べられるけどさ、日ひ頃ごろから一人一人の会話に耳を傾かたむけてるわけじゃねえし』

「まずは、天墉城の門だな」

　楓牙の呟つぶやきに、晄は天墉城の壮そう麗れいで堅けん固ごな門を思い起こす。

　天墉城の門は、九面虎こ身しんの神、開明獣が見張り、その上空を、鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようが昼夜交こう替たいで警戒にあたっている。もしもこちらの目もく論ろ見みが向こうにばれていて、門を開けてもらえなければ侵しん入にゆうは難しい。

「最悪の場合は、鳳鸞の力で陰いん陽ようの巡めぐりを止めることになるが──」

　楓牙は、湯殿への潜せん入にゆうと、湯の窃取から天墉城脱だつ出しゆつまでの手順を念入りに確かく認にんした。

　やがて日が沈しずみ、鳳は鸞に替わった。夜半には、雪ゆき化げ粧しようした祁連山の山並みを抜ぬけ、夜明け前には星宿海を渡わたった。黒い台地に点在する湖が月を映し、星宿海はその名の通り、地上に星が降りたような光景だった。

　夜が明け、鸞は再び鳳に替わった。それとほぼ同時に、前方の雲の上に崑崙が見えてきた。

　崑崙は普ふ通つうの山とは異なり、すそ野が狭せまく、頂にいくに従って膨ふくらんでいるため、すぐにそれとわかる。頂上は、北と西、東に峰みねを持ち、天墉城があるのは南の平らな部分だ。

　やがて、九ここの重えの楼ろう閣かくが見えてくる。白玉の楼閣は、今は朝焼けに染まり、朱しゆ色いろに輝かがやいていた。周囲には、玉や金で飾かざられた高楼がいくつも立ち並び、薄うすい霞かすみが九色の光を放ちながら漂ただよっている。それらの建造物を囲む城じよう壁へきは黄金だ。

　晄が崑崙を訪おとずれるのは四回目である。これまでは、この景色を見る度たびに崑崙の雄ゆう大だいさや天墉城の美しさに目を瞠みはったが、今回ばかりはそんな余よ裕ゆうはない。凍いてつくような風にさらされているというのに、手の平が汗ばんでいた。

　間もなく天墉城の方から、数羽わの鳳皇がやって来た。来訪者を迎むかえるのは彼らの仕事だ。

『よう』

　鳳は軽快な調子で、鳳皇たちに声をかけた。胸をややそり気味にして、とても誇ほこらしげだ。

　彼はなかなか成鳥になれないことを悩なやんでいて、これまでの崑崙訪問では、ひよこ姿で晄の懐ふところに隠かくれ、自分より年下の鳳皇に出迎えられるのをとても嫌いやがっていた。無理もない。しかし、いきなり攻こう撃げきされる可能性もあるのだ。成鳥の姿を誇っている場合ではない。

『本日は、どのような用向きであろうか？』

　案の定、鳳皇は宙で停止すると警けい戒かい心しんもあらわにそう尋たずねた。ちなみに、今までの崑崙訪問で、理由を尋ねられたことはない。

『表敬訪問てやつさ。晄が王太子になったんで、黄帝に挨あい拶さつに来たんだよ』

　鳳は平然として、打ち合わせ通りに答えた。

　その間に、晄は鳳皇たちの表情に目を凝こらし、耳を澄すませる。

　──西王母様が、炎招戈の使い手が来たら報告するようにと仰おつしやっていたが、何かあるのだろうか。

　鳳皇たちはそんなことを考えているようだった。つまり、西王母は晄たちの目論見に気づいているが、少なくとも鳳皇には知らされていないということだ。

『それはそれは──。三代目の炎招戈の使い手も、禹王や湯王と同じく、王になられると』

　おめでとうございますると、鳳皇たちの表情が緩ゆるむ。

「ありがとう。共工との戦いくさや、葬そう礼れいの時にはお世話になったね」

　晄も肩かたの力を抜いて、鳳皇たちに笑えみかけた。共工が滅ほろんでから、彼と梓し羅ら々らを陵りように葬ほうむるまで、二人の骸むくろを鳳皇と鸞鳥に交替で見張ってもらっていたのだ。

『黄帝もさぞお喜びのことだろう』

『それにしても、鳳が、炎招戈の使い手を乗せて崑崙に来るとは──』

『ふふん。おれを地上に降ろした黄帝の目は確かだったってことさ』

　そんな話をしながら、鳳皇たちの先導で、鳳は天墉城の東門へ向かう。

　天墉城の門柱は黄金でできている。門柱の間には玉の扉とびらがあり、雲うん紋もんや雷らい紋もん、獣けものや妖の浮うき彫ぼり装そう飾しよくが施ほどこされていて、門柱も扉も見上げるほど高い。

　その門の前には人の顔をした虎とらが寝ねそべっていた。開明獣である。

『驚おどろいたな。話には聞いていたが、あのひよこが、ここまででかくなるとは』

　彼は、着陸した鳳をニヤニヤと眺ながめ、

『どうだ、見直したか』

　鳳は、ここでも誇らしげだった。

　晄は、鳳から降りて、彼が人ひと形がたに変へん化げするまでの間に、開明獣の心の声に耳を澄ましたが、何も聴こえてこなかった。開明獣の額には、小さな顔が八つついているのだが、その表情も様々で、何を考えているのか読み取れない。神や妖、人間の別を問わず、心の内を隠すことに長たけているものは案外多いのだ。

『化か蛇だの王が身み罷まかったそうだな』

　開明獣の目が晄に向いた。汪李の死を悼いたむ心がチラリと垣かい間ま見みえる。

「はい……」

　晄がうなずくと、『さぞ、心残りであったろう』と、彼は小さな溜ため息をついた。

　開明獣が、晄たちの訪問について、西王母からどのような指示を受けているのかわからないが、ともかく彼は『通るがよい』と立ち上がり、横へ退どいた。白玉の門もん扉ぴが音もなく開く。

（こんなに、すんなり城内へ入れるなんて──）

　かえって不安だ。

　門を抜けた途と端たん、これまでの寒さが失うせた。暖かなそよ風が芳かんばしい香かおりを運んでくる。天墉城を護る呪術が、外界の大気の侵入を阻はばんでいるのだ。

　地面には、磨みがかれた水すい晶しようのような石が敷しき詰つめられ、煌きらびやかな高楼を映している。

　鳳を先頭に、晄たちは、油断なく辺りの気配をうかがいながら奥へ進んだ。

　ふと、前方を白しろ兎うさぎの群れがぴょんぴょんと横切った。彼らは、一いつ斉せいにこちらを振ふり向き、

『あれ、鳳だ』『何しに来たのさ』『あたしたちに大きな姿を見せたくなったとか』『そういや、共工のお葬そう式しきの時は夜だったから、鸞だったもんね』『崑崙まで飛んできたぞって、鳳皇やあたしたちに言いたいんじゃないの』『で、すごいねーって誉ほめてもらいたいんでしょ』『なりばかりおっきくなっても、中身は子どもねー』

　口々にそう言いながら、ぴょんぴょんこちらへやって来た。騒そう々ぞうしすぎて、心の声が聴こえない。

『お前らの挑ちよう発はつには乗らねーよ』

　鳳はフンと胸をそらし、ずんずんと歩き出す。

『大人ぶってるとこが、子どもよね』

『うるせーよ』

『本当は、ここでおっきな姿になりたくてうずうずしてるに違ちがいないわ』

　白兎はぴょんぴょん鳳の周りを取り囲む。その間にも、『あ、鳳だ』とわらわらと白兎が集まって来る。

『ねえねえ、本ほん性しよう、現してみて』

『日の光と月の光を操あやつって、神々の動きを止めたんですって？』

　高楼の陰かげや回かい廊ろうからも白兎が現れ、その数は増える一方だ。しかも、足元をぴょんぴょん飛び跳はねるので、うまく歩けない。鳳との距きよ離りが少しずつ開いてきた。

（何か変だ）

　気づいた時には、白兎に押されて、西王母の湯殿がある瓊華堂とは違う方向に向かっていた。

「鳳、待って！」

　晄は、遠ざかっていく鳳の後ろ姿に声をかけたが、白兎がやかましいせいか、彼は気づかずに、碧へき玉ぎよくの高楼の角を曲がってしまった。

　ふと見回すと、辺り一面が白兎の海と化していた。果てが見えない。

「嘘うそ!?」

　晄のやや後ろには楓牙と累焔、煒白がいるが、彼らも白兎の波に流され、それぞれ別々の方向へ進んでいた。

「ちょ、ちょっと、君たち。道を開けてくれないかな」

　西王母の使いである白兎を、蹴け飛とばして歩くわけにもいかない。

『ごめんね。西王母様から、あなたたちをここで足止めするようにって言われてるの』

　周囲の白兎たちが、一斉に晄を見上げた。少し潤うるんだつぶらな瞳ひとみを、パチパチと瞬またたかせる。

「────っ」

　そんな顔をされたら、余計に蹴飛ばせない。楓牙と累焔、煒白も同じような状じよう況きように陥おちいっているらしく、おたおたと白兎の波に流されて行った。

『開明獣様が、あなたたちを城内へ入れたのは、鳳鸞を連れ戻もどすためだったの』

「え!?　それじゃ……」

　晄は鳳が消えた高楼の角を振り向こうとして、白兎に足をすくわれた。

「うわっ」

　倒たおれかかった晄を、白兎たちはひょいっと担かつぎ上げ、ぴょ～んぴょ～んと足並みそろえて、走り始めた。ものすごい速度だ。

「ちょ、ちょっと、待っつ！」

　待って、どういうこと!?　と言おうとして舌を噛かんだ。起き上がろうとしても、仰あお向むけで手足をつかまれている上に、白兎の背はもふもふ、ふにゃふにゃしていて力が入らない。

『西王母様は、それはそれは鳳鸞を可愛かわいがってらっしゃって』

『早く崑崙に帰ってこないかって、待ちわびておいでで』

『この機会に、捕つかまえてしまえと』

　白兎たちは口々に言いながら、信じられない速度で晄を運んでいく。

　晄の視界に、金銀の高こう楼ろうや、宝玉の実る樹きが、シュッシュッと現れては消えていった。

『で、あなたたちはいらないから、捨ててしまえと──』

　ブン！　と、白兎たちは晄を放ほうり出した。

「え、ええっ!?」

　一いつ瞬しゆん、身体からだがふわっと浮き、視界の隅すみに大きな穴が映った。

「ひあ～～」

　晄は頭からその穴に落ちていく。穴の縁ふちに並んだ白兎の顔が次し第だいに遠ざかっていった。

（ううう嘘──!!）

　この穴、まさか地上まで続いているのでは？　そうだとしたら絶対に助からない。

　今までなら、こういう場面では汪李が助けてくれたが、彼はもういない。鳳も、煒白も白兎に連れ去られた。もうだめだ、とギュッと目を閉じた瞬間、

　ボチャーン！

　全身に衝しよう撃げきが走った。ドンと水圧がのしかかる。途端に頭が真っ白になった。

（ひ────っ！）

　晄は半はん狂きよう乱らんで手足をばたつかせた。

（助けて！　溺おぼれる！）

　地面に落ちていたら命はなかったとか、怪け我がはなさそうだなどと考える余よ裕ゆうはまったくなかった。炎えん招しよう戈かの使い手になって以来、水に落とされることは何度かあったが、水みず恐きよう怖ふ症しようは未いまだに治っていない。

『落ち着きなされ、御み子こよ』

（だって、息が、息が──）

　と言いかけて、呼吸ができることに気がついた。

「あれ？」

　目を開けてみると、いつの間にか温かい光に取り巻かれていた。淡あわく柔やわらかく、黄こ金がね色いろと白とが入り交じったような色の光だ。それが卵のように晄を包んでいる。

　黄河に落ちた時に、晄は何度かこの光に助けられている。と、いうことは──。

「河伯の使いのおじいさん!?」

『お久しゅうございます』

　晄は、ハッとして声の方向を振り返った。これまで、河伯の使いの声は、直接頭の中に飛び込んできたのだが、今回は、肉声として聞こえたからだ。

　光の向こうに、彼はいた。玄げん端たんを身に着け、袖そでに隠かくれた両手を胸の前で重ねている。ニコニコと笑えんだ顔は、声の通り人が好よさそうだった。

　河伯の使いの正体は、先々代の大だい史し令れい、隗かい昭しよう明めいである。晄の父である南なん庚こう王に仕え、章玄に殺されそうになった赤子の晄を黄河に流し、自らを供く物もつとして晄に河伯の加護を与あたえた人物だ。

「びっくり……」

　今まで声だけだったのに、と晄は目を瞬いた。

『ここは神々のおわす崑崙ゆえ、神気により、拙せつ者しやにも人の姿をとることができるのでございますよ。ちなみに、ここは黄河の源となる泉にございます』

　昭明は言った。

「黄河の源……」

　見回せば、水は清く透すき通り、九色に輝かがやいている。遥はるか頭上から降り注ぐ光を映しているのだ。泉そのものは直径二丈じようほどの円形で、垂直の岩の壁かべに囲まれている。その一部に両手を広げた程度の穴があり、水はその穴へ静かに流れ込んでいた。穴から流れ出た水が地上世界へ続き、黄河になるのだろう。

　晄を包む光の卵も、ゆっくりとそちらに向かっていることに気づき、晄は慌あわてた。

「ちょ、ちょっと、俺、今地上に戻るわけにはいかない！」

『さようか』

　昭明が袖から手を出し、軽く振った。光の卵が止まる。

『御子よ。王太子になられたとのこと、まことにおめでとうございまする』

　彼は水中で拝礼の姿勢を取った。

『拙者と南庚王の悲願、十七年目にしてようやく叶かない申した。黄よ泉みにおられる南庚王もさぞやお喜びのことと存じまする』

　顔を上げた昭明の目は潤んでいた。

「ありがとう」

　晄は微笑ほほえんだ。

『拙者はいついかなる時も、御子をお守り申し上げておりまする。どうかお健すこやかに、よい国を築いてくださりませ』

　そう言うと、昭明はスッと姿を消した。

「え？　ちょっと待って、お健やかにって──」

　そこで消えるの？　俺はいったいどうなるの？　と、呼びかけようとした時、

　ボチャーン！　ボチャーン！　ボッッチャーーン!!　バチャ！

　四連続で、水みず飛沫しぶきが上がった。

「ひゃ～」

　光の卵が揺ゆれ、晄は思わず透とう明めいな殻にしがみつく。

　揺れと水すい泡ほうが治まってみれば、落ちてきたのは楓牙と累焔、煒白だった。三番目の一ひと際きわ大きい水音は、巨きよ漢かんの煒白のものだったらしい。最後のバチャは黍きび餅もちの入った櫃ひつだ。櫃は沈しずまず、水面にぷかぷか浮ういている。

　楓牙と累焔は手で水を掻かいて水面へ上がり、煒白は光の卵に気づいて、こちらへ泳いできた。彼は卵を抱かかえて上じよう昇しようし、水面へ出る。途と端たんに、光が弾はじけて卵が消えた。

「わわっ」

　晄は慌てて煒白にしがみついた。

「晄、無事だったか！」

　楓牙と累焔が振ふり返る。

「うん。みんなも怪我はない？」

「落ちた先が水でよかった。しかし、兎うさぎに手も足も出ぬとは──」

　武芸には自信のある楓牙と累焔は悄しよう然ぜんとし、『兎だから手も足も出せなかった』と、戦うために創つくられた神しん妖よう煒白は憮ぶ然ぜんとしていた。

「ここは？」

　楓牙が辺りを見回す。

「黄河の源だって。河伯の使いのおじいさんが言ってた」

『地上へ帰れということだろう』

　煒白が岩壁に空いた穴を見つけて呟つぶやいた。

「西王母様は、鳳鸞を連れ戻したかったみたい」

　晄は、白しろ兎うさぎたちが言っていたことを伝えた。

「やはり、私たちが聖水を取りにきたことに感づいていたのか」

　楓牙は奥歯をきしらせる。

「でも、せっかくここまで来たんだもの。俺、諦あきらめたくない。鳳鸞の気持ちも確かめたい」

　鳳鸞は、共工の復活を危き惧ぐした黄帝の命令で地上へ降りた。共工を倒した今、彼らが地上に留とどまる理由はなくなったが、晄は鳳鸞と別れたくなかった。

　そこへ、『おーい』と頭上で呼びかける者があった。

　見上げると、穴の縁から、冕べんという白玉を垂らした冠かんむりをかぶった男がこちらをのぞいている。

「軒轅!?」

　彼が黄帝、すなわち炎招戈の作り主だ。

『白兎は行ったよ。大だい丈じよう夫ぶかい？』

「大丈夫だけど……」

『西王母の風ふ呂ろの残り湯を汲くみに来たんだろ？　白兎に運ばれて行く君たちの姿を見かけたんで、こっそり追いかけてきたんだ。登れるかい？　それとも綱つなか何か持って来ようか？』

「手を貸してくれるの？」

『もちろん。舜は共工の右手を封ふうじてくれたんだ。目を治してやりたいと思っている』

　黄帝は、人好きのする笑顔で言った。

『綱はいらない。私が一人で運べる。晄、私の背につかまっていろ』

　晄を背負い直すと、煒白は本ほん性しようの駮はくの姿になった。四し肢しは虎とら、身体は馬に似て、体毛は真しん珠じゆ色、尾おと瞳ひとみだけが黒だ。額には反り返った一本の角が生えている。

『また兎が来るかもしれない。三人一いつ緒しよに上がった方がいい』

　煒白はそう言って、身体をいつもより一回り巨きよ大だい化かさせると、楓牙と累焔も背に乗せた。晄は煒白の首にしがみつき、楓牙と累焔はたてがみをつかむ。

　累焔は、煒白のたてがみをつかむ前に、『無む駄だにしては、莉由殿どのの罰ばちがあたります』と言って、黍餅の入った櫃を抱えた。占せん術じゆつ師しならではの予感だろうか。

　煒白はちゃぽちゃぽと水を掻いて壁かべ際ぎわに寄ると、ガシッとかぎ爪づめのついた前足を岩に食い込ませた。ガシッガシッと岩をつかみ、煒白は垂直の岩壁を難なく登っていく。

『さすが、神妖の駮だね』

　黄帝は目を丸くしていた。

　晄一人なら、煒白はこのくらいの岩壁なら、駆かけ登ることができる。ゆっくり登っているのは、たてがみにぶら下がっている楓牙と累焔への配はい慮りよだ。

　穴から出てみれば、周囲は美しい花が咲さき乱れる野原だった。暖かいそよ風には芳かんばしい香かおりが混じり、九色の霞かすみが漂ただよっている。天墉城の南なん端たんなのか、黄金の城じよう壁へきが間近に迫せまり、九ここの重えの楼ろう閣かくがその反対側に見える。楼閣の遥か向こうには切り立った峰みねが霞かすんでいた。

『見張りの白兎が数匹ひき残っているから、伏ふせていて』

　そう言う黄帝は、小さな黄色い龍りゆうに乗っていた。いつものように、白い縞しまの衣ころもに綦うすあおの帯を締しめ、腰こしに大刀を佩はいている。その体たい躯くは逞たくましく、王の装しよう束ぞくよりも甲かつ冑ちゆうの方が似合うだろう。濃こいめの眉まゆに、高い鼻び梁りよう、口元は引き締まり、全体としては男らしいが、人好きのする優やさしい眼めをしている。神のような完かん璧ぺきな美び貌ぼうではないのは、彼がもとは人間だからだ。

『大きな龍を連れて来られれば、みんなを乗せて瓊華堂までひとっ飛びなんだけど、僕にはこれしか貸してもらえなくてね』

　黄帝は、龍の背に身を伏せ、龍はそろりそろりと楼閣の方へ這はっていく。

　煒白も背を低くして、草の中を移動し始めた。煒白の背の上で、晄たちも身を伏せる。

『──いい匂においがする。それは何？』

　黄帝は累焔が持っている櫃に目を留めた。

「鼻がいいんだね。神様になると嗅きゆう覚かくも倍増するの？　莉姉りーねえが作ってくれた黍餅だよ」

　晄が答えると、『黍餅？』と、黄帝は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

（もと人間なのに、黍餅を知らないのかな？）

　彼が人間だった時代には、黍餅がなかったのだろうか。

「黍きびで作ったお菓か子しだよ。崑崙へ行くって言ったら、莉姉に手て土産みやげ代わりに持たされたんだ。後で渡わたすね」

　もともと黄帝への土産だが、この場で渡して持ち歩かせるのは失礼かもしれないと思い、黍餅は累焔に持っていてもらうことにする。

　野原の半ばまで進んだところで、前方の草むらで、ぴょこっぴょこっと、白い耳が立った。

「気づかれた」

　晄が言うと同時に、煒白が走り始めた。黄帝の乗る龍も、草むらを飛び立つ。

『あー、穴から出てきた』

　付近にいた白兎たちが、一いつ斉せいに集まって来た。

『しっかりつかまっていろ』

　煒白は、神妖の脚きやく力りよくで地を蹴けった。空を翔かけるがごとく、煒白は白兎の群れを跳とび越こし、野原に着地すると再び走り出した。地上を駆ける妖あやかしで、煒白の速力に叶かなうものはいない。彼は白兎の群れも、黄帝の乗る龍すらもぐんぐん引き離はなし、楼閣の方へ向かう。

　間もなく楼閣の手前に、青玉で飾かざられた高楼が見えてきた。

『仙せん女によ──』

　煒白の身体からだに緊きん張ちようが走はしる。見れば、高楼の回かい廊ろうに数名の少女が一列に並び、一枚の大きな網あみを持っていた。見た目は十二、三歳ぐらいで、その衣い裳しようは、裾すそや袖そでにふりふりがついていて何とも可か憐れんだ。

　仙女たちは、晄たちの接近を知ると、ふわふわと宙に舞まい上がり、網を広げて近づいてきた。

『西王母様の湯ゆ浴あみをのぞき、残り湯を汲もうなんて、やーね、いやらしい』

「「「いや、のぞこうとしているわけではなく──」」」

　晄ばかりでなく、楓牙と累焔も声をそろえて否定した。それだけ否定しても見み逃のがしてはもらえないだろうが、そこは、うら若き男心である。

　煒白は右に向きを変えて走り始めたが、そちらには新たにやって来た白兎たちがいた。左に向きを変えたが、やはり白兎がわらわらと現れる。背後にも野原にいた兎たちが迫っていた。

　可愛かわいさと数を武器とする白兎、及および、可憐さと飛ひ翔しよう能力を武器とする仙女たちに、晄も煒白も楓牙も累焔も対たい抗こうする手段を持たない。

『殺しても死なないような毒どく蛇へびや毒どく蛾がを寄こしてほしかった』

　煒白の呟きに三人とも同意する。

　進しん退たい谷きわまった晄たちの上に、バサリと網がかけられた。煒白は首を振りたくって、額の一本角で網を破ろうとしたが、網は破れるどころか、余計にからみつく。

『晄！　それは仙せん蜘蛛ぐもの糸でできているんだ。炎えん招しよう戈かなら斬きれる！』

　ようやく追いついた黄帝が叫さけんだ。

「そうだった」

　晄は炎招戈を抜ぬき、シュッと炎招戈の柄つかを伸のばして網を払はらう。煒白は空いた穴から跳ちよう躍やくして、一気に高楼の屋根に跳び乗った。

『あー、黄帝、人間の味方したらいけないんだ。西王母様に言いつけちゃお』

『待ちなさ～い』

　仙女たちがふわふわと追って来た。煒白は、高楼の屋根から屋根へと跳び移うつり、西王母の湯ゆ殿どのがある瓊華堂を目指す。

　前方から、おびただしい数の青い小さな烏からすが飛来してきた。足が三本ある。西王母が使し役えきする青せい烏うの幼鳥だ。烏はパタパタと、おぼつかない様子で翼つばさを羽ばたかせている。

　おまけに、左からは数匹の白い小さな虎がぴょんと屋根を跳んで近づいてきた。一いつ匹ぴきの仔こ虎とらが、着地した途と端たんに、こて、とこけた。

「最強の兵だ……」

　戦う前に降参したくなる。

　思わず見とれていると、ガクンと予期しない震しん動どうが伝わり、晄たちは危あやうく煒白から落ちそうになった。煒白が着地した屋根に穴が空いたのだ。ガラガラと崩くずれ落ちる屋や根ね瓦がわらや木材と一緒に、煒白は堂の内部へ落ちる。下では、煒白の三倍もあるような龍に似た巨大な生きものが、あ～んと大口を開けて待ち受けていた。

『螭ち首しゆだ！　あれの腹の中は異界の湖だぞ！』

「ひ～」

　黄帝の声に、ずり落ちかけていた晄はギュッと煒白の首にしがみついた。絶対にそんな所には行きたくない。

　煒白は、タン！　と螭首の鼻はな面づらを蹴って回廊に飛び出した。

　パタパタと追ってくる青烏たちを避さけて、回廊の角を曲がれば、仙女が通せんぼをしていた。向かいの高楼の屋根へ飛び乗ると、仔虎が飛びかかってきた。階下の回廊へ飛び移ったら、巨大な亀かめが昼ひる寝ねをしていた。亀の甲こう羅らを踏ふんで向こう側に飛び下りたら、膳ぜんを運ぶ年かさの仙女に遭そう遇ぐうした。膳をひっくり返しては申し訳ないので、もう一つ下の回廊へ降りると、兎うさぎの海だった。煒白は回廊の手すりを蹴って、隣となりの高楼へ跳び移る。

　龍に乗った黄帝は、大刀を振ふり回して、『しっしっ』と青烏を追い払うが、大した脅おどしにはなっていない。

「何か、だんだん西王母様の湯殿が遠ざかっていく」

　晄は、紅玉で飾られた堂の屋根に目を走らせた。

「仕方がない、今、捕つかまったら異界の湖に沈しずめられるか、黄河に流されて崑崙から追い出されてしまう。一いつ旦たんどこかに身を隠かくして、あのものたちをやり過ごすことができればいいのだが」

　うっとりと仔虎を見つめたまま楓牙が言った。

「鳳は大だい丈じよう夫ぶかな」

　これだけの騒さわぎになれば、鳳が気づかないはずはない。鳳は騒ぎが大好きだ。西王母に説得されて崑崙に留とどまることにしたとしても、彼が、この追いかけっこを黙だまって見ているはずがない。なのに、姿を現さないということは──。





『縄なわを解けっ！　いえ、解いてください！　西王母様っ！』

　人ひと形がたの鳳は、胸から下を縄でぐるぐるに巻かれて、椅い子すに縛しばられていた。

『そうはいかぬ。縄を解けば、そなたは大鳥の本ほん性しようを現し、陰いん陽ようの巡めぐりを止めて、白しろ兎うさぎや青烏ばかりか、妾わらわの動きまでも止めてしまうであろう』

　瓊華堂の一室である。白い髪かみに白い肌はだ、白い薄うす絹ぎぬをまとった絶世の美神、西王母は、大きな寝しん台だいに寝ねそべり、片かた肘ひじをついて手に頭を載のせ、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

『おれ、崑崙に残るから。何でも言うこときくから。だから縄を解いてくださいっ！』

　縄には強力な呪じゆ術じゆつがかかり、鳳はひよこに変へん化げすることも、本性を現すこともできなくなっていた。この縄は、晄たちとはぐれて間もなく、白兎たちによって巻かれたものである。そのまま瓊華堂に運ばれ、椅子に縛られてしまったのだ。

『嘘うそを申せ。そなたの気性はよく知っておる。縄を解くのは、あやつらを崑崙から追い出してからじゃ。その前に、そなたが大鳥の力を使っても天墉城から出られぬように、結界を強めねばならんがの』

『そんな真ま似ねしたら、瓊華堂も九ここの重えの楼ろう閣かくも、何もかも全部ぶち壊こわしてやる！』

『それも嘘じゃな。この崑崙は九天の陰陽を整え、季節の移り変わりや生きものの生死、地上の盛せい衰すい消長を司つかさどっておる。そなたは、地上に厄やく災さいを及ぼすようなことはすまい』

　ほほほ、と西王母は手の甲こうを口に当てて、高らかに笑った。

『くっそーっ！』

　鳳は歯がみして身をよじるが、ぐるぐるに巻かれた縄は一向に緩ゆるまない。

『どれ、追つい跡せき劇げきはどうなったかの』

　西王母は身を起こし、部屋の隅すみに据すえられた卓たくに歩み寄る。卓の上には大きな水鏡が載っていた。彼女は、白い指先を水に浸ひたし、静かにかき回した。波は紋もんが消えると、水面には、煒白が晄と楓牙、累焔を乗せて、宝玉を実らせた樹きから樹へと跳び移る姿が映し出される。

『まだ捕まらぬか。なかなかやりおる。まあよい。妾は湯浴みをして朗報を待つとしよう』

　再び水鏡に指を入れてかき回すと、西王母は『おとなしくしておるのじゃぞ』と、鳳に言い置き、寝室を出て行った。





『だめだ、煒白！　そちらへ跳んだら楼閣に追い詰つめられる！』

　黄帝が叫んだ。

　しかし、煒白は宝玉が実る樹の枝から、九重の楼閣の階きざはしに跳び移った。他ほかは白兎が一いつ杯ぱいで、そこしか足場がなかったのである。押し寄せてくる兎を避け、彼は一階の庇ひさしへ跳び移った。青烏の襲しゆう撃げきを避けて二階の庇へ跳ぶ。

『何たることだ』

　煒白が舌打ちする。

　九重の楼閣は、上に行くに従って細くなり、庇も狭せまくなる。煒白には跳べない高さではないが、跳び上がろうとすれば、身体がほぼ垂直になり、背に乗った三人が落ちる。

　案の定、煒白が四階の庇へ跳んだ時、一番後ろに乗っていた累焔がずり落ちた。累焔は、はっしと煒白の尻尾しつぽをつかむ。

　煒白は四階の階で足を止め、逃にげ場はないかと、周囲に視線を走らせた。その間にも青烏の幼鳥や、網を持った仙女が迫せまってくる。

　黄帝が間に割って入ろうとすると、『邪じや魔ましちゃだめ～』と、仙女たちは黄帝に網を被かぶせようとし、龍りゆうはあたふたと逃げ回る。

　炎招戈で一度破られた網は、可愛らしい組くみ紐ひもで修しゆう繕ぜんされていた。拙つたない中に一いつ生しよう懸けん命めいさが感じられて、あれを再び切るのは、ものすごく悪いことのような気がする。

「万ばん事じ休すだ」

　地面は白兎で埋うめ尽つくされ、その間に、腹の中が異界の湖だという螭ち首しゆが口を開けて待ち構えている。

　階下から仔虎たちが、んしょ、んしょと、這はい上がってきた。

（来るなっ！　危ない、落ちたらどうするんだっ！）

　手を差し伸べたい気持ちを堪こらえ、三人は必死で仔虎から視線を外した。隙すきを見せれば仙せん女によに捕とらえられ、螭首の口の中へ落とされる。

『ミュ～』

　庇に上がってきた仔虎が、煒白を見上げて鳴いた。途端に、彼はへにゃっとくずおれた。

「わわっ」

　晄たちは、慌あわてて煒白にしがみついたが、彼は人形になってしまった。

『わ、私を誘ゆう惑わくしようとしても無む駄だだ』

　煒白は晄たちを背にして後あと退ずさる。その目は仔虎に吸いついたまま離はなれない。

　晄たちは楼閣の外がい壁へきに押しつけられた。身動きがとれなくなった晄たちの足に、仔虎たちが、ほわほわの頭をこすりつける。

（うう──）

　三人のこめかみに冷や汗あせが伝う。

『観念しなさ～い』

　仙女たちが、ふわふわと舞まいながら網あみを広げた。

（舜兄のためだ。こうなったら心を鬼おににして戦うしか……）

　と、炎えん招しよう戈かの柄つかに手をかけた時、

『こっちだ！　窓が開いてる』

　黄帝が、楼閣の北側を指差した。晄たちはダッと庇の上を走った。北側に回り込むと、外側に向かって扉とびらが開いている窓が見えた。美しい楽の音が漏もれ聞こえる。

　黄帝が龍に乗ったまま、身を伏ふせてその窓に飛び込んだ。

『きゃ～』

　女性の悲鳴が聞こえたが、晄たちのすぐ後ろには仙女の持つ網が迫っていたので、躊ちゆう躇ちよはしていられない。窓まど枠わくに足をかけ、晄は室内に飛び下りる。

　そこは楽人の部屋だったらしい。年かさの仙女が楽器を放ほうり出して逃げ惑まどう。晄は着地した瞬しゆん間かん、塤つちぶえを踏んでひっくり返った。そこへ、続いて飛び下りてきた楓牙と累焔がドサドサッと折り重なる。最後に煒白が飛び込み、黄帝が窓を閉めた。

『黄帝！　この騒ぎはいったい──!?』

　目を三角にした仙女たちが、衣ころもをたくし上げて詰め寄ってきた。

『走れ！』

　黄帝は龍を乗り捨てて駆かけ出し、晄たちも慌てて起き上がって彼の後に続く。途と中ちゆう、うっかり編へん鐃どうという、小さな鐃どらをいくつも吊つるした楽器につまずいて倒たおし、ガラガラガッシャーンと、ものすごい音を楼閣中に鳴り響ひびかせてしまった。

「ごめんなさいっ！」

『許しませんっ！』

　仙女たちが凄すごい剣けん幕まくで追ってきた。その迫はく力りよくに、少女の仙女たちとは別の意味で戦意がくじける。何だか、莉由が怒おこった時の顔が思い浮うかぶのだ。

『この楼閣と瓊華堂は、地下の通路でつながっているんだ。うまくいけば、白兎に遭そう遇ぐうしないで湯ゆ殿どのへ行けるかもしれない』

　走りながら黄帝は言った。この楼閣も地下通路も、白兎たち妖あやかしは立ち入り禁止になっているとのことだ。

　室内には外よりも濃こい九色の霞かすみが漂ただよい、光を乱反射して遠くまで見み渡わたすことはできなかったが、黄帝は迷う様子もなく一方向に向かって走る。

『待ちなさいっ！』

　仙女の声を背中で聞きながら、しばらく走ると、螺ら旋せん階段が見えてきた。螺旋階段の柱も板も、白い石のような材質で、すべてに精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。晄たちはその螺旋階段を駆け下りる。

　一気に地下まで駆け下りると、九色の霞は消え、階段の左右には暗くて細い通路が続いていた。通路には壁かべにはめ込まれた球が仄ほのかな明かりを放っている。黄帝は通路を左へ走った。

『こらー。憶おぼえてらっしゃい』

　仙女たちの声が遠のいていった。通路が狭いせいか、または関係者以外立ち入り禁止なのか、彼女たちは追つい跡せきを諦あきらめてくれたようだ。しかし──。

『来たぞ、新手だ』

　最さい後こう尾びを走っている煒白が言った。

　いつになく動どう揺ようした声に、どんな恐おそろしい神が追いかけてくるのかと、晄はバッと振ふり返った。晄の耳に追っ手の声と、それに含ふくまれる殺気と憎ぞう悪おが届く。

（この声……まさか）

　晄たちは、愕がく然ぜんと暗い通路の奥に目を凝こらす。

　やがて、もこもこが床を這って来るのが見えた。もこもこは黄色だったり藍あい色いろだったりした。

　もこもこの正体は、首と足の位置がはっきりしない、もっさりと垂れ下がった感じのひよこ、すなわち、鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようの雛ひなだった。その数は数千とも数万ともわからない。とにかく床一面、遥はるか向こうまで、もこもこが続いている。

『ぴいぴい（まて～）』

『ぴよぴよぴよぴよ（せいおうぼさまのおふろをのぞいちゃだめ～）』

　彼らは口々にそう言っていた。

「何で、こういうのばっかり──」

　どんなに根こん性じようを振り絞しぼっても、彼らとは戦えない。

「この通路は、妖は入ってはいけないのではなかったのか!?」

　楓牙は、前を走る黄帝に呼びかけた。

『鳳皇と鸞鳥だけは特別だ。彼らは見張るのが役目だから』

　彼は飄ひよう々ひようとうそぶく。

　ひよこたちは、脚あしが短いわりに駿しゆん足そくだった。時折、飛んでいるつもりなのか、小さな翼つばさをパタパタ羽ばたかせて、ぴょ～んと跳はねる。

（こっちへ来るな）

　後ろを振り向き振り向き、晄は心の中で祈いのる。しかし、ひよこ軍団は着々と距きよ離りを縮めてきた。煒白なら簡単に振り切れるだろうが、四人を乗せることはできない。

　やがて、前方に螺旋階段が見えてきた。九ここの重えの楼ろう閣かくにあった物と造りは同じだが、柱に紅玉が埋め込まれている。

『この上が瓊華堂だ』

　黄帝が、螺旋階段を上り始めた。

「早く！　急いで！」

　階段を駆け上がりながら、晄は黄帝に言った。ひよこが迫っていた。

　ぴょ～ん、ぴょ～んと、短い足で跳ちよう躍やくし、ひよこたちは翼を羽ばたかせながら、階段を上ってくる。ついに、数羽わのひよこが晄の衣に取りついた。足で衣をギュッとつかみ、小さなくちばしでちょんちょんとつつく。中には、首もとにまで登ってきて、頬ほおをつついたり、髪かみを引っ張ったりするものもいた。とてもくすぐったい。

　ひよこに取りつかれたまま、何とか階上へ出た。幸い、そこには待ち伏ぶせるものはいなかった。黄帝の後について、晄たちは磨みがかれた白玉の廊ろう下かを走る。

　ひよこたちは、その幼さゆえか、持久力に欠けるようだった。走りにキレがなくなり、ぽて、と転ぶものや、その場にへたり込むものも現れた。衣や頭にしがみついていたひよこも、ぽろぽろと落ちて、床を転がる。怪け我がをしないか心配だ。

　黄帝は何度か廊下の角を曲がり、左右に並んだ扉の一つに飛び込んだ。最後尾を走っていた煒白が入ると同時に、扉を閉める。

『みんな、無事か？』

　黄帝は声を潜ひそめて問い、

「何とか……」

　と、晄は膝ひざに手をつき、ゼイゼイと息を継つぎながら小声で答えた。

「こんなに走ったのは久しぶりだ……」

　楓牙は、荒あらい息をつきながらその場に座り込んだ。ひよこにつつかれて、髪はあちこちとびはね、衣の布地が所々ほつれて糸くずが飛び出ている。

「ここのところ、政務に専念しておりましたゆえ、鍛たん錬れん不足やもしれませぬ」

　累焔も、似たり寄ったりの有様だったが、黍きび餅もちの櫃ひつは死守したようだ。

　煒白は平然としていたが、普ふ段だんからぼさぼさの髪は一層ぼさぼさで、二、三羽のひよこが髪にからまって、『えいえい』と頭をつついていた。

「ここは……？」

　晄は室内を見回した。二丈じよう四方ぐらいの小さなその部屋は、壁と天井は磨かれた白玉のような色だが、床は白い小石が敷しき詰つめられている。左側の壁に、晄たちが入ってきた扉とは別の扉があり、部屋の奥には、薄うす桃もも色いろの水すい晶しようが円えん筒とう状に積まれている。円筒の高さは、晄の膝ぐらいだろうか。

『井い戸ど部屋だ。ここから西王母の湯殿に水を汲くむ』

　黄帝は左側の扉を顎あごで示した。

　耳を澄すますと、カポーンと、湯ゆ桶おけを置く音が聞こえてくる。

「入浴中──？」

　思わず大声を出しそうになり、晄は慌あわてて自分の口を押さえた。

　何という好機。彼女が風ふ呂ろから上がったら、湯が払はらわれる前にここから湯殿へ忍しのび込み、湯を汲むことができる。

　晄と楓牙、累焔は左の扉に寄って、耳を押しつけた。煒白はそんなことをしなくても聞こえるので、髪にからまったひよこを解く作業に取りかかる。

　扉の向こうから、『ふんふ～ん』という西王母の鼻歌が聞こえる。温まっているのだろうか。

　しばらくすると、ザッという短い湯音の後、ザーッと湯が流れる音がして、再びカポーン。

　髪を洗っているのか、身体からだを洗っているのか。

　音を盗ぬすみ聞きして、彼女が今何をしているのか逐ちく一いち想像するのは、何だかとても罪深い気がする。これまでに何度か、入浴中の西王母に目通りしたことがあるだけに、まざまざと彼女の姿が思い浮かんでしまうのだ。

「莉由には内ない緒しよにしておいてくれ」

　楓牙が、非常に困った様子で囁ささやいた。

　やがて、西王母は再び湯船に浸つかったようだ。湯音が静まり鼻歌が響く。

　捜そう索さくの手が伸のびる前に、早く風呂から上がってほしいような、ゆっくり浸かってよく効く聖水を生成してほしいような、複雑な気持ちで彼女が風呂から上がるのを待つ。

　ようやく水音がした。濡ぬれた足音が遠ざかっていく。

『西王母は湯殿を出て行った』

　解き終わったひよこを両手に、煒白が言った。

「行こう」

　楓牙がそっと扉とびらを開けた。途と端たんに、もあっといい香かおりのする湯気が溢あふれる。

　白玉が敷き詰められた床を踏ふみ、大理石のような浴よく槽そうに近づく。晄と楓牙、累焔、煒白はそれぞれ懐ふところに忍ばせてあった蓋ふた付つきの小こ瓶びんを取りだした。不測の事態に備えて、全員が小瓶を持っているのだ。

『急げ。追っ手が来る』

　ひよこを床ゆかに放し、煒白が正面の扉に目をやる。

　晄たちが湯を汲んでいる間に、バン！　と扉が開き、ふりふり衣い裳しようの少女の仙せん女によたちがなだれ込んできた。手には例の網あみを持っている。

『逃にげろ！』

　煒白は晄を背に、仙女たちと向き合った。晄たちは湯の入った小瓶を懐にしまうと、井戸部屋へ続く扉に駆かけ寄る。

　そこには扉を背に、黄帝が悠ゆう然ぜんと立っていた。

「軒轅、何してるの、逃げ──」

　言いかけて晄は、息を呑のんだ。突とつ然ぜん、彼が腰こしの大刀を抜ぬき、その切っ先を晄に向けたからだ。

　楓牙と累焔もハッと立ちすくむ。仙女と対たい峙じしていた煒白も、愕然として振り向いた。

「嘘うそ、何で、軒轅……」

『では、ないのよ。残念だったわね』

　ニッと笑えみを浮うかべた黄帝が淡あわい光に包まれた。光が消えた時、代わりにそこに立っていたのは、癖くせのない黒くろ髪かみを後頭部で一つに結ゆわえ、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ美女だった。

「九天玄女……」

　晄は愕然として、西王母の腹心である、戦いの女め神がみの名を呟つぶやいた。

『動かないで。動けば、人間たちの命はないわ』

　晄に大刀の刃やいばを突つきつけたまま、彼女は煒白に言った。

　バサリと、仙せん蜘蛛ぐもの網が煒白に被かぶせられた。

　　　　三




『済まない。九天玄女の変へん化げを見み抜ぬけなかった』

　ふりふり仙女に囲まれて、瓊華堂の地下通路を歩きながら、煒白は悄しよう然ぜんとうなだれた。彼は呪じゆ術じゆつのかかった縄なわでぐるぐるに巻かれている。

「それを言ったら俺だって。声まで軒轅にそっくりで、全然わからなかった」

　晄は後ろ手に縛しばられているだけである。楓牙と累焔も同じだ。変化できない人間は、それで十分だと思われたのだろう。

　風呂の残り湯を入れた小瓶は没ぼつ収しゆうされ、武器も黍餅の櫃も取り上げられてしまった。炎えん招しよう戈かだけは晄の腰に下がっている。炎招戈は、作り主である黄帝と、晄以外には持てないからだ。

　先刻はひよこで埋うまっていた通路だが、ひよこたちは持ち場へ帰ったのか、すでにその姿はなかった。

　やがて仙女たちは、通路沿いの一室に晄たちを入れた。

　その地下室の中央には格こう子しがはまっていた。仙女たちは、部屋の隅すみに楓牙と累焔から取り上げた武器と黍餅の櫃を置き、格子扉を開けると、晄たちをその扉の中に押し込めた。

『西王母様のお風呂をのぞいた罰ばつよ。しばらくここで頭を冷やしてなさい』

「「「のぞいてない!!」」」

　反はん駁ばくも空むなしく、牢ろうの扉が閉まり、ガチャリと錠じようがおろされる。仙女たちは全員部屋の外に出て、地下室と廊下の境の扉にも外から鍵かぎをかけた。

「あーあ」

　思わず長い溜ため息が漏もれた。

『残念だったねぇ』

　突然、牢の奥から声がして、晄はギョッと振ふり返った。

　そこには、縄でぐるぐるに巻かれた黄帝が、あぐらをかいていた。

「本物？」

　思わず訊きいた。

『本物だよ』

「黍餅って知ってる？」

『知ってるとも。黍を脱だつ穀こくして蒸むし、すりこぎでよく潰つぶして、粘ねばりが出たところで丸める。人間だった時はよく食べた。僕は蜂はち蜜みつときなこをかけたのが好きだ』

　作り方まで知っていた。本物だ。

『今朝、鳳ほう皇おうから君たちが来たっていう報しらせがあった途端、西王母に縛られちゃってね。君たちに手を貸すんじゃないかって』

　黄帝は苦笑いした。

『さて、面子メンツもそろったことだし、ここから出る算段を練らなくちゃね』

　黄帝は悠然とそう言い、『ふむ』と晄の腰の炎招戈と、格子の外に置かれた黍餅の櫃ひつ、及および楓牙と累焔の武器に目をやった。

『あの三つの剣けんの柄つか、もしや伊尹の三み振ふりの宝ほう剣けん？』

　彼は尋たずねた。伊尹の三振りの宝剣とは、湯王に仕えた呪術師伊尹が、炎招戈を真ま似ねて作った剣のことだ。人間は斬きれないが、妖あやかしは斬れるという不思議な力がある。楓牙が柄を握にぎらなければ刀身が現れないため、今は柄しか見えない。

「そうだ」

　楓牙がうなずくと、黄帝は『使えそうだね』と、ニヤリと笑った。

『ま、とにかく縄を斬らなきゃね』

　黄帝はずりずりといざって、晄の腰に下がっている炎招戈の柄を咥くわえ、鞘さやから抜いた。やっぱり本物の黄帝だ。

　彼は、晄の手首に巻かれた縄に炎招戈の刃を当てた。縄がぱらりと落ちる。

　自由になった晄は、黄帝から炎招戈を受け取り、

「俺に炎招戈を持たせたまま、軒轅と同じ牢に入れるなんて」

　首を傾かしげながら、他ほかの四人の縄を切る。

『西王母にもいろいろ都合があるんだよ』

　黄帝は笑っていた。

『煒白。小さくなって、あの武器をこちらへ寄こしてくれないか』

　炎招戈ならば、この牢の格子を砕くだくこともできるが、牢を破ると警報が鳴る仕組みになっているとのことだった。

　煒白は鼠ねずみに変化して格子を通り抜け、伊尹の宝剣や、累焔の剣と弓、ついでに黍きび餅もちの櫃も運んだ。

『ああ、それで黍餅──。君の姉さんは、いいものを持たせてくれたね。天てん仙せん娘じよう娘じように見込まれただけのことはある』

　黄帝は櫃の蓋ふたを開けて、中身が黍餅であることを確かめると、ニッコリ微笑ほほえんだ。

『よし、あれを作ろう』

　彼は何かひらめいたようだ。黄帝は、太古、戦神蚩し尤ゆうとの戦いで、霧きりの中でも常に南を指すという指南車を作り、神となってからは共工を滅ほろぼす炎招戈を作った発明家でもあるのだ。

『煒白、櫃の中央に円形の穴を空けてくれ。累焔は黍餅に呪じゆ詛そをかけてもらいたい』

　黄帝は、どうやら黍餅を主体にして何か作るつもりらしい。

『この炎招戈、最初、僕は化か蛇だの王を滅ぼすつもりで作ったって知っていたかい？』

　炎招戈の刃で累焔の矢から鏃やじりを外していた黄帝は、ふと思い出したように言った。

「え？」

　楓牙と一いつ緒しよに、弓の弦げんを張り直していた晄は、黄帝を振り返って目を瞬またたいた。

『大昔、化蛇の王の雨が原因で、洪こう水ずいが起きて、僕の母親が死んだんだ』

「それはちょっとだけ聞いたことあるけど……」

『復ふく讐しゆうするつもりで、化蛇についていろいろ調べ、彼の鱗うろこを斬る武器を考えた。でも、できあがった時は、母親の死からも立ち直っていたし、化蛇の王を恨うらむのは間ま違ちがっているとわかったから、仇かたき討うちはやめたんだ』

　その時に汪李が降らせた雨は、地上全体の大きな気の流れからみれば、降って当然の雨だったと黄帝は言った。

　彼は微笑んだ。その笑みの裏に、悲しみと悔くいが隠かくされていることが晄にはわかる。

『化蛇の王に悪意はなかったし、彼を滅ぼしても母親は帰ってこないしね。化蛇の王が雨を降らせなくても、いつかは雨が降って下流では洪水が起きたのだと思う。でも、化蛇の王は自分が降らせた雨で人が死んだことや、それを悲しむ者がいることを、ずっと気にしていた。僕はそれにつけこんだんだ』

「つけこんだ？」

　共工の葬そう礼れいの時に、黄帝が汪李の力に目をつけて炎招戈を作ったとは聞いていたが──。

『そう、化蛇の王の強大な力だけではなくて、彼の心の細やかさも、すべて利用した』

　黄帝が、炎招戈に共工を滅ぼす力を加えたのは、禹王が少年の頃ころだという。

　禹王と汪李とを引き合わせて、汪李が禹王を気に入るかどうかを確かめ、その上で炎招戈を打ち直したとのことだった。

『僕は卑ひ怯きような男だ。本当は化蛇の王のことを恨んではいなかったのに、母の仇だと責めて、禹王に従うように仕向けた』

（そのことを悔やんでいるんだ……）

　──汪李に詫わびたかったけれど、その前に汪李は死んでしまった。

　そんな黄帝の心の声が聴こえてくる。

「汪李が禹王に仕えたのは、軒轅に責められたからじゃないよ。自分でそう決めたはず。軒轅に命じられたとか、しつこかったとか、口では言ってたけど──」

　晄は首にかけた魚の珮はいを握った。

「俺にはわかる。汪李は戦いくさが嫌きらいだったから、自分で戦を終わらせようとしたんだ」

『炎招戈の使い手と、化蛇の王との結びつきは、本当に深いんだね』

　黄帝は炎招戈から顔を上げた。

『恨んではいなかったと、炎招戈の使い手に従ってくれて感謝していると、化蛇の王に伝えたかった』

　人好きのする優やさしい眼めは、晄の手に握られている魚の珮に向けられていた。





　その頃、西王母の寝しん室しつでは──、

『むむ、ううっ』

　胸から足の先まで呪術のかかった縄でぐるぐるに巻かれ、さらに椅い子すに縛られた鳳が、縄を抜ぬけようともがいていた。

　西王母は朝あさ風ぶ呂ろに行ったきり寝室には戻もどって来ていない。食事にでも行っているのだろうか。

『くそっ』

　鳳は、渾こん身しんの力を振り絞しぼって、身体からだを前後に揺ゆらした。肩かたから上は動くので、辛かろうじて重心をずらすことはできた。繰くり返しそれを試み、次し第だいに揺れを大きくした。

　十数度目に彼はバッタリと椅子ごと前に倒たおれた。おでこをしたたかに打ちつけ、『いてて』と顔をしかめる。しかし幸いなことに、倒れた拍ひよう子しに、椅子と身体を縛しばりつけている縄なわが少し緩ゆるみ、腰こしから下が動くようになった。ついでに、ころんと胸むな元もとから小さな小こ瓶びんが転がり出る。

　鳳はその小瓶を口に咥えた。

　彼は、椅子を背負ったまま、膝ひざを胸に引き寄せては伸のばし、尺取り虫のように、にじにじと部屋の隅すみの卓たくに向かった。鳳の目は、卓の上に置かれた水鏡を睨にらんでいた。





『さて、できた』

　黄帝は、満足そうにうなずいた。

「何、これ」

　晄たちは、黄帝の新作をしみじみと眺ながめた。黍餅の櫃には穴が空けられ、弓が装着されている。矢や筒づつには、三振りの宝剣のうち、宵しよう練れんの柄が入れられ、櫃の反対側に逆さに差し込まれている。櫃には他にも矢から外された鏃や、煒白の髪かみの毛などがあちこちに埋うめ込まれていた。

『名づけて、〈仙せん女によは甘味がお好す機き〉』

　胸を張って、黄帝は言った。

「は？」

『黍餅の香かおりを増ぞう幅ふくし、それを媒ばい体たいにして幻げん術じゆつをかけ、戦せん闘とう不能にする装置だ。仙女は甘い物が好きだからね』

　莉由に内在する天仙娘娘の力や、鏃に込められた累焔の呪じゆ力りよく、伊尹の宝剣の力、煒白の神しん妖ようの力がそれを可能にしているとのことである。

（大だい丈じよう夫ぶなのかな……）

　晄と楓牙、累焔、煒白は顔を見合わせた。名前からして、胡う散さん臭くさいというか、おっさん臭くさい。

『木天蓼またたびは猫ねこを酔よわせる。虫を呼び寄せて食べる植物もあるし、蠅はえを呼び寄せて仮死状態にする毒どく茸きのこもある。仙女には黍餅が効くのかもしれない』

　そう言ったのは、女め神がみ英招からこの世のすべての知識を授さずかった煒白である。ここは彼の言葉を信じることにしよう。

『そろそろ西王母の昼風呂の時刻だ。先に鳳を助けに行こう。多分、彼は西王母の寝室に閉じこめられている。晄、炎えん招しよう戈かを貸してくれ』

　黄帝は炎招戈を受け取ると、柄を握り込み、その刃やいばを大刀に変化させた。

　大刀を構え、牢ろうの格こう子しに向かう。途と端たんに、人好きのする優しげな眼が、別人のような鋭するどい光を放った。圧あつ倒とうされるような強こわい気配を全身にまとい、身体が二回りも大きく見える。

　晄も、楓牙も累焔も目を瞠みはった。背筋に鳥とり肌はだが立っていた。

　人の身で戦神蚩尤の一族を打ち負かし、神から地上の支配を譲ゆずり受けた王がそこにいた。

『むん！』

　黄帝は、炎招戈を一いつ閃せんさせる。速すぎて晄にはどこを斬きったのかわからないが、とにかくカチリと牢の扉とびらが開いた。

　途端に、キンコーンキンコーンと、編へん鐃どうを打ち鳴らす音が辺りに響ひびく。

『錠じよう前まえを斬るぐらいで、ムキになることないんだけど、ちょっと格好つけてみたかったんだ』

　黄帝はへろっと表情を崩くずし、晄に炎招戈を返そうとした。しかし、晄は炎招戈を受け取らず、

「格好つけたままでいいから、ついでにあっちの扉も開けて」

　と、晄は牢の扉をくぐり抜けながら、廊ろう下かに面した方の扉を指差した。自じ慢まんではないが、晄は神の城の扉を斬ったことがない。

『おお、そうだった』

　黄帝は、牢を出ると、部屋の扉にも炎招戈を振ふり下ろす。彼は、ほんの髪一筋ほどの隙すき間ましかない扉と壁かべの間を見事に断たち、扉を蹴け飛とばした。

　黄帝は、晄に炎招戈を返し、〈仙女は甘味がお好機〉を抱かかえると、

『さあ、巻き返しだ。行くぞ！』

　とても生き生きとして地下通路へ飛び出した。





　警報が激しく鳴り響く中、黄帝を先頭に、晄たちは仄ほの暗ぐらい通路を、螺ら旋せん階段へ向かって走る。間もなく、薄うす闇やみの中に、こちらへふわふわと飛んでくる数名のふりふり仙女の姿が浮うかび上がる。

『あー、のぞき犯が逃にげたわ』

「「「のぞいてない！」」」

　狭せまい一本道の通路である。彼女たちを倒さなければ、螺旋階段にはたどり着けず、階上には上がれない。

『さ、君たちにいいものあげるよ』

　黄帝は嬉き々きとして〈仙女は甘味がお好機〉に取りつけた弓の弦げんを引き、ビン！　と弾はじいた。弦から眩まぶしい白い光を放つ黍きび餅もちが発射された。黍餅は通常の何倍もの甘い香りを発している。

『あ～』

　仙女たちの目が、眩しい黍餅に吸いついた。目がとろんと潤うるみ、頬ほおがほんのりと染まる。

『いい匂におい～』『おいしそう』

　彼女たちは、頭上を飛んで行く黍餅を目で追い、やがて『待って～』と、それを追って飛んでいってしまった。

「すごい……」

　さすがは、炎招戈の作り主である。黍餅がどこまで飛んで行ったのかわからないが、とにかく晄たちは、その隙すきに螺旋階段を上る。階段を上がりきった所で、またふりふり仙女の一団と出くわした。黄帝がすかさず黍餅を撃うつ。

『きゃ～、おいしそう』

　彼女たちも難なく撃げき退たいし、黄帝は西王母の寝室に向かって走る。仙女たちは次から次へと現れたが、すべて黍餅の匂いの虜とりことなった。

　しかし、もう少しで西王母の寝室という場所で、白しろ兎うさぎたちが群れをなして襲おそってきた。

　白兎には黍餅が効かないのではないかと晄は思ったのだが、黄帝が黍餅を撃つと、白兎は『きゃー。くさ～い』と、鼻を押さえてサッと左右に割れ、黍餅を避よけた。増幅された甘い匂いがきつすぎるらしい。

『今のうちだ』

　黄帝の声に、晄と煒白、楓牙、累焔は西王母の寝室に飛び込んだ。

「鳳！」

『晄！　無事だったか！』

　彼は、縄でぐるぐるに巻かれ、椅子に縛られていた。その椅子ごと床ゆかに倒れている。

「待ってて、今、縄を切るから」

　晄は、鳳に駆かけ寄り、炎招戈で彼を縛いましめる縄を切る。その間、黄帝は入り口に向かって、〈仙女は甘味がお好機〉を構え、白兎たちを威い嚇かくし、楓牙は宝ほう剣けんの一ひと振ふり承しよう影えいを、累焔も剣けんを握にぎって油断なく身構える。

「次は、風呂の湯だ」

　急がなければ、浴よく槽そうの湯が抜かれてしまう。鳳を助け起こし、晄が駆け出そうとしたその時、

『そうはいかないわ』

　バン！　と、左右の隣りん室しつの戸が開いた。九天玄女と、その配下と思われる武装した仙女が、ザッと晄たちを取り囲む。廊下に面した扉からも仙女たちがなだれ込んできた。

　黄帝がババッと黍餅弾だんを連射した。甘い匂いが立ちこめ、武装仙女たちは、一いつ瞬しゆん、光る黍餅に目を奪うばわれそうになったが、鋭い殺気は消えない。彼女たちは、ふりふりの少女たちとは異なり、鍛きたえ抜かれた戦士なのだ。

『これでもかっ』

　黄帝は、さらに黍餅を撃った。

『むむっ』

　仙女たちの額に脂あぶら汗あせが浮き、拳こぶしが震ふるえる。この精神力は驚きよう嘆たんに値あたいする。

　そこへ、『よい匂いじゃの』と、仙女たちの間を縫ぬって西王母が現れた。白い甲かつ冑ちゆうを着けている。その手には黄金の杖つえを握っていた。戦う気だ。

『君、昼風呂中じゃなかったのかい？』

　のんびりとした様子で、黄帝が尋たずねた。

『時間をずらしたのじゃ。あとで入る。ところでそれは何じゃ？』

『黍餅という人間界の食べ物だよ。食べてみるかい』

　黄帝は櫃ひつの蓋ふたを開けて、西王母に見せた。途端に甘い香こう気きが濃こくなる。ゴクリと、九天玄女や仙女たちの喉のどがなった。

　西王母が黍餅を一つつまんだ。

『あああ……』

　仙女たちの目が、黍餅とそれを食べようとする西王母に釘くぎ付づけになる。

　ぱく──。

『おいし～』

　西王母は頬を染めて、極ごく上じようの笑えみを浮かべた。刹せつ那な、仙女軍団の殺気が西王母に向けられる。

　その隙を晄たちは見み逃のがさなかった。

　煒白が、目にも留まらぬ速さで、窓まど際ぎわの仙女たちを投げ飛ばし、空いた隙間を縫って、鳳が窓に体当たりした。鳳は窓を突つき破って外に飛び出し、大鳥の本ほん性しようを現す。

　ほぼ同時に、楓牙と累焔も駆け出し、煒白は晄を抱えて跳ちよう躍やくした。

　我に返った仙女軍団が晄たちを追ったが、その寸前に四人は窓から飛び出し、鳳の背に着地した。鳳がバッと舞まい上がる。

『待て！』

　九天玄女と仙女軍団が追って来た。彼女たちの飛ひ翔しよう速度は、ふりふり仙女たちとは比べものにならない。鳳も真しん剣けんに飛べば相当に速いのだが、全速力で飛んだら晄たちが吹ふき飛ぶ。

『しょうがねえ。奥の手を使うぜ』

　鳳はバサバサと翼つばさを羽ばたかせた。翼の間から、力強い日の光と淡あわく優やさしい月の光が同時にこぼれる。陰いん陽ようの巡めぐりを止めて、神々の動きを封ふうじる術だ。

『無念……』

　それを浴びた仙せん女によ軍団たちは、ひゅるひゅると地上に墜おちていった。

『やった！』

　と、思ったのは束つかの間だった。前方から、大きな赤い龍りゆうが十数頭の眷けん族ぞくを率いて飛んできた。

「祝融……」

　晄は愕がく然ぜんと呟つぶやく。

『仙女軍団に任せておこうと思っていたが、その技わざを使うのであれば、見過ごすことはできない。風ふ呂ろの湯は汲くませないよ』

　共工に比ひ肩けんする力を持つ火神は、唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

『くそっ』

　鳳は上じよう昇しようして、祝融たちに向かって日と月の光を浴びせようとした。しかし、それよりも早く彼らは鳳の上に回り込む。鳳の翼からこぼれる光は下方にしか向かない。上にいる物には届かないのだ。

『同じ手は喰くわない』

　祝融はそう言うとカッと口を開けた。炎ほのおを噴ふくつもりだ。

『逃げるぞ！　つかまっていろ』

　鳳はザッと翼を羽ばたかせ、凄すさまじい速度で飛び始めた。赤い龍が編隊を組んで追ってくる。

「ちょっと待って、鳳、どこへ行くの？」

　鳳が天墉城の南へ向かっていることに気づき、晄は目を剥むいた。

『黄河源流の泉だ。そこから崑崙を出る』

　源流の泉というと、最初に晄たちが白兎に落とされた泉だ。

「え？　ええっ!?　西王母の風呂の残り湯は？」

　と、言っている間に、例の穴はぐんぐんと迫せまり、

「やだっ！　俺、水に潜もぐりたくないっ！」

　晄は叫さけんだが、鳳は急降下し、穴の入り口で人ひと形がたに変へん化げする。

「うわっ」

　晄たちはバラバラと泉に向かって落とされた。

『息を大きく吸って──止める！』

　宙で煒白が晄を抱かかえ、彼は勢いよく水に飛び込んだ。

『おお、御み子こよ。あっぱれなそのお姿。拙せつ者しやも一安心にございます』

　河伯の使い、隗昭明の声が、遠くで聞こえた。





『ぷはっ！』

　水面に顔を出した晄は、煒白にしがみついたまま、ゼイゼイと息を継ついだ。楓牙と累焔、鳳も次々と水面に顔を出す。

　水中にいた時間は、意外にもほんの二呼吸ほどの時間だった。呼吸は止めていたが。

「ここは、天墉城の外？」

　辺りを見回せば、晄たちがいるのは大きな池だった。左右はごつごつとした岩場が遥はるかまで続き、背後には黄金の城じよう壁へきがそびえている。前方は青空で、彼方かなたまで雲海が広がっている。

　池の水は割合に温かかったが、頭上を吹く風はものすごく冷たい。

『そ、崑崙山の南側の崖がけっぷち。この池の先は、また地下に吸い込まれて、今度は星宿海まで出られねえから、吸い込まれんなよ』

　鳳は言った。

「西王母の風呂の残り湯、汲めなかったね……」

　晄は背後の城壁を見上げた。

「この池、西王母の湯ゆ殿どのの排はい水すい溝こうとつながっては──いないか」

　楓牙も肩かたを落とし、清らかな池の水面を見ていた。彼には、どうしても舜の目を治したいわけがあり、政まつりごとの日程を無理に調整して、晄とともに崑崙を訪おとずれたのである。

『心配するな。そこはぬかりねえ』

　鳳の言葉に、「え？」と、一同は彼に注目した。

『でなきゃ、このおれが逃にげるかよ。祝融だろうが何だろうが戦うさ』

　言いながら、鳳は胸むな元もとに手を差し入れ、小こ瓶びんを取り出した。

『西王母の水鏡の水。彼女は、何回か水鏡に指を入れてかき回してたから、聖水になってるはずだぜ』

　鳳はニッと笑い、晄たちはわっと歓かん声せいを上げた。

　　　　四




「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。本物の聖水ですよ。神気が十分に溶とけている」

　小瓶の水の匂においを嗅かいだり、指に垂らして舐なめたりした後、紫し央おうは言った。

　王城の離はなれの居間では、紫央の向かいに舜が端たん座ざし、その二人を晄と莉由、妖あやかしたち、楓牙、累焔が囲んでいた。

　崑崙から王都へ戻もどった晄たちは、すぐさま紫央を呼んだ。彼は雍よう和わという妖で、優すぐれた治ち癒ゆの力を持ち、人間の病や薬、治ち療りよう方法にも詳くわしいからだ。

　彼の人形は、大きな黒こく瞳どうとくっきりと弧こを描えがく眉まゆの、晄にとてもよく似た青年である。なぜなら、彼に人形を与あたえたのが、晄の祖父にあたる嬉き関かん玲れいだからだ。関玲は拾った雍和に、娘むすめや黄河に流した孫の面おも影かげを求めたという。

「飲んでも効きますが、まず目に差してみましょう」

　紫央は、小瓶の水をさらに小さな細長い容器に移して、舜の前に座り直した。容器の聖水を一いつ滴てきずつ彼の両目に垂らす。

　その様子を、晄たちは固かた唾ずを呑のんで見守る。

　舜は、しばらくパチパチと目を瞬またたき、溢あふれた聖水を手しゆ巾きんで拭ぬぐった。

「どうです？　見えますか？」

　紫央の問いに、舜は、紫央の顔をまじまじと見つめ、次に晄と莉由の顔を順番に見回した。

「見えますよ。右目も左目もはっきりと──。黒い霧きりみたいなものもすっかり消えました」

　舜はそう言って、いつもより数倍も嬉うれしそうな笑みを浮うかべた。

「やった！」

「お兄ちゃん、よかった！」

　晄と莉由が、同時に飛びつき、「心配かけましたねぇ」と、舜は、二人の肩を抱だき寄せる。

「鳳君、それから煒白さんも、楓牙王子も累焔さんも、本当にありがとうございます。心からお礼を言います」

「お祝いに、今夜はごちそうをたっぷり作るわ。紫央も食べてってね」

　莉由は、うれし涙なみだを指先で拭ふき取り、立ち上がった。

「じゃ、僕は早さつ速そく、工こう房ぼうに行くことにします。しばらく泊とまり込みますから、莉由ちゃん、僕の分の夕ゆう御ご飯はんはいりませんよ」

「え？」

　早速すぎると、晄も妖たちも目を点にした。

「舜兄、青銅器を作りたいのはわかるけど、舜兄の目が治ったお祝いだよ。本人がいなくてどうするの」

「ま、そこがお兄ちゃんなのよ。わかったわ。後で、煒白にでも工房へ届けてもらうことにするわね」

　莉由は笑って厨くりやへ駆かけて行く。

「それで、晄ちゃん、しばらくその魚の珮はいを僕に預けてくれませんか？」

　舜は言った。

「いいけど──？　まさか、溶かしたりしないよね」

　晄は、魚の珮を首から外して舜に渡わたした。汪李が死んでから片時も離さなかった珮だが、半年以上も青銅器を作れずに悶もん々もんとしていた舜が、ようやく仕事に戻れるのだ。少しの間なら仕方がない。

「しませんよ。中には、汪李さんが封じられているんですもの」

　彼は、大事そうにその珮を布でくるみ、手早く身み支じ度たくをすると「じゃ、行ってきます」と、出かけて行った。

　その間ま際ぎわに、舜と楓牙が目を見み交かわして小さくうなずき合ったが、晄は気づかなかった。





　翌日から、晄と楓牙、累焔は政務に戻り、今まで通りの忙いそがしい毎日が始まった。

　民たみの暮らしに目を配り、堤てい防ぼう造りや開かい墾こん、近きん隣りん諸国との交易その他ほか、通常の政に加え、遷せん都との計画も進めなくてはならない。日々は飛ぶように過ぎ、いつの間にか九月も終わりになっていた。

「ただいま～」

　その日、晄は一人で離れに帰った。楓牙と累焔は仕事が終わらず、重ちよう屋おくに残っている。

「お帰りなさい。すぐ御ご飯はんにするわね。あら、楓牙王子たちは？」

「まだ仕事。遅おそくなりそうだから今日は夕飯いらないって。俺も、食事したら、寝しん室しつでちょっと仕事する」

「大変ね。しょうがないわ、楓牙王子たちには、後でお粥かゆだけでも運んであげましょ」

　莉由は、囲い炉ろ裏りの火を熾おこし、鼎かなえの粥を温める。

「舜兄、まだ帰ってこないの？」

　囲炉裏端ばたに腰こし掛かけ、晄はがらんとした部屋を見回す。

『作っていた青銅の呪じゆ具ぐが、今日仕上がると言っていた。明日には帰ってくるのではないか』

　毎度の食事を届けに行っている煒白によると、舜は、煒白の知識にもない複雑な模様の鼎を作っているのだという。しかも、子牛を丸ごと一頭煮にられるぐらいの大きさだそうだ。

『そんなの、何に使うんだ？』

　チャウをじゃらしながら鳳は笑う。

「舜兄の場合は、使うよりも、作ることが目的だったりするからね。ただ、夢中になると、寝ねないし御飯も食べなくなるから、身体からだを壊こわすんじゃないかって、それが心配」

「あたしは、晄ちゃんの身体も心配よ。毎晩、お仕事、お持ち帰りで──」

　粥を盛りつけながら、莉由が言った。

『かだのおーさまも、さいきんこないねー。おしごと、いそがしいのかな』

　チャウは少し寂さびしそうだった。

『化か蛇だ族は寝るのが仕事だ。そういうのは忙しいと言うのだろうか』

　煒白は真しん剣けんに考え込んでいた。

「そう言えば、彼と最後に会ったのって、俺たちが崑崙へ行く前日？」

　忙しさに紛まぎれて、日を数えていないが、ひと月近く顔を見ていない。

　晄はふと、彼の曖あい昧まいな微び笑しようを思い出した。何か言いたげなのに、いつも言わない。

（俺に、何を言いたいんだろ）

　今度会ったら、ちらっと心を読んでみようかと、晄は思った。





「では、化蛇の王。いいですか」

　黄河の河岸に立ち、舜は、魚の珮を化蛇の王の首にかけた。

　月はなく、天の隅すみ々ずみまで星が輝かがやいていた。辺りは静せい寂じやくに包まれ、蕩とう々とうと流れる黄河の水音だけが低く響ひびいている。

　舜の前には、仕上がったばかりの大型の鼎が置いてある。夕刻、人目を避さけ、小化蛇の力を借りて黄河のほとりに運んだのだ。鼎の中には黄河の水が入っている。

　舜は、今から禁じられた呪術を行おうとしていた。華山の巫ふ術じゆつ師し、佟韋が残してくれた竹簡に記されていた呪術である。この呪術には、魚の珮とこの鼎と黄河の水と、そして化蛇の王が必要だった。

『もしも、失敗して私が死んでも、その理由を晄には言わないでくれ』

　化蛇の王は言った。

　舜はしばし瞠どう目もくし、やがて微笑んだ。

「あなたはいい方ですね」

　彼はそう言うと、呪文を唱え始めた。その呪文に操あやつられるように、化蛇の王は静かに呪具に身を沈しずめた。





「えーと、遷都は、成湯の世を蘇よみがえらせるために、是ぜ非ひ必要なことゆえ、何とぞ──」

　寝室に燭しよくを点ともし、晄は簡をしたためていた。

『晄、もう寝なければ──』

　鸞が声をかけた。

「うん。でも、これをどうしても明日までに仕上げなくちゃ」

　これは方便である。明日が期限ではない。けれど、仕事をしていないと不安でたまらなくなってくるのだ。

（成湯の世──。俺にそんなことできるんだろうか）

　晄は溜ため息をつく。簡を書く手がなかなか進まない。進まなくても、止やめることができない。

（汪李がいれば……）

　心がずしりと重くなった。無意識に、胸に手をやって、魚の珮がないことに気づく。

（そうだった。魚の珮は舜兄に預けたんだっけ……）

　心は重いのに、何だか虚うつろだった。

「ちょっと、気分転てん換かんしてくる」

　晄は筆を置いた。立ち上がりかけた煒白に、

「一人で大だい丈じよう夫ぶ。遠くには行かないし」

　と、言い置いて、晄は袷あわせを一枚羽織り、回かい廊ろうへ出た。

　満天の星だった。

　ふと、空の端はしに天河を見つけた。離はなれの屋根に遮さえぎられて、全部が見えないので、よく見える位置に行こうと、晄は夜空を見上げたまま回廊を巡めぐった。

　北側の回廊からは天河の全容が見えた。空の高い所に、長く、東西に横たわっている。

　大きく、美しく、淡あわく、銀色に輝いている。

（汪李が空を翔かける姿に似てるかも……）

　そんなことを思った。

　晄は階きざはしに腰掛け、飽あかずそれを眺ながめる。

　ふいに、涙なみだが溢あふれてきた。

（またか……）

　心が重くて、それでいて空っぽで、ただ涙が出てくる。

（いつになったら、慣れるのかな……）

　晄は天河から視線を外し、膝ひざに顔を埋うずめた。仰あお向むいたまま泣くと、耳に涙が入る。

　どれくらいの時間、自分がそうやっていたのか、晄にはわからない。

　パサと、翼つばさの音が聞こえた。

（化蛇の王かな？）

　しかし、泣いている顔は見せられない。膝から少しだけ顔を上げて涙を拭ふこうとした時、視界に足が入った。誰だれかが晄の前に立っているのだ。

（この足……）

　晄は瞠どう目もくして、まじまじとその足を見つめた。青年の足だ。楓牙でも舜でもない。

『──晄』

　足の主が、名を呼んだ。

（この声……）

　晄は、涙を拭くのも忘れ、足から腰こし、胸へと、ゆっくり視線を移した。心臓の音が、耳の奥で煩うるさいほどに鳴っていた。

　目の前に、白銀の髪かみの、涼すずしげな黄こ金がね色いろの眼めの彼がいた。

「嘘うそ……」

　晄を見つめる彼の目は、少し潤うるんでいた。

『泣いていたのか』

　彼は、晄の頬ほおに手を当て、親指で涙を拭ぬぐう。その手の平は、少しひんやりとしていた。

　懐なつかしい感かん触しよくだった。

　二年前に会ってから、彼が死ぬまで、ずっとそばにあった感触。

　彼が死んでからは、何度も夢に見た。

「これは……夢……？」

　声が震ふるえた。

『ああ、夢だ。三日間だけの──』

　彼は小さくうなずいた。

「三日間だけの……夢……？」

　晄は、彼の目を見つめたまま手を伸のばした。震える指で、彼の髪に触ふれ、頬に触れる。

　間ま違ちがいなく、彼の感触だ。幻まぼろしではない。

「何で……」

　問おうとして、彼の心の声がきこえた。

　──それでも、晄に会いたかった。

　切ない眼まな差ざしだった。

　その目を見た途と端たんに、何を訊ききたかったのか、忘れてしまった。

　胸の奥が熱くて、苦しかった。けれど、空っぽだった心が、その熱さで埋まっていくような気がした。

「三日でもいい……夢でもいい……」

　晄は彼の肩かたに手を回した。ぽろぽろと涙が落ちる。

「汪李──」

　しがみつくように、晄は汪李の胸に顔を埋めた。同時に彼の手も晄の背に回り、晄は懐かしい腕うでに強く抱だきしめられた。







　空には銀の天河が横たわり、眼下には黒々とした黄河が流れていた。

　汪李の背は、鳳よりも細くて硬かたくて、ひんやりとしている。翼が風を切る音も、羽う毛もうが生えていないので鋭するどく軽い音がする。座った感じも、翼の音も、ひどく懐かしかった。

『寒くないか？』

　そう尋たずねる声も懐かしい。

「大丈夫だよ」

　離れの回廊からそのまま飛び立ったので、裘かわごろもも着ずに、寝ね間ま着きの上に袷を重ね着しているだけだが、それほど寒くはなかった。胸の奥が熱いせいかもしれない。

「本当に夢みたいだ」

　汪李のたてがみを握にぎり、晄は澄すんだ秋の夜空を陶とう然ぜんと眺める。

『夢だと思っていればいい』

　彼は言った。

「そうだね」

　また涙が出そうだった。

　──舜の呪じゆ術じゆつでこの世に喚よばれた。だが、三日しか保もたぬ。

　先刻、問い質ただした時、汪李はそう言っていた。

　妖あやかしを蘇らせる呪術を舜に教えたのは佟韋だそうだ。楓牙はそのことを知って、舜が呪具を作れるように、崑崙へ聖水を取りに行ったとのことだった。

　妖は人間のような転生可能な魂たましいを持たず、つくりは神に似て、精神体である核かくに、肉体である気がついているという。ただし、創世神盤古から直接生まれた神とは異なり、自然物から派生的に生まれた命なので、神ほど強きよう靭じんな核を持っていない。汪李の場合は、核が消しよう滅めつする寸前に、身体からだとともに異界に封ふうじ込められ、その出入り口が魚の珮はいだったらしい。

　汪李が死んだのは間違いなく、核に残っていた僅わずかな力が尽つきるまでの時間が三日なのだそうだ。

　──お前に会わないでいようかとも思った。

　彼は、自分の死を受け入れていた。けれど、晄は受け入れるのか、会って三日後に姿を消すのは、かえって残ざん酷こくではないか、覚めるとわかっている夢など見せない方がいいのではないかと、彼は考えたそうだ。

　汪李の言う通り、晄には三日後に笑って彼を送り出す自信がない。泣いて騒さわいで、汪李や舜を困らせてしまうかもしれない。

　三日後のことを考えると、苦しくてたまらなかった。

「これは夢なんだ、三日後には覚めるって、今から言い聞かせていれば、別れる時、泣かずに済むかな」

　晄が呟つぶやくと、

『泣かれる覚かく悟ごで会いに来た』

　汪李は小さく笑った。

　やがて、眼下の景色は黄河から黄土の平原となり、左前方に、夜空よりもさらに黒い山やま影かげが浮うかび上がった。

「商邑の南の丘おかだよ。雑木林の中、見える？」

　晄は台地に目を凝こらし、共工の陵りようを探す。月がないので、地上はただ暗いばかりで、晄には何も見えない。

『ああ、見える』

　汪李は下降し、大きな亜あの字の手前に舞まい降りた。

　晄が汪李の背から下りると、彼は人ひと形がたになった。そして、晄の肩に手を回して引き寄せる。

　自分はここにいるのだと、晄に知らせているのだろう。彼自身も、晄がそこにいることを確かめていたいのかもしれない。

「俺、この陵を汪李に見せたいって、ずっと思ってた」

　陵を眺めながら、晄は言った。

　微び風ふうがさわさわと木々の梢こずえを鳴らし、遠くで虫の声がする。

「共工は鎮しずまってくれたよ。人間が愛いとしいと言って──。鳴めい蛇だたちにも、もう化か蛇だ族と争う必要はないって言ってくれた」

　晄は、白い異界から戦場へ戻もどってきた後のことや、共工の最さい期ごの様子などを語った。汪李は黙だまって晄の言葉に耳を傾かたむけていた。

「禹王や湯王の望みは、叶かなったんだよ」

　最後に、晄がそう言うと、

『そうか……』

　汪李は、黄金色の眼で陵を見つめたまま、ポツリとそれだけを言った。

　陵を見つめる汪李の脳のう裏りには、遥はるかな過去の光景が、次々と浮かんでは消えていた。

　天が割れ、地上が炎ほのおと水に侵おかされた太古の戦いくさ。戦場の兵の怒ど号ごう、燃える林と妖の雄お叫たけび、溢れる黄河、血に染まった大地、累るい々るいとした屍しかばね。

　──戦が嫌きらいだから、共工を倒たおし、戦を終わらせたいのだ。

　かつての主あるじ、禹は、春はる霞がすみの空と輝かがやく泗水を見晴るかしてそう言った。禹は人の世に一時の平和を築き、夏を興おこして王になった。けれど、共工を滅ほろぼすことはできず、戦で負った傷がもとで、晩年は半身の自由を失った。汪李は彼の望みを叶えてやれなかった。

　──俺も誓ちかおう。今度こそ、天界の戦を終わらせ、禹王の望んだ世界を化蛇と二人で築き上げると。

　二人目の主、成湯は、幸せそうな笑えみを浮かべて炎えん招しよう戈かに誓った。しかし、殷を建てた彼もまた、共工を討うつことはできなかった。汪李は成湯の望みも叶えてやることができなかった。

　共工は死に際ぎわ、配下のものに、人間の行く末を見守れと言い残したという。

　晄はもう、神や妖を相手に炎招戈を振ふるう必要がない。これからは普ふ通つうの人間として生きていける。汪李には、そのことが一番の慰なぐさめとなった。

　心の声が聴こえる晄だが、そのような汪李の心の奥にある機き微びまで知ることはできない。

　ただ一言、

『戦は終わったのだな』

　という、安あん堵どの呟きだけが晄の耳に届いていた。





　その夜は陵の手前に建てた社で眠ねむることにした。社には、祭さい壇だんを覆おおう形で四阿あずまやがあり、夜よ露つゆが凌しのげる。

「俺が眠れないと、こうやってよく添そい寝ねしてくれたよね」

　人形で横になった汪李の腕を枕まくらにして、晄は笑った。

『子ども扱あつかいしすぎていたか？』

　汪李は背に翼つばさを生やし、それで晄を包み込む。

「俺、父さんや母さん、舜兄や莉姉にも甘やかされてたし、そういうの嬉うれしいんだ。大事にされてるんだなってわかるから」

　この脳天気さが、炅けいに憎にくまれる原因だったと、晄は苦く笑しようする。

『お前も、心を読み取るのが特技だったな。相手の情を自然に感じ取るのだろう』

「特技ってほど鋭くないよ。たまに聴こえてくることはあるけど。それに、無理に聴きこうとするのは失礼でしょ」

　鋭かったら、自分が南庚の子だととっくに気づいていただろう。

「そうそう、俺、王太子になったんだ。陽甲王の喪もが明けたら即そく位いする」

『そうか』

　微笑ほほえむ汪李の息づかいが、晄の耳に届く。

「でね、俺、商邑へ遷せん都としようと思ってるんだ」

『ほう？』

「今って、湯王が殷を興した時と似たような状じよう況きようじゃない？　夏の桀王が共工に取り憑つかれて、夏の国が荒あれて、湯王が桀王を討って、湯王が殷を興して──。俺は子家の血筋だから殷王朝は滅んでないけど、新しい国をつくるつもりになって、湯王の治世を蘇よみがえらせたいんだ」

『それで商邑か』

「うん。湯王ってどんな人だった？　どんなふうに国を治めたの？」

　晄は、目を上げて汪李を見た。彼は淡あわい笑みを浮かべたまま、晄を見つめていた。

『お前と同じだ。成湯も禹も──』

「同じ？」

『すべての命を大切にしていた。妖や鳥ちよう獣じゆうの声を聴き、心を読み取る力を持っていた。そして、戦が嫌いだった』

「それじゃわからないよ」

『祝融も煒白も、お前は禹や成湯の生まれ変わりだと言っていた。我もそう思う』

　育った環かん境きようや、出会った時の年ねん齢れいが異なるため、表に現れる言動や、汪李との関係に違ちがいはあるが、根は同じだという。

「そうかなあ。そんなすごい人の生まれ変わりだなんて、俺にはとても思えないけど……」

『お前は、共工を鎮めたのであろう。禹や成湯にもなし得なかったことを』

　汪李は晄の頭を撫なでた。

『お前なら、我に問わずとも自分で見つけられるはずだ。お前が目指したいと思うことは、禹や成湯が目指したことと同じなのだから』

「とか言って、教えるのが面めん倒どうなんでしょ」

『鋭するどいな』

　彼はクスクス笑った。

『そうだな、お前が禹や成湯と異なるところは、二人とも泳げたことと、風ふ呂ろが好きだったことかな』

「そこを突つくの？」

　風呂は嫌いではない。ただ大きい風呂が怖こわいだけだ。

『成湯は、苟日新、日日新、又日新と刻んだ風ふ呂ろ桶おけを使っていた。お前が遷都すると聞いて思い出した』

「そっか……」

　もし新しいことを目指すなら、毎日新しいことを目指し続けなければならない──。

　常に改革し続けよ、そんな意味だろうか。風呂桶に刻んだということは、自分自身への戒いましめの意味もあったのだろう。

『お前が遷都を考えたのは新しい殷にするためであろう？　その発想がすでに成湯と同じだ』

「そうかな……」

　晄は目を伏ふせ、汪李の胸に額を押しつけた。そう言われても自信がない。

『お前ならできる』

「汪李が──」

　そばにいてくれればできる──。という言葉を晄は呑のみ込んだ。白い異界で、汪李がいなくても賢けん王おうになると誓ったからだ。

　──我のことは忘れろ。

　汪李の心の声が、晄の耳の奥に届く。汪李が日日新の言葉を持ち出したのは、いつまでも失ったものを惜おしんでいないで、未来を目指せと、晄に言いたいからだ。

　楓牙や舜が、汪李を蘇らせたのも、晄に心の整理をつけさせるためだ。泣いてばかりいる晄に、一時の夢を見させるために。そして、悔くいのないように汪李を見送れるように──。

「でも、今だけは、夢を見ていていいでしょ？」

　言った途と端たんに、目の奥が熱くなってきた。

「三日経たったら忘れるから……。頑がん張ばって、商邑へ遷都して、みんなが笑って幸せに暮らせる国をつくるから……」

　笑顔で言っているのに、目が潤うるんでくる。

「湯王に負けない賢王になるよ、約束通り……。だから今だけは、わがまま言わせて……」

『ああ』

　汪李は、愛しげに晄を見つめる。

「本当は、ずっとそばにいてほしい……」

　言わずにいようと思っていた言葉が、ついにこぼれた。同時に涙なみだが落ちる。

『晄』

　黄こ金がね色いろの眼めが揺ゆれた。けれどそれは一いつ瞬しゆんのことで、彼は淡い笑みを浮うかべて、指先で晄の涙を拭ぬぐう。

「覚めない夢だったらいいのに……」

　晄は、頬ほおに当てられた汪李の手に、自分の手を重ねた。

『そうだな』

　その言葉は汪李の心からの声だった。彼は、覚めるとわかっていてそう言っていた。

　だから、嬉しくて、同時にひどく悲しかった。



　──三日だけ、晄ちゃんと一いつ緒しよにいてやってください。そうすれば、あの子は自分で立ち上がります。

　泣き疲つかれて眠ってしまった晄を見つめながら、汪李は、呪じゆ術じゆつで喚よばれた時に舜が言っていた言葉を思い起こしていた。

　晄は、まだ眠れずに泣いていることがあるという。新しい化か蛇だの王にも心を開いていないとのことだった。

　だが、晄のことだ、舜の言うように、自分でけじめをつけるだろう。

　士烈が死んだ時に、自分の命が長くないことはわかっていた。化蛇の王と鳴めい蛇だの王は、ともに生まれ、ともに死ぬ。陰いん陽ようの均きん衡こうを保つために、森しん羅ら万ばん象しようの力がそのように働く。だから、自分が死ぬことは自然に受け入れることができた。

　白い異界で、共工の滅びを確信した時、思い残すことは何もなくなった──はずだった。

　けれど、思いもよらずこの世に喚ばれた時、晄に会わずにはいられなくなった。

　そして今、共工が鎮しずまったと知って、今度こそ思い残すことはなくなったと思った。なのに、

　──本当は、ずっとそばにいてほしい。

　そう言われた時、不覚にも心が揺らいだ。晄が天てん寿じゆを全まつとうする日まで、一緒にいてやりたいと思ってしまった。

（未練だな……）

　汪李は小さな溜ため息をつく。

　晄を支え、守るのは、もう自分の役目ではない。三日後には消える命だ。

（幸せになれ。禹や成湯の分まで）

　今の汪李には、晄の幸いを祈いのる以外に、できることが何もなかった。





「目が開かない……泣きすぎた」

　四阿の基き壇だんに腰こし掛かけ、晄は朝焼けの空を見上げて目をこすった。

『成湯はほとんど泣かなかったぞ。禹は時々、隠かくれて一人で泣いていたが』

　汪李はそう言いながら、近くの林で朝食代わりの柿かきや松の実などを採る。

「禹王も泣いたんだ。でもわかる気がする。もしも俺が禹王の立場だったらって考えるとね。俺は、人間を相手に戦いくさはできない」

　禹王と自分とが同じ魂たましいを持っていたとしたら、共工を倒たおすためとはいえ、三さん苗びよう族との戦は苦しかったに違いない。まして禹王は、汪李を自分の戦に巻き込んだのだ。

　晄は汪李を見上げた。彼は黙だまって木の実を摘つんでいる。

（汪李と士烈が対ついの妖あやかしだと知っていて、味方になってほしいとは、俺には言えない）

　それを強しいた黄帝、そうせざるを得なかった禹王。いったい、どんな思いで──。

　晄は、黄帝が汪李に詫わびたいと言っていたことを思い起こす。おそらく黄帝は、舜が汪李を蘇らせることを知っていたのだろう。そして、晄から汪李に伝えてほしくて、わざわざ話題にしたのではないだろうか。

　汪李が晄の視線に気づいて振ふり返った。

『どうした？』

「軒轅が、謝りたかったって言ってた。聖水を汲くみに崑崙へ行った時──」

『黄帝が？』

　彼は片手に木の実を載のせ、晄の隣となりに座った。

「うん。自分は卑ひ怯きような男だって。お母さんが洪こう水ずいで亡なくなったことで汪李を責めたけど、本当は、汪李を恨うらんでなかったんだって。利用して悪かったって。それから、炎えん招しよう戈かの使い手に仕えてくれたことを感謝してた」

　それを聞くと、汪李は少し驚おどろいたような顔をして、

『何を今さら──。あやつの言うことなど真に受けるな。あれは海千山千の半神だ』

　そう言ってフンと鼻で笑う。

　それきり、汪李は黙ってしまった。きっといろいろな思いが交こう錯さくしているのだろう。

　彼の戦いは、黄帝が炎招戈を作ったことから始まった。他ほかの命を奪うばうのが嫌いやで戦に加わらなかったのに、よりによって、対の妖に敵対しなくてはならなくなった。そして、最後には自分の手で士烈を殺し、自分も死んでしまった。

　黄帝が、心底悔いているとわからなければ、晄だって怒おこるところだ。

『我が禹に従ったのは、贖しよく罪ざいのためではない』

　やがて、汪李は遠い目をして呟つぶやいた。

『黄帝は神しん農のうの御み代よから戦っていたのだ。我よりも遥はるかに長い時間を──。そして、炎招戈でなければ、戦を終わらせることはできなかった』

　河か床しようで眠ねむってばかりいる化蛇を引っ張り出すのに、黄帝はなりふり構っていられなかったのだろうと、汪李は憫びん笑しようとも苦く笑しようともつかない笑みを浮かべた。

『お前が戦を終わらせてくれた。それで水に流してやると、今度黄帝に会ったら伝えてくれ』

　汪李は、晄に目を移した。今度は朗ほがらかな笑えみだ。

　晄の心臓がギュッと縮む。彼はもう黄帝には会えない。この笑顔も、二日後の夜にはもう見られなくなってしまう。

「汪李が水に流すとか言うと、軒轅は怖がるだろうね」

　晄はこぼれかけた涙を手の甲こうで拭い、無理に笑った。

「ね、どこか行きたいとこある？　または会いたい人とか」

　汪李の手の平に載っている松の実をつまみながら、晄は尋たずねた。昨夜は動転しすぎて、彼の意思も確かめずに、発ほつ作さ的に共工の陵りように連れてきてしまったのだ。

『いや、特にないが』

「じゃ、ちょっと遠いけど、長江まで行かない？」

　晄には、どうしても汪李に見せたい場所がもう一つあった。





『城へ戻もどらなくてよいのか？　誰だれにも告げずに出て来てしまったのだろう？　炎招戈も持って来ておらぬし』

　黄河を渡わたり、嵩山の東側を南に向かって飛びながら、汪李は言った。

「昨日の夜、汪李が王城にやって来たこと、煒白と鸞が気づかないはずないのに、まだ追いかけて来ないってことは、見み逃のがしてくれてるんじゃないかな。夢から覚めたら、ちゃんと仕事するよ」

　晄は笑った。王都へ戻って出直す時間が惜しかった。

　炎招戈なしで、汪李を鳴蛇の本ほん拠きよ地ちへ連れて行くのは多少の不安もあるが、後二日の命だと言えば、戦いにはならないだろう。

『だが、食しよく糧りようも持たずに、お前を連れ回したことが莉由にばれたら……』

　汪李は真しん剣けんに怯おびえていた。

　日が中天を過ぎる頃ころには伏ふく牛ぎゆう山ざんを越こえ、平原の彼方かなたに横たわる長江が見えてきたのは、夕刻だった。晄たちは、さらに長江上空を西に遡さかのぼる。

「鳴蛇たち、来ないね」

　晄は、鳴蛇の声に耳を澄すます。何やら水中でざわざわしているが、今のところ姿は見えない。

『人を乗せて飛ぶ亡ぼう霊れいなど前ぜん代だい未み聞もんだ。無理もない』

　鳴蛇たちは汪李を見て仰ぎよう天てんしているらしい。

「あの山の間に入って。小さな湖があるはずだよ」

　やがて、晄は長江北岸の山を指差した。

『あそこは、三苗族の──』

「うん。前に、鳴蛇たちが案内してくれたんだ」

　大昔、三苗族は、長江流域に広大な領土を持っていたという。しかし、汪李を味方につけた禹王は、三苗族を討うち、長江流域から追い払はらった。晄が指し示した地は、その三苗族の都があった場所だ。汪李は三苗族の追つい撃げきに加わっていたのだろう、かつての都はすっかり森に覆おおわれていたが、彼は迷うことなく湖を探し当て、下降を始めた。

　風はなく、湖にはさざ波一つ立っていなかった。湖面は星を映して煌きらめいている。

『士烈……』

　黄こ金がね色いろの眼めを瞠みはり、汪李が呟いたのは、湖の中なか程ほどにさしかかった時だった。

　晄には見えないが、彼は湖底に沈しずむ士烈の亡なき骸がらを見つけたのだろう。

　汪李は、湖の底に目を据すえたまま、湖の上をゆっくりと旋せん回かいする。

「鳴蛇たちが、士烈をここへ沈めてくれって」

　士烈に人ひと形がたを与あたえたのは、禹王と汪李が滅ほろぼした三苗族の、最後の王だという。妖が人形を得るには、人間と心の交流が必要だ。汪李が晄によってこの人形を得たように、士烈と三苗族の王との間にも、深い絆きずながあったのだろう。

　だから鳴蛇たちは、士烈を三苗族最後の王の側そばに置いてやりたかったのだと思う。

　おそらくは汪李も──。だから、晄は彼をここに連れて来たのだ。

　汪李は無言で湖底を見つめていた。黄金色の眼が微かすかに揺ゆれていた。

　心の声は聴こえてこない。溢あふれそうな感情を抑おさえているのかもしれない。

　いつの間にか、天河が向きを変えて、南西の空から天の頂へ伸のびていた。

　淡あわい銀色の天河の中に、四枚の翼つばさを持った大だい蛇じやの影かげを見つけたのは、晄の方が早かった。

「鳴蛇が来る。一頭だけだけど」

　湖を見つめていた汪李が、顔を上げた。

『新しい鳴めい蛇だ王だ。気の量が違ちがう』

「大だい丈じよう夫ぶかな。いきなり熱風を吐はいたりしないよね」

　晄は汪李のたてがみをギュッと握にぎる。

『大丈夫だ。殺気はない』

　汪李はその場に留とどまり、新しい鳴蛇王の到とう来らいを待った。

　やがて、鳴蛇王は十分な間合いを取って宙で停止した。

『死んだはずの化か蛇だの王が、なぜそこにいる』

　まったく臆おくした様子もなく、堂々とした声こわ音ねだった。

『人間の呪じゆ術じゆつで蘇よみがえった。仮そめの命だ。二日後には消える』

　汪李が答えると、鳴蛇王は一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、すぐに目を細めて唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

『驚いたな。まあいい、確かに借り物のようだ、信じよう。申し遅おくれたが、私が新しい鳴蛇族の王だ』

　彼の声が温かみを帯びていることに、晄は驚いた。

　半年前、共工は死の間ま際ぎわに、化蛇と鳴蛇の和解を命じた。鳴蛇はその場では首しゆ肯こうしたが、彼らは、七百年前の汪李の裏切りを許してはいない様子だった。また、士烈をこの湖に沈めた時も、感謝すると言葉では言っていたが、心の声は士烈を悼いたむばかりで、晄たちに向ける視線は決して友好的なものではなかったのだ。

『先王に、会いに来てくれたのか？』

　鳴蛇王は湖底に視線を落とす。

『そんなところだ』

　汪李が答えると、『不思議だな……』と、鳴蛇王は士烈の亡骸を見つめ、しみじみとした調子で呟いた。

『先王も、化蛇の王に会いたかったのではないかと、そして会いに来てくれたことを喜んでいるのではないかと、私には思えるのだ。人間の影えい響きようだろうか』

　妖あやかしは死んだものを祀まつらない。仲間が死ねばそれなりの悲しみはあるが、死者を意思あるものとしては扱あつかわない。墓を設け、死者を祀るのは神と人間だけだという。

　鳴蛇たちは三さん苗びよう族との関かかわりの中で、死者を心のあるものと考えるようになったのだろう。だから、彼らは士烈をこの湖に沈め、鳴蛇王は今、士烈の心を推おし量っている。

　鳴蛇王は、汪李に視線を戻した。

『巫山の楓かえでの林を憶おぼえているか？』

『ああ』

　汪李は小さくうなずいた。

『私も、先王とお前について、巫山へ行ったことがあるのだ』

『知っている。当時のお前は、孵かえったばかりの若い鳴蛇だった』

『先王は、最さい期ごにお前と楓を見に行こうと言って死んだ。今なら私にはわかる。先王が心の底で、何を望んでいたのか──』

　──かつてのように、同じ河か川せんでともに過ごしたい。陰いん陽ようの巡めぐりに身を委ゆだね、季節ごとに移ろう景色を眺ながめていたい。

　晄には、士烈と新しい鳴蛇王の声が重なって聴こえた。

　士烈は盤古神以来の地上を取り戻すために共工に従い、汪李は戦いくさを終わらせるために炎えん招しよう戈かの使い手に従った。決して、憎にくみ合って戦ったのではないと──。

『共工は滅び、戦は終わった。先王もお前も死んだ。共工の最期の言葉通り、鳴蛇族と化蛇族が争う理由はなくなった。私は、いつか新しい化蛇の王とともに、眷けん族ぞくを引き連れて巫山へ行きたいと思っている』

　新しい鳴蛇王は言った。汪李は瞠目して鳴蛇王を見つめ返す。

『鳴蛇族は前向きなのだ。常に後ろ向きな化蛇族とは違ちがってな──』

　彼は笑った。

『聞こえていないようなら、伝えておいてくれ』

　彼は、『また会おう』と身を翻ひるがえし、天河の輝かがやく空へ戻って行った。

（聞こえていないようなら？　また会おうって、汪李は二日後には消えるって言ったのに）

　晄は、去って行く彼の影を目で追いながら、首を傾かしげた。意味がわからない。

『鳴蛇は一族の中で、特に脳天気なものが王になるようだ』

　汪李はやれやれといった調子で呟つぶやいた。

「でも、よかったね」

　汪李自身の望みも、士烈と同じだったはずだ。かつての穏おだやかな日々を取り戻すために、彼は戦ってきた。その長い戦いが、今、本当の意味で終わったのだ。

　汪李は、再び湖底に目を落とした。

　──これで、逝ゆける。

　士烈の亡骸に、そっと語りかける彼の声が聴こえた。





「士烈のところへ行きたい？」

　晄は、湖こ畔はんの木の根元に腰こしを下ろし、汪李に尋たずねた。

『いや』

　彼は人形に変へん化げし、晄の隣となりに座ると、微笑ほほえんで軽く頭かぶりを振ふった。

『行きたいとも、行けるとも思わぬ。妖に死後の世界はない』

「俺はそんなふうに思いたくない。汪李がまた銀の粒つぶになって消えてしまっても、そこにいるって信じたい」

　晄はことんと、汪李の肩かたに頭をもたせかけた。彼は晄の肩に手を回して引き寄せ、背に翼を生やして晄を包み込む。

『だが、我はこの世から消える。魚の珮はいに封ふうじられるか、あそこにいる士烈と同じように、抜ぬけ殻がらだけが残るかわからぬが』

「嘘うそでもいいから、俺の側にずっといるって、見守ってるって言ってほしい」

『炎招戈に誓ちかった時、我は、命あらん限り忠誠を尽つくす、と言ったはずだ。もう命はない』

　笑えみを含ふくんだ声で汪李は静かに言った。

「意地悪だね……」

　何だか泣きたくなってきた。

『我は消えたいのだ。この地上から……』

　少し寂さみしげで、けれど幸せそうな声音に、晄は驚おどろいて彼を見上げた。汪李は、天河が映る湖面を見つめて微笑んでいた。

『禹を失った時、二度と人間には仕えぬと決めていた。だが、成湯に会い、性しよう懲こりもなくあやつに従った。成湯が死んだ時、我は耐たえきれず、伊尹に頼たのんで蛇哭山に封じてもらった』

　彼が、自分から過去のことを語るのは初めてだった。思わず晄は、彼の心の声に耳を傾かたむけた。

『考えてみれば、我は禹も成湯も失ってはいなかったのだがな。姿を変えて、お前は我のもとに現れてくれた』

　心の奥で、汪李は士烈を憐あわれんでいた。士烈は三苗族の最後の王以外に、心を通わせた者はいない。彼は、大切な人間を失ったきりだ。

『だが、共工が鎮しずまり、我は炎招戈の使い手に従う定めから解き放たれた。四度目はない。我がこの世に留まっていたところで、お前が天てん寿じゆを全まつとうした後、我らが再び巡り会うことはないだろう』

　汪李の目が晄に移る。

『もう会えぬとわかっているのに、我は、お前が死ぬところを見たくないのだ』

　だから消えてしまいたいのだと、彼は本気で思っていた。

　看み取とる勇気がないほど、お前が可愛かわいいのだと──。

「ずるい……」

　晄は汪李の腕うでにしがみついた。

「自分だけ、先に逝いって……、俺を置いて……」

　また涙なみだが出て来た。

『お前の死の直前までならば、一いつ緒しよにいてやりたかったが──』

　彼は、晄の髪かみをそっと撫なでた。

　──我にはその時間がない。

　呑のみ込んだ呟きの続きは、自分に言い聞かせているようだった。





　その晩は、湖畔の木の陰かげで一夜を過ごすことにした。

　昨夜と同じく、晄は汪李の腕に頭を載のせ、彼は翼つばさで晄を包む。

「眠ねむりたくない。眠っちゃったら、あっという間に明日が来てしまうもの」

『眠らねば、大きくならぬぞ』

「もうかなり背は伸のびてると思うけど」

『禹も成湯も、お前より頭一つでかかった』

「比べないでよ」

　晄は口を尖とがらせた。

『では、話をしてくれ。お前は商邑へ遷せん都として、どのような政まつりごとをするのだ』

「そこを汪李に訊ききたかったのに──」

『我は政には関わっておらぬ。禹や成湯が政務に携たずさわっている間は寝ねていた』

　化か蛇だは怠たい惰だなのだと、汪李は自じ慢まんげに言った。

『聞かせてほしい。我の心残りは、ただ一つ、お前のつくる国をこの目で見られないことなのだから』

　彼は微笑んで、晄を見つめている。口では心残りだと言いながら、幸せそうな笑みだ。

　自分はもう死んでいて、これは一時の夢だとわかっているからだろう。

　何だか切なかった。

「そうだね。誰だれもが笑って幸せに暮らせる国ってのが基本だけど、まずは民たみの食しよく糧りようと住居の確保。疫えき病びようが流行はやらないように、新しい都には排はい水すい溝こうとか造るつもり。で、予算は──」

　あれこれ話しているうちに、すーっと寝息が聞こえた。

　振り向けば、汪李はすっかり脱だつ力りよくして目を閉じている。

　そう言えば、人ひと形がたの彼の寝顔を見るのは、もしかすると初めてではないだろうか。家にいる時には、小こ蛇へび姿でとぐろを巻いて眠ったし、たまに人形で寝る時も、晄の方が先に眠り、目覚めは汪李の方が早かった。鳳鸞や煒白に比べれば、汪李はよく寝る方だったが、こんなに無防備に眠ることはなかったのだ。森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに逆らって、この世に喚よばれたため、身体からだに負ふ担たんがかかっているのかもしれない。

　晄は、彼の頬ほおにかかっている銀の髪を、指先でそっと掻かき上げた。

　汪李の寝顔をしみじみと眺ながめる。神と見み紛まがうほどのこの美び貌ぼうは、白銀の化蛇を見て、晄が美しい青年を想像したからだ。

　彼の口元にはまだ笑みが浮うかんでいた。

　晄のつくる国を夢見ているのだろうか。それとも、化蛇と鳴めい蛇だが同じ河川で泳いでいる夢を見ているのか。あるいは、晄よりも先に死ねたことを喜んでいるのか。

　──もう会えぬとわかっているのに、我は、お前が死ぬところを見たくないのだ。

　看取る勇気がないほど、お前が可愛いのだと──。

　晄は、先刻の彼の言葉を思い起こす。

　残ざん酷こくな告白だと、その時は思った。けれど今は、その言葉に慰なぐさめられる。

　禹王と湯王を亡なくした時、汪李はとても辛つらかったのだ。その辛さを、晄は汪李に味わわせずに済む。

　汪李が生きていたらこんなふうには思えない。けれど、彼はもう死んでしまったのだ。

「ずるいなんて言ってごめんね。俺も、汪李が大好きだよ」

　晄は、彼の寝顔にそっと呼びかける。

　大好きだから、いなくなってしまうのは悲しいけれど、汪李が幸せでいる方がもっといい。

　──お前の死の直前までならば、一緒にいてやりたかったが。

　先に逝けたことを喜んでいる彼を困らせているのは、自分の涙なのだろう。

（泣かないで送り出してあげなくちゃ）

　彼が、最後の一いつ瞬しゆんまで、幸せに笑っていられるように。

（明日は巫山へ行こう）

　──先王は、最さい期ごにお前と楓かえでを見に行こうと言って死んだ。

　新しい鳴蛇王がそう言っていた。きっと汪李も見に行きたいと思っているはずだ。

　残り後二日、汪李にいい夢を見せてやりたい。

　鳴蛇王は、新しい化蛇の王と一緒に巫山へ行きたいと言ってくれた。本当は、その場面を汪李に見せてあげたいけれど──。

　そう考えて、ふと、新しい化蛇の王のことを、まだ汪李に話していないことに気がついた。

　汪李は小化蛇を大事にしていた。小化蛇たちがどうしているのか、誰が新しい化蛇の王になったのか、汪李は気にしているはずだ。

（汪李のことだけで頭が一いつ杯ぱいで、俺、新しい化蛇の王のこと……）

　昨日と今日だけではない。その前も、ずっと。汪李に心を囚とらわれたまま──。

　晄は、汪李の寝顔に見入る。彼は、まだ淡あわい笑みを浮かべていた。

（この半年、俺はずっと夢を見続けていたのかもしれない）

　汪李がそばにいてくれて、守ってくれる夢を。でも、それが現実ではないから、悲しくてたまらなかった。新しい化蛇の王のことを考える余よ裕ゆうもなかった。

　それは、今この瞬しゆん間かんも同じだ。二日後の別れの場面を想像したくない。

「いい加減、目を覚まさなくちゃね」

　美しい、けれど儚はかない笑みを浮かべている汪李を見つめ、晄は呟つぶやいた。





『此こ度たびの化蛇の王は、鳴蛇王とは旧知の仲だ。うまくやるだろう』

　翌朝、長江の上空を巫山へ向かいながら、晄は汪李に新しい化蛇の王の話をした。

　汪李は、誰が王になったのか、わかっている様子だった。新しい化蛇の王も、新しい鳴蛇王ともども、汪李や士烈について巫山へ行ったことがあるとのことだ。

　当時は、毎年のように巫山へ紅こう葉ようを見に行っていたという。九州の河か川せんには化蛇と鳴蛇が棲すみ、汪李と士烈は少数の眷けん族ぞくを連れて、紅葉や花の季節に合わせ、夏は黄河で、冬は長江で過ごしていた。巫山のふもとは冬の棲み処かだったそうだ。

『禹の父親、鯀と共工が戦っていた時だ。士烈は、我を巫山に連れて行くと約束した。だが、やつは戦いくさへ行ったきり帰ってこなかった。見に行ってみれば、楓の林は焼けていた』

「士烈は、約束を守れなかったこと、気にしてたんだね」

『あれは我とは異なり、律りち儀ぎだった』

　鳴蛇族はおしなべて血気盛んで、剛ごう毅きなのだという。対して化蛇族は、怠惰で優ゆう柔じゆう不ふ断だん、誰かに指示されるまでは動かないのだそうだ。

「わかる気がする」

　晄は、新しい化蛇の王の、何か言いたげな表情を思い出す。

　やがて前方に、切り立った壁かべのような巫山の山やま影かげが見えてきた。

「きれいだね」

　真っ青な秋空に灰はい褐かつ色しよくの岩いわ肌はだが突つき刺ささり、ふもとには白い霧きりが漂ただよっていた。その間に、色づき始めた楓が見え隠かくれしている。

『元通りだ……』

　汪李は目を瞠みはっていた。

　七百年以上の時を経て、焼けた楓の林は、思い出の通りの姿を取り戻もどしたのだろう。

『あと数日もすれば、ふもとまで真っ赤になる』

　懐なつかしそうに彼は言った。

　汪李は、棲み処にしていたという長江の岸辺に降りた。彼は、背中から晄が下りてもすぐには人形にならず、じっと長江の清い流れを見ていた。

「泳いでくれば？」

　水すい妖ようは水の気を糧かてとする。まして汪李は理に反して身体を動かしているのだから、水の中にいる方が楽だろう。

『だが、万一、鳴蛇がお前を襲おそうようなことがあっては──』

「大だい丈じよう夫ぶだよ。昨日、鳴蛇王が言ってたこと、鳴蛇たちには伝わってるはずだもの」

　彼はしばらく躊躇ためらっていたが、やがて白銀の巨きよ体たいを水に滑すべり込ませた。

　晄は、川岸の石に腰こしを下ろし、汪李の姿を眺める。

　川は澄すみ渡わたり、秋の日が白銀の鱗うろこを煌きらめかせた。彼はゆっくりと翼つばさを掻き、舞まうように優ゆう雅がに泳ぐ。水の気を味わっているようだ。

　汪李が、何の恐おそれも心配もなく、長江を泳ぐのは何百年ぶりかのことなのだろう。

（今まで、辛かったね）

　生しよう涯がいの最後の時を晄に見送られて、消えてしまうことが、彼の望みだと言うなら、それを叶かなえてやれるのは幸いかもしれない。

（一時の、いい夢を……）

　明日の夜には、覚めてしまう夢。

（俺も、目を覚ますよ）

　晄は、じっと目を凝こらし、巨きよ大だいで美しい水妖の王の姿を瞼まぶたに焼きつけた。





　その日は一日巫山のふもとで過ごし、夕刻には王都へ向けて飛び立った。

　途と中ちゆうの山の中で、休きゆう憩けいがてら猿さる梨なしや秋あき茱ぐ萸みなどを採って食べ、王都に着いたのは翌日の午後だった。

　王城の北の離はなれでは、莉由がささやかな宴うたげの用意をして待っていてくれた。

　舜からすでに事情を聞いているのだろう、晄の三日間の不在について誰だれも何も言わなかった。

　晄と舜、莉由。楓牙と累焔。煒白と鳳とチャウと──。

　汪李が生きていた時と同じように、他愛たわいのない話をしながら食事をした。みんな、まるで明日も汪李がいるような素そ振ぶりを見せた。莉由は、時々目め頭がしらを拭ふいていたが。

　やがて、西の空が赤く色を変え始めた。

（もうすぐ夢が終わる）

　晄は、胸に迫せまる切ない思いを呑のみ込み、汪李の横顔を見つめる。彼は淡い笑えみを浮かべて、みんなの会話を聞いていた。

『なあ、晄』

　その時、何の前まえ触ぶれもなく鳳に呼ばれて、晄は彼を振ふり向いた。快活そうな彼の目が、突とつ然ぜん、夜の湖のような鸞の眼まな差ざしに替かわった。

「え──？」

　ぐらりと景色が揺ゆらいだ。幻げん術じゆつにかけられたのだ。

「ちょっと待って、それって……」

　晄は抗あらがったが、意識は急速に遠のいていった。



　──本当に、別れの言葉を言わなくていいのか？

　頭の奥で、楓牙の声がする。

　──我はもう十分だ。それに、あれが、知られたくないと言っている。

　これは汪李の声だ。

　──彼とは、そういう約束なんです。万一の場合もあるので、晄ちゃんを外してくれと。

　舜が、やるせなさそうに言っている。

　──晄を頼たのむ。

　頭を撫なでられた。少しひんやりとした感かん触しよく。汪李の手だ。

（待って──！　汪李、まだ行かないで！）



　晄はガバッと起き上がった。目の前に、困った様子の鸞と煒白の顔があった。

　見回せば、そこは自分の寝しん室しつで、晄は夜具の上にいた。すでに窓の外は真っ暗だ。

「汪李は!?」

『晄、申し訳ありません、舜殿どのに頼まれていて……』

　鸞がおろおろと言った。

「汪李はどこ？　まさかもう──」

　重ねて尋たずねると、

『舜と一いつ緒しよに黄河へ行った。もう間もなくだろう』

　煒白が答えた。

「連れてって」

　晄は部屋を飛び出した。





　鸞の背に乗り、晄は煒白とともに、汪李がいるという黄河河岸へ向かった。

「何で、舜兄は俺に幻術をかけるように言ったの？」

　晄は鸞に尋ねた。眠ねむっている間に、汪李と楓牙と舜の声が聞こえたが、内容が曖あい昧まいすぎて、意味がわからない。

『はっきりとは仰おつしやいませんでした。ただ封ふう印いんの呪じゆ術じゆつの場に、晄がいない方がいいと』

　言われるままに幻術をかけたはいいが、晄があまりにもうなされているので、心配になって術を緩ゆるめたら目覚めてしまったのだという。

「封印の呪術って、汪李の亡なき骸がらを、魚の珮はいに封ふうじる術のこと？」

『おそらくそうだと思う。私たちも、詳くわしいことを教えてもらっていないのだ』

　答えたのは煒白だ。

『時がくれば自然に汪李は消えてしまうが、その前に、呪術を施ほどこさなければならないと、舜は言っていた』

「でも、俺が寝ねてる間、知られたくないとか、万一とか言ってなかった？　あれって──」

　言いかけたところで、鸞が『いました。間に合ったようです』と、急降下を始めた。

　やがて晄の目にも、二つの人ひと影かげが見えてきた。

　天河の星明かりの下、黄土の積もった広い河原で、舜と汪李は大きな鼎かなえを挟はさんで立っていた。

　鸞の気配を察し、二人とも驚おどろいた様子でこちらを見ている。

「汪李！」

　鸞が河岸に着陸するやいなや、晄は鸞から飛び下り、二人に駆かけ寄った。

「晄ちゃん……」

　舜は、ひどく困った様子だった。

「何で、俺がいたらだめなの？　ちゃんと、さようならぐらい言わせてくれたって──」

「ごめんなさい、その、晄ちゃんを立ち会わせないと、前からの約束で……」

「何で!?　何の約束!?」

　つい、声が荒あらくなる。

　舜の目が、判断を仰あおぐように汪李に移り、

『いずれ時間がない。晄に見届けさせても構わぬか？』

　汪李が呟つぶやくように尋ねた。

「え？」

　晄は、舜と汪李を交こう互ごに見る。二人の間で取り交かわされた約束なら、互たがいに問うのは変だ。

『晄、あれの思いを受け入れてやってくれ』

　汪李が、一歩踏ふみ出し、晄の両りよう肩かたに手をかけた。

　あれって？　と、問い返そうとして、晄は何を尋ねようとしたのか忘れた。彼の心の声が、どっと晄の耳の奥に飛び込んできたからだ。

　それははっきりとした言葉にはなっていなかった。感謝と、愛いとしさと、寂さびしさと──。それらのものがない交ぜになって、汪李の心をかき回していた。

「汪李──」

　晄は、思わず彼の首に手を回してしがみついた。

　汪李もまた晄を固く抱だきしめ、頬ほおを寄せる。

「俺、忘れないよ」

　晄は彼の耳元で囁ささやいた。

「汪李が消えてしまっても、この世のどこにいなくなってしまっても、俺は汪李のこと忘れない」

　声が震ふるえた。最後の一いつ瞬しゆんまで、彼が幸せに笑っていられるようにしたかった。だから彼が別れを惜おしまずに済むように、未練がましいことは言わずにいようと思った。けれど──、

「大好きだよ」

　そう言わずにはいられなかった。

『晄……』

　──済まない。

　そんな声が聴こえた。

　汪李は、晄を抱く腕うでを緩め、少し身体からだを離して顔を向き合わせる。

『晄、笑ってくれるか』

　彼は、静かな笑みを浮うかべてそう言った。

『お前の笑顔が、我を変えたのだ』

　──よかったー。ここのところ川が荒あれて、白はく蛇だとか何か羅ら魚ぎよとかたくさん死んでるから、心配しちゃった。

　彼の中で、明るい少年の声がした。それが少年の頃ころの禹王だと、晄には何となくわかった。

　禹王と湯王と晄は、同じ魂たましいを持つという。晄には前世の記き憶おくはないが、汪李にとって、三人は同じ人間なのだ。

『泣いているお前を見て、あの笑顔を取り戻もどしてやろうと思った』

　戦いくさが嫌きらいだった彼が、自分の手で戦を終わらせようと決意したのは、禹王の、つまり晄の笑顔だったのだと──。

　言われて、晄は自分が泣いていることに気がついた。

「ごめん。ちゃんと見送るとか言ってて」

　慌あわてて涙なみだを拭く。

「さようなら、汪李」

　できるだけ、明るい笑みを浮かべたつもりだ。



　汪李は、微笑ほほえんだまましばらく晄の顔を見つめ、もう一度抱きしめた。

『楽しい夢だった。ありがとう』

　その声は、本当に幸せそうだった。

「汪李さん、もう時間が──」

　舜が声をかけた。

　汪李は、晄から腕を放し、鼎の中に立つ。

「何があっても、声を出さないでくださいね。音を立ててもだめですよ」

　舜が、いつになく真しん剣けんな表情で晄たちに言った。彼は、竹簡を手に呪文を唱え始める。

　鼎の中に入っていた水が泡あわ立だち、小さな水すい滴てきとなって躍おどり上がった。それが汪李の身体を包んでいく。

　汪李はその間、黄こ金がね色いろの眼めでずっと晄を見つめていた。涼すずしげな眼まな差ざしで、口元には淡あわい笑えみを浮かべていた。

　目を逸そらさずに、晄も真っ直すぐに汪李を見つめた。涙が出そうだったが、奥歯を噛かみしめて我が慢まんした。最後の一瞬まで、彼が幸せに笑っていられるように。そして、

　日日を新たに──。

　夢から目覚め、前へ進んで行く。そう決意していた。



（可愛かわいい晄……）

　小さな水滴に包まれ、次し第だいに霞かすんでくる景色の中で、汪李は晄の姿に目を凝こらす。

　晄は、拳こぶしを握にぎり肩かたを怒いからせて、無む理り矢や理りといったような笑みを浮かべていた。泣きたいのを我慢しているのだろう。

（先に逝ゆけてよかった）

　汪李は、心からの安あん堵どと幸せを噛みしめていた。

　──あの少年が死んだ時が見物だな。成湯が死んだ時、化か蛇だの王が三日間暴風雨を起こしたことは、水すい妖ようの間では今でも語りぐさだ。

　以前、士烈に言われたことを思い起こす。

　その通りだ。もしも晄の臨終に立ち会ったら、自分がどうなってしまうのか想像できない。

　自分は心弱い。情けないことに、年若い晄を置いて先に逝けることを本気で喜んでいる。

　もう、晄をこの手に抱くことも、彼を背に乗せて飛ぶこともできないのは寂しい。そして、晄を悲しませていることは切ないが──。

　晄の無理矢理な笑顔からは、あの穏おだやかな陽の気はこぼれていない。けれど、きっとすぐに本当の笑顔を取り戻すだろう。

　──俺は、殺さない！　何て言われたって殺さない！　俺にしか炎えん招しよう戈かは使えないんだから、俺が殺さないって決めたら、誰だれも化蛇を殺せやしないんだからっ！

　ふと、晄の声が蘇よみがえる。二年前、陽甲王に喧けん嘩かを売って、自分の命いのち乞ごいをしてくれた時の言葉だ。いじらしいと思った。

　命の危険を顧かえりみずに、晄は章玄の呪じゆ詛そに冒おかされた傷を癒いやしてくれた。あの手の温かさが心ここ地ちよかった。当時は、蛇哭山に封じられる以前の記憶はなかったが、思えば、禹や成湯と同じ魂を持つ人間だと、その時に直感したのかもしれない。

　しばしの間、この少年に縛しばられてやってもいいと思った。気づいたら人ひと形がたになっていて、炎招戈に誓ちかっていた。

　あの時から比べても、晄は大きく強くなった。流した涙の量も半はん端ぱではなかったが。

　晄の姿が霞んで見える。夢の時間は終わりだ。意識が薄うすらいできた。

　お前に会えてよかった。

　何千年もの生しよう涯がいの中で、一番幸せな時間だった。

　正気だったら気き恥はずかしくてとても言えないが、これが最後だ、言ってしまおう。念じれば晄の耳に届くだろう。

（晄、お前が愛しくてたまらない）

　これで、思い残すことは本当に何もなくなった。



　水滴に包まれていた汪李の輪りん郭かくが、徐じよ々じよに滲にじんでいった。

　──晄、お前が愛しくてたまらない。

　汪李の声が晄の耳に飛び込んだ。その一瞬の後に、彼は銀の粒つぶになってさらさらと崩くずれる。

　晄は瞠どう目もくしたまま、鼎かなえの中に落ちていく銀の粒を見つめた。

　まるで、空に輝かがやく天河の、その星々の煌きらめきに溶とけるように、汪李は消えていった。

　舜の呪文が止やんだ。

「もう声を出してもいいですよ」

　言われた途と端たん、どっと涙が出て来た。

『晄』

　煒白と鸞が、晄の肩に手を置いて、傍かたわらに寄り添そった。

「俺、ちゃんと見送れたかな……。汪李は、最後の一瞬まで、幸せに笑っていられたかな」

　拳で頬を拭ぬぐい、しゃくりあげながら晄は言った。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。最さい期ごまで笑っておいででした』

　寂しそうに鸞が答えた。

『汪李は、晄を失うことをとても恐おそれていた。汪李が幸せに逝けてよかった』

　愚ぐ痴ちの聞き役だった煒白は微笑んでいた。

　──晄、お前が愛いとしくてたまらない。

　言葉で気持ちを表すのが下へ手ただった汪李が、最期にそう言ってくれた。優やさしくて穏やかな声こわ音ねだった。

（夢は終わりだ。歩き出さなきゃ）

　大丈夫だ。汪李が消えてしまったのは悲しいけれど、もう心は重くない。前へ進める。

　ふと、舜がまだ鼎の中をのぞき込んでいることに気がついた。心配げな表情だ。

「舜兄、どうしたの」と、青銅の鼎の中に残されたものを見て、晄は息を呑のんだ。

　鼎の中に、化蛇の王がいた。魚の珮はいを首にかけ、ぐったりと水に浮かんでいる。

（まさか、死んで──）

　晄は思わず手を差し入れようとしたが、「まだ触さわってはいけません」と、舜に止められた。

「何で──、彼は大丈夫なの!?」

「呪術そのものはうまくいったので、しばらく水の気を吸っていれば、意識を取り戻すと思います」

「どういうこと？」

「憑より代しろになってもらったんです。汪李さんの核かくには、微かすかに力が残っていましたが、身体からだは死んでいましたから、それを動かすために化蛇の王の身体を借りたんです」

　けれど、それは自然の理ことわりに反しているばかりでなく、汪李の力があまりに強大だったために、化蛇の王に相当な負担をかけていたという。

「汪李さんをうまく魚の珮に戻さなければ、化蛇の王も汪李さんの力に引きずられて、死んでしまう恐れがあったんです。化蛇の王は、そうなった場合のことを考えて、晄ちゃんには言わないでほしいと」

「それで、俺に幻げん術じゆつをかけて──」

　晄は、呆ぼう然ぜんと化蛇の王を見つめる。彼は、汪李に比べてあまりにも小さかった。

（こんな身体で、何で……）

　その時、ピクリと化蛇の王の頭が動いた。

「化蛇の王」

　晄が呼びかけると、彼はゆるゆると顔を上げた。

「よかった、もう大丈夫です」

　と、舜がようやくほんわり笑みを浮うかべた。

『晄……』

　彼は、困ったような恥はずかしいような、何とも情けない顔をしていた。

「ごめん、俺、何にも知らずに……」

　彼はいつものように、何か言いたげで、それでもなかなか口を開かなかった。

　しばらくしてから、『私は、少しは役に立てたのだろうか』と、おずおずと尋たずねる。

「役にって──」

　言いかけて、晄はハッと気がついた。

（俺が、汪李を忘れられなくて、泣いてばかりいたから、俺に夢を見せるために……）

　その一時の夢のために、彼は命を捨てる覚かく悟ごまでした。

　なのに、今まで彼の気持ちを考えなかった。

　言葉を喋しやべれるのだからと、心の声に耳を傾かたむけなかった。いや、避さけていたのだ。汪李との思い出を失いたくなかったから。彼は、ずっと待っていたのに──。

「ごめんね」

　晄は、化蛇の王の首から魚の珮を外し、自分の首にかけると、彼に左手を差し伸のべた。

　汪李が、自分のことを忘れろと言っていたのは、彼のためだったのだ。

　新しい化蛇の王とともに、前を見て進めと──。

『晄？』

　彼は、差し出された左手と晄の顔を交こう互ごに見た。

　──私がこの手を取れば、晄は辛つらい思いをするのではないだろうか。

　彼の心の声が聴こえた。

　化蛇族は、常に後ろ向き。怠たい惰だで優ゆう柔じゆう不ふ断だん、誰かに何か言われるまでは動かないと言っていたのは、鳴めい蛇だ王と汪李だ。

「小こ蛇へびになって俺の左ひだり腕うでに来て」

　晄は微笑ほほえんだ。

『……いいのか？』

「いいんだ。俺は前へ進める。君が夢を見せてくれたから」

『晄──』

　黄こ金がね色いろの眼めが、微かに揺ゆれていた。

　やがて彼は、『うむ』とうなずき、小蛇に変へん化げすると晄の左腕に巻きついた。

　晄は、右手で彼をそっと押さえた。その感かん触しよくは、汪李と同じようにひんやりとして、汪李よりも少し軽かった。

「俺は汪李のこと、忘れない」

　きっと、忘れられない。時々、また泣くかもしれない。

「だから、君を汪李の代わりにすることはできないんだけど──」

　晄は、首にかけた魚の珮に目を落とす。汪李はこの中にいる。汪李は妖あやかしに死後の世界はないと言っていたけれど、この中には汪李がいて、深く眠ねむっていると信じたい。

　晄は化蛇の王に視線を戻もどした。

「俺は、君を汪李とは別の妖として、身代わりじゃなくて、君自身として大切にしたい。煒白や鳳鸞、チャウと同じように」

　彼は、嬉うれしそうな恥ずかしそうな様子でうなずいた。

　晄の心の中に温かいものが満ちてきて、自然に笑えみがこぼれてくる。

「さ、うちへ帰ろう」

　晄たちは、大鳥の姿になった鸞の背に乗った。煒白が青銅の鼎を鸞に載のせる。

　鸞が、輝く翼つばさを羽ばたかせ、夜空に舞まい上がった。

　晄は、左腕の小蛇に向かって一度微笑み、空を見上げた。

（新しい日が始まる）

　魚の珮を握にぎり、晄は心の中で呟つぶやいた。

　頭上には、銀色の天河が横たわっていた。



　　　　



『立ち直りおったか』

　水鏡をのぞき込み、西王母は満足げにうなずいた。鏡には、小蛇を左腕にからませた晄が映っている。

『最初から、汪李を蘇よみがえらせて、晄を立ち直らせるつもりだったのなら、あんな手間かけずに、内ない緒しよじゃぞ、とか言って聖水を渡わたしてしまえばよかったのに。お陰かげで僕は仙せん女によたちから、未いまだにのぞき犯扱いだ』

　ごりごりとすりこぎで黍きびを潰つぶしながら、黄帝はブツブツ言った。黍きび餅もちを作っているのだ。西王母はあれ以来すっかり黍餅が気に入り、度たび々たび黄帝に作らせていた。

『そうはいかぬ。他ほかの神にしめしがつかぬし、万一、妾わらわが人間に聖水を授さずけたという話が広まれば、崑崙に妖も人間もわんさか押し寄せ、おちおち風ふ呂ろにも入れんようになるわ』

『でも、君が水鏡の水を、わざと鳳の前でかき回して、彼に聖水を持ち帰る隙すきを見せたこととか、九天玄女あたりは薄うす々うす感づいているんじゃないかな』

『あやつは口が堅かたいゆえ大丈夫じゃ。それはそうと、ふむ』

　西王母は、卓たくの上から空の化け粧しよう瓶びんを見つけ、それを手に取った。蓋ふたを開け、水鏡の水をその瓶に汲くむ。

『そなた、黍餅ができたら人間界へ参れ』

　と、西王母は化粧瓶を黄帝の前に突つき出した。

『は？』

『この聖水を、晄の魚の珮にかけてくるのじゃ』

『そんなことをしたら、汪李の核の力が戻って、また復活可能になってしまうじゃないか』

『悪いか？　あやつめ、晄の死に目に会いたくないなどと、甘ったれたことを申しておったゆえ、十年にいっぺんぐらいはこの世に戻らせ、無む理り矢や理り、晄を看み取とらせてやろうと思う。舜にもその旨むねを伝えておけよ』

　ふふふ、と西王母は美しい顔に禍まが々まがしい笑みを浮かべ、

『君って、ほんと、素す直なおじゃないねえ』

　黄帝は笑って肩かたをすくめた。天墉城から出られる機会はそうないし、〈仙女は黍餅がお好機〉に使用した宵しよう練れんを返さなくてはならない。彼はその瓶を懐ふところにしまい、いそいそと黍餅作りの続きに取りかかった。



　　　　



『我はどうしたらいいのだ。いったい今さら、何でこのようなことに──』

　夜空を飛びながら、汪李は非常に戸と惑まどっていた。

　突とつ然ぜん、召しよう喚かん呪じゆが聞こえ、ふと気がつけば、夜の黄河の河岸で、あのばかでかい鼎かなえの中に人ひと形がたで立っていた。あの時とほとんど同じ光景だったが、黄河の北岸だったことと、目の前に立っていた舜が、心なし老ふけていたことだけが異なっていた。

「西王母様の聖水の力なんです」

　舜はそう言っていた。

　あれから十年経たっているとのことだった。十年ごとに汪李を蘇らせるよう、黄帝経由で西王母から命じられたという。

　晄の最さい期ごを看取れとのことだ。喜んでいいのか悲しんでいいのかわからない。

　また、憑より代しろの化か蛇だの王は、だいぶ力をつけ、今度はひと月ほど身体を貸せるとのことだった。彼はあれからしばらくして、晄から汪おう杏きようという名前と人形を与あたえられたという。名は、汪李と母親の杏きよう玲れいの名から一字ずつとったとのことだ。人形は汪李に似ているという。

（しかし、困った）

　いったいどんな顔で晄に会えばいいというのだ。消える命だと思ったからあのような恥はずかしい台詞せりふが言えたのだ。思い出すだけで顔から火が出そうだ。

　そう思っている間にも、王都が近づいて来た。洹河を取り込むようにして、真新しい城じよう郭かくがそびえ、大きな堂が整然と立ち並んでいる。住居や工こう房ぼうらしき建物も数多く、道も整っている。

　城郭の向こうには共工の陵りようも見える。

　会うのはひどく恥ずかしいと思っているにもかかわらず、五感は晄の気配を探し、翼がそちらを向いてしまう。

　やがて、北堂の回かい廊ろうに立つ、一人の男の姿が目に入った。

　背が高く、細身だががっしりとした体たい躯くの男だった。濃こい色の寝ね間ま着きの上に、繭まゆ綿わたの入った袷あわせを羽織り、長い髪かみを首の後ろで無造作に結んでいる。

（晄……？）

　体つきはまったく異なるが、発する気配は間ま違ちがいなく晄のものだ。

　彼は、夜空を見上げていた。天河を眺ながめているらしい。

　晄の目が、こちらを向いた。大きな黒い瞳ひとみ、くっきりと弧こを描えがく眉まゆ。そこは少年の頃ころと変わらない。

　目が見開かれ、形の良い唇くちびるが笑みの形に開いた。温かい陽の気がこぼれる。

「汪李!!」

　いっぱいの笑顔で名を呼ばれた。だめだ、十年前の臭くさい台詞の言いわけなど考えられない。

『晄──』

　汪李は晄に向かって急降下した。

　西王母の命令ならば仕方がない。十年に一度ぐらいは蘇ってやる。そして、晄が天てん寿じゆを全まつとうするその日まで、見守ってやる。



    

  
    
      　東方妖遊紀行　終わらぬ旅路と希望の扉編






一同　　汪おう李り、お帰りなさーい！

汪李　　う、うむ。ただいま……。何ともこそばゆいな……。この席に座るのは十年ぶりか。晄こう、元気だったか？

晄　　　うん。元気だよ、って、汪李の顔見たら、何だか口調まで十年前に戻もどっちゃった。

汪李　　無事に商しよう邑ゆうへ遷せん都とできたようだな。政まつりごとはうまくいっているのか？

晄　　　完かん璧ぺきとはいかないけど、氏族間の争いも収まったし、今のところ天災にも見み舞まわれてないし、民たみが餓うえることもなくなったよ。也や真しんのお陰かげで、鬼き方ほうともうまくいってる。隣りん国ごくの周しゆうや召しようとも、華山の佟とう韋いが友好関係を保ってくれて、陝せん邑ゆうの温泉経営も順調。

鳳　　　炅けいが、いい感じの兄ちゃんになったぜ。もと盗とう賊ぞくの焉えんと一いつ緒しよに、馬を育ててるうちに癒いやされたんだろな。あいつの努力が実って、陝邑は殷いんで一番の馬の産地になった。

莉由　　晄ちゃんの実のお母様、杏きよう玲れい様も、陝邑でお健すこやかに過ごしていらっしゃるわ。

楓牙　　先王の宰さい相しよう、晏あん仲ちゆう殿どのは一昨年おととしの春、大往生されたが、利り條じよう殿は健在で、黄河南岸の氏族との連れん絡らく役を務めてくれている。馮ひよう夷い城の子ども盗賊団だった楊ようたちは仕官し、各地の状じよう況きようを探る望ぼう乗じようになった。表向きは商船の船乗りとして、九州の川や湖を飛び回っている。

晄　　　楊たちの船は煒い白はくが設計したんだよ。船だけじゃなくて、煒白はあちこちの邑から水路や橋の設計も頼たのまれているんだ。

白　　私が生きているのは、犯した罪を償つぐなうためだ。一人でも多くの人間が、幸せに暮らせるようになってほしい。私の知識が役に立つのはとても嬉うれしい。

汪李　　この十年、それぞれ成すべきことを成しておるのだな。それにしても、この座談会の顔ぶれが変わっておらぬが、みなそれぞれ伴はん侶りよがいてもいいはずでは？

晄　　　そうなんだけどね。俺、政に夢中で、ついつい後回しになっちゃって──。汪李が次に目覚める時には、嫁よめと子を紹しよう介かいできるようにがんばるよ。

舜　　　僕は、この娘むすめたちより（びっくりまなこにニッと歯を剥むき出した人面の青銅器を指さして）美しい人が現れたら、お嫁さんに来てもらいたいと思っているんですがねぇ。

累焔　　わたくしは楓ふう牙が様のおそばにいることこそが幸せ、妻を娶めとるつもりはございませぬ。

チャウ　ぼくは、みずがあればふえるから、およめさんはいらない。

白　　私の種族は、女め神がみに創つくられるから、つがう必要はない。

鳳　　　おれと鸞らんは、この世で一羽しかいねえからなー。子孫を増やすなら自家受精？

汪李　　ならば……。（楓牙と莉り由ゆうを交こう互ごに見て、ふっと小さな溜ため息をもらす）

楓牙　　何だ。その憐あわれみの視線は。いいか、聞いて驚おどろくな。苦節十年、実は──。

舜　　　汪李さん、時間です。魚の珮はいに戻らなければ。ではまた、十年後にお会いしましょう。

楓牙　　待て、汪李。私の話を聞いてから行け。おいこら、舜しゆん、勝手にお開きにするな！



    

  
    
      　あとがき






　まず、読者の皆みな様さまに、東方妖遊記を最後まで見届けてくださったことを心から感謝申し上げます。何だか、水妖王の愛の遍へん歴れきになってしまいましたが、楽しんでいただけたでしょうか？

　第一話は、ザビに載のせていただいた短編を改かい稿こうしました。本編の四巻と五巻の間のお話です。

　第二話は、本編のずっと昔の話です。男言葉で喋しやべる二匹ひきの大だい蛇じやがからまっていますが、私の脳内では仲良しな兄弟猫ねこになっております。（担当様による洗脳）

　第三話は、本編最終章の裏話、及およびその後のお話です。締しめくくりにふさわしいのか、都合よすぎるのではないかと悩なやんだところですが、亡き愛犬愛あい猫びようたちを思い浮うかべつつ──。

　伊藤明十先生には、本当にお世話になりました。ふと気づけば、本巻のカバーイラストの顔ぶれは、一巻と同じではありませんか。二つのイラストを比べ、登場人物がここまで来られたのは、伊藤先生のお陰かげだとしみじみ思いました。伊藤先生に会えて、村田は幸せ者です。

　また、担当様を始めとして編集部、校正者様、印刷所の方々等、この物語に関かかわってくださったすべての皆様に、厚く御お礼れい申し上げます。

　それでは、皆様の御ご健けん勝しようを心からお祈いのりしております。御愛読ありがとうございました。



村田　栞　　
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天河の君に贈る夢

The Sneaker　２０１１年３月号増刊

「The Beans VOL.16」



黄河のほとりの物語

書き下ろし



西王母の贈り物

書き下ろし
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